

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　月が沈み、朝あさ陽ひが昇る。

　一日が終わり、新しい一日が始まる。

　古い日常、新しい日常。

　かつての自分、今の自分。

　過去にあったはずの営みは忘却の彼方かなたへ霧散して、目の前に広がるのは新鮮な人間関係ばかり。

　皆みんなは自分のことを覚えている。

　だけど自分はそうじゃない。

　自分だけが皆んなとは初めての時間で、認識の乖かい離りは常に在る。

　それを憂う気持ちは無い。

　胸に湧き出てるのは清すが々すがしい気持ち、ふつふつとした高揚感。

　これから全てをやり直せる──いや、積み上げられる。

　今から歩む道程は、自分だけのもの。

　こうして自分が自分であることを確信できる当たり前が、一体どれ程幸福なことか。

　噛かみ締しめながら、歩を進める。

　祈りながら、脳のキャンバスに絵を描き、文字を綴つづる。

　果たして自分はこれらの作品の行く末を見守ることができるのだろうか。

　この作品の完成形を美しいものへ仕上げられるのだろうか。

　瑣さ末まつな問題だ。

　たとえこのキャンバスに描かれる絵や文字の並びが歪いびつでも。

　たとえこの道の先に何も待っていなくても──それ程素晴らしいゴールじゃなかったとしても。

　自分自身で歩んだ結果なら、きっと納得できるだろう。

　良い人生の基準は人それぞれ。

　自分の基準は、今の自分のまま終えること。

　だから自分は、この先何事も自ら判断を下す。

　今の自分がいる意味は、きっとあいつが証明してくれると思うから。












一話　贈り物









「あっきはっばらー！」

　茶髪ボブの後輩が、目の前で両手を天高く突き出した。

　後輩カノジョ、笛ふえ乃のひな。

　瞳を輝かせるこの後輩は、俗に言う二次元オタク。

　それでいて三次元では彼氏である俺を〝推し〟だと宣のたまう、ちょっと変わった彼女だった。

「ここは全然秋あき葉は原ばらじゃないぞ」

　俺は呆あきれたように溜ため息いきを吐つき、隣でハシャぐひなから視線を逸そらす。

　見回して視界に入るのは、一般的な商店街。

　それも閑かん古こ鳥どりが鳴きそうな、ちょっと寂れつつある場所だ。

　朧おぼろげな電灯の下、ひながこちらに振り返る。

　頬ほおがプクリと膨れて、小動物を彷ほう彿ふつさせた。

「ぷー！　先輩、ここは舐なめちゃいけないゾーンですよ！　なんてったって……」

　いつになくハイテンションなひなはそう言って、あるスポットへ一目散に駆け出した。

　既に視界に入っていたので、予想するのは容易。

　そして予想通り、ひなはガチャガチャマシーンが二十台ほど立ち並ぶスポットに到着した。

　ひなはこちらに振り返ると、勢いよく指し示す。

「先輩、ここ！　人気アニメ『ダウトファミリー』のガチャガチャが実装されてる超貴重スポットなんです！」

「だろうな。でもまあ、人気なら至る所にあるもんなんじゃないのか？　駅前にもガチャガチャ自体はあったのにこのアニメはなかったような」

「至る所にガチャガチャに実装されてるアニメは、超・人気の作品くらいなんですよ……！」

　感動を分かち合えないことが寂しいのか、ひなは地団駄を踏みそうになる。

　しかし思い直したのか、シュンッとした表情になった。

「す、すみません……と、取り乱しました」

「あはは、いいよ。面白いし」

　ひなのギャップは微笑ほほえましい。

　そんなプラスの意味での発言だったけれど、ひなは違う意味に捉えたらしかった。

　ひなは少し俯うつむいて、唇をキュッと結ぶ。

「……明あ日す香かさんなら、こんなに裏表ないですよね」

「……明日香かあ」

　ひなの言葉に、俺は思考を巡らせた。

　幼おさ馴なな染じみ、湊みなと明日香。

　ライトゴールドの髪を靡なびかせる彼女は、確かに大たい抵ていの人に対して同じような態度だった。

　遊ゆう崎ざき高こう校こうの三大派閥なんて揶や揄ゆされても全く気に留めず、皆みんなに分け隔てない態度で接する。

　時折荒いのが玉たまに瑕きずだけど、それも周囲からの人望の厚い要因だと思う。

「有あり栖す川がわ先輩だって、こんなにすぐ取り乱さないですし」

「有栖川かぁ」

　ひなの付言に、再び思考を巡らせる。

　有名モデル、有栖川紗さ季き。

　インスタのフォロワー数、なんと24万人超。最近では25万人を突破したらしい。

　彼女も校内では三大派閥と呼称され、どのグループにも属さない絶対的な自分を持っている。

　気の抜けたような言動や掴つかめないところも多いが、思慮深い一面も併せ持ち、カリスマ性という意味では三大派閥の中でも頭ひとつ抜けている印象だ。

　この二人と──そして眼前に佇たたずむ笛ふえ乃のひなの三人には、ある共通点がある。

　ひなは三大派閥、ではない。

　この三人の女子は──全員真田勇紀おれの彼女。

　三人とも恋人関係なのだ。

「私、先輩の彼女の中でダントツドベです」

　だからこの後輩の口から出る言葉は、世間からみれば大変珍しいセリフになってしまう。

　こんな状況に陥った理由は、正直不明だ。

　今の俺が彼女たちを受け入れたきっかけは分かる。

　でも彼女たちが俺を受け入れたきっかけは思い出せない。というより──記憶がない。

　俺、真さな田だ勇ゆう紀きは記憶喪失。

　記憶を失ってから一ヶか月げつが経たつ身だからだ。

　最近カウンセリングを適当に受けていることも遠因しているのか、記憶が戻る気配は一向に感じない。

　何かの出来事があれば少しずつ思い出すというような展開もなく、ただただ新しい人生が始まったような感覚。

　そして他でもない俺自身、それを望んでいる。

　前の俺と、今の俺。

　性格や言動の乖かい離りがあるこの二人には、きっと相あい容いれないものがあるに違いないから。

「……ん？」

　視線を感じた俺は、思考から離れる。

　目の前で、ひなが目をウルウルさせていた。

「せ、先輩に無視されたぁ……！　もう駄目だぁ……先輩の時間をこれ以上無駄に奪わないように私帰ります……」

「待て待てごめんっ！　ちょっとぼーっとしてたわ！」

「そ、そうですよねつまんないですもんね!?　私なんか先輩に何の話題提供もできない上にテンションによって裏表も激しくって、先輩戸惑わせるし負担も大きくさせるしラインも最近多めになるし、何しろ今日だって半ば無理やり付き合ってもらってるのに気の利いたこと一つできないし!?」

「ストップストップ、怖い怖い！　今すっげー怖いから！」

　息継ぎも殆ほとんどせずに捲まくし立たてる後輩を、俺は慌てて制止する。

　人ひと気けのない商店街とはいえ、全く誰もいない訳じゃない。

　老夫婦が物珍しそうにこちらを眺めていて、俺は苦笑いで会釈をした。

「……それにさ、裏表あったのは夢ゆめ咲さきのせいだろ？　ひなが気に病む必要ないって」

　溜ため息いきを吐ついて、ひなに向き直る。

　ひなはちょっと目を瞬まばたかせて、俯うつむいた。

「それは……そう、なんですかね」

「ああ。多分な」

　三大派閥。

　かつて遊ゆう崎ざき高こう校こうにあった芸能科出身のＯＢ、ＯＧが、学祭で二年生のファッションショーを鑑賞して言った。

『この学年は黄金世代』

　そしてその学年の中で頭一つ抜けた三人が、誰からともなく三大派閥と言われるようになったのだ。

　そんな変わった由来であることから、派閥なんて仰々しい響きの割にギスギスした雰囲気は殆ほとんどない。

　しかし、一つだけその雰囲気に合致する派閥があったのは事実だ。

　三大と宣のたまうからには、明あ日す香かや有あり栖す川がわの他にもう一つの派閥がある。

　社長令嬢、夢ゆめ咲さき陽よう子こ。

　唯一派閥らしい派閥を形成していた彼女は、かつてひなを虐しいたげていた。

　赤い髪をツインテールにして、菫すみ色れいろの瞳を持つ彼女は強気な性格だった。

　──そう、全て過去形だ。

　俺との契約を強引に達成させた夢咲は、自身が最も大切にしていた世間体を守った。

　だけど代わりに、強引に何かを達成しようとする行動力は失ったらしい。

　ここ最近、夢咲は授業中に殆ど声を発しない。

　それどころか、休み時間だって一人でいる時間が増えていた。

　俺は夢咲の悪行を目まの当あたりにしても尚、未来を占う目的であえて見逃していた。

　だからというのもあるかもしれないが、今の大人おとなしい彼女を見ると少し憂鬱になってしまう自分がいる。

　夢咲のやったことは許されることじゃないが、それとこれとは全く別の感情だった。

「でも、私──きっと、夢咲さんがいなくても裏表はありましたよ。夢咲さんが直接何かしてきた期間って、そんなに長くないですし。私がこんな感じなのは、別に夢咲さんのせいじゃないです」

「……そっか。偉いな、ひなは」

「なにがですかぁ」

「弱い自分に向き合ってるからこその、そのセリフだろ」

　俺の言葉に、ひなは気まずそうに苦笑いして答えない。

　きっと彼女にも、明かしきれない葛藤があるのだろう。

「俺も逃げたくないんだ……だから刺激になってるよ」

　かつての俺が逆の立場だったら、逃げていてもおかしくない。

　他責しても誰にも咎とがめられない出来事があったのに、ひなはしっかり自己に要因を見み出いだしている。

　……きっとひなは変わるだろう。

　それまで俺が近くにいられるかは、まだ分からないけれど。

「ふ、ふわぁぁぁ」

「どうしたどうした」

「先輩に褒められたもう無理死ねる……私の人生に一片の悔いなしです……」

「おい、褒められただけで死ぬな！」

　片腕を上げてみせた彼女に、俺は笑いながら言葉を返す。

　記憶を失った俺と初めて対面した時から、ひなが引っ込みがちな性格なのは分かっていた。

　元々明るい一面もあることも。

　夢ゆめ咲さきとの一件を経て、後者が表に出る機会が増えたのは嬉うれしいことだ。

　そんな想おもいもあり、俺はひなにちょっとしたプレゼントを用意していた。

「ひな」

「はいっ」

　ひなは目を瞬まばたかせて、こちらを見上げる。

「ほら、これだろ。欲しかったやつ」

　俺はキーホルダーを差し出した。

　それは数週間前、腕が折れてしまったキーホルダーと同じものだった。

　ひなはキーホルダーを手に取ると、大きく目を見開いた。

「先輩、これ……」

「まあ……うん、プレゼントだよ。これからもよろしくの証あかしかな」

　思考停止。

　今のひなの反応は、まさしくそれだ。

　ひなはたっぷり数秒間目を見開いた後、ようやく感嘆の声を紡ぎ出す。

「推しからのプレゼント……!?」

「いや、そんな大それたものでは」

「こんなの受け取っていいんですか……!?　いや絶対ダメですよね!?　二人も先輩からプレゼントとか貰もらってる様子ないですし、あの二人を差し置いて私だけなんてそんなっそんな！」

「なんか思ってた反応と違う……」

　推しキャラのキーホルダーということもあり、飛び跳ねて喜んでくれるかと思っていた。

　……真さな田だ勇ゆう紀きの存在が、まさか二次元の推しキャラにまで優まさっているとは。

「ひなはこのキャラ好きなんだよな？」

「勿もち論ろん大好きです！」

「じゃあ普通に喜んでいいのでは」

「く……」

　ひなは震える手を恐る恐るポケットに伸ばし、中にキーホルダーを落とす。

　そしてホウッと深い息を吐ついた。

「……ありがとうございます。あのその、控えめに言ってもめちゃ嬉うれしいです。家宝にするなんて大前提で、人生の糧にします」

「……何よりだよ。まだかなり大おお袈げ裟さだけどな」

「大袈裟だなんて！」

　……本当に何よりだ。

　今の俺が、ひなに物を贈る。こうして形に残るものがあると、安心感がある。形に残るものに、自分の残ざん滓しを感じてほしい。

　世の中のカップルは、きっとそういう意図もあってプレゼントを交換するんだろう。

　気持ちが何となく解わかる気がする。

　俺たちは、その世の中のカップルとは些いささか異なる関係性ではあるけれど。

「そういえば、元々のキーホルダーはどこで買ったんだ？」

　ふとした拍子の質問に、ひなは数回瞬まばたきした。

　寂れつつある商店街を、湿し気けた風が通り過ぎる。

「……先輩です」

「え？」

「先輩から、いただきました」

　その表情が何を意味するのか。

　俺を通して、何を見ているのか。

　それがハッキリ分かる前に、俺はひなから視線を逸そらす。

　三羽のカラスが夕方の空に旋回するのを眺めながら、俺は小さく息を吐いた。
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二話　理解者









　自宅に帰ると、あたりに漂う卵の良いい匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

　今日ひなとの予定で外出する際、自宅には俺以外誰もいなかった。

　鍵は確かに閉めていたし、誰かが来るなんて約束もしていない。

　だけど俺は驚かない。

　帰ったらこうして鍵が開いていることは、もうよくあることだからだ。

「あ、おかえりっ」

　小こ綺ぎ麗れいに整頓されたリビングに入ると、幼おさ馴なな染じみカノジョの湊みなと明あ日す香かがキッチン越しに声を掛けてくれる。

　俺はトートバッグを肩から下ろし、食卓前の椅子に置く。

　キッチンまでの距離は数メートルあるが、ここまで匂いが漂っていた。

「ただいま。料理してくれてるんだな」

　俺が言うと、明日香は蒼あお色の瞳をこちらに向けた。

　ライトゴールドの長髪はポニーテールになっており、後ろに括くくられた髪がピョコンと揺れた。

「ええ、いつかのリベンジでオムライス作ってるの」

「へー、焦がすなよ。今良いい感じの匂いだし」

「こ……焦がさないわよ！　ほんっと失礼ね、最近私が料理焦がしたことあった!?　あの時は──」

「分かった、分かったから頼むからちゃんと卵見てくれ！」

　ターナーをフライパンから離した明あ日す香かを見て、俺はすぐに言葉を返す。

　今の俺がこの家に来てから、初めて振る舞われた料理が明日香のオムライスだった。

　黒一色と化したアレをオムライスと呼ぶかは微妙なところだが、一ヶか月げつを経てようやくリベンジマッチという訳だ。

　明日香は一ヶ月前のことを思い出したのか、不満げな顔をしながら視線を手元に落とす。

「大丈夫よ、前はタイマーしてなかったせいだもの。目の前にいて焦がす訳ないでしょ」

「前から言おうと思ってたんだけどさ、オムライスにタイマーとか要らなくないか？　あんなの一瞬で焼けるだろ」

「あの時はあんたが心配だったから様子を見に行ったのよ！」

　普段料理しないんだろ、なんて軽口を叩たたこうとしたがやめた。

　俺のために料理してくれていると言われた直後に、そんな冗談は口にしづらい。

　世話係として、記憶を失って暫しばらく経たっても家に通い続けてくれる明日香には感謝しかない。そして他の彼女と一緒に過ごす時間もダントツ長いことから、明日香は今の俺にとって最も彼女と認識しやすい存在となりつつあった。

　彼女にはなるべく良いように思われたいというのが、彼氏の性さがというものだ。

「ねえ、そういえばお母さんにただいまの挨拶はしてきたの？」

　明日香は視線をこちらに向けて、静かな声色で訊きいてきた。

　一瞬、リビングに沈黙が降りる。

　卵の熱される音が、やたら大きくなった気がした。

「あー……してないな。毎日となると、ちょっと忘れる時あるなあ」

「……しなさいよ。覚えてなくても、あんたを産んだお母さんよ？」

「分かった、分かったよ。恋人のために動きます」

「私のためじゃなくて、自分のために動くのよ」

　一番自分のためになるのは椅子に座って休むことなのだが、それも言えない。

　明日香の言う通り、育ててくれた人に祈るのは自分のためになり得るだろう。記憶があったらの話だけれど。

　リビングの隅にある、鈍い色のハンガーラック。

　上着を掛けてから、母さんのいる部屋に向かおうとして振り返ると、キッチンに煙が立ち昇っているのが見えた。

　俺に早く行ってほしくて、わざと煙の色を変えたのだろうか。

　……いや待て。

　こちらを凝視する明あ日す香かは、煙に気付いてもいない。

「なあオイ、煙多いぞ！　しかもなんか灰色！」

「え？　うわ!?」

　明日香は視線を落とすと、慌ただしくガシャンッとフライパンを鳴らす。

　強烈に嫌な予感に襲われたが、前回ほど焦げた匂いはしない。

　俺は忙せわしなくキッチンに向かうと、明日香はコンロの火を止めたついでに、動きも止めていた。

「……あのー、明日香さん。もしもし？」

　キッチンの入り口から話しかけると、明日香が眉を寄せて視線を寄よ越こす。

　その迫力、虎の如ごとし。なんで俺が怒られそうなんだよ。

「なに？　言っとくけど、今私に近付いたらぶん殴るから」

「なんで!?　さすがにその失敗隠すの無理あるだろ！」

　ちょっと焦げたくらい、今更なにが恥ずかしいんだ。

　そう思って、俺はキッチンに入り明日香の側そばから覗のぞき込こんだ。

　……コンロに卵が落ちていた。

　控えめにいってビチャビチャだ。

　うん、やっぱり自分で料理した方がいいかも。





　◇◆






　先程よりもいくらか濃い灰色の煙が、部屋の中を漂っている。

　異なるのはその香り。

　線香の匂いは、決して食べ物から発せられない独特なものを含んでいる。香木や香料が含まれているのならもう少しウケのいい匂いもあるはずだが、この形を永遠に変えていない理由はなんなんだろう。

　古きよきという簡単な言葉に纏まとめられない理由があるのだろうか。

「……臭いな。もう消すよ」

　俺は線香の火を消して、視線を上げた。

　埃ほこり一つ被かぶっていない遺影には、いつもと変わらない笑顔を貼り付けた母さんが写っている。

　自分の顔に似ているから、覚えていなくても赤の他人という気はしない。

　この遺影に写った人は、紛まぎれもなく俺の母親だ。

　最近明あ日す香かが家にいる時は、必ずどこかのタイミングで挨拶を促されるので、その認識が強まっていた。

　そんなに挨拶したって、もう帰ってこないというのに。

　母も。

　そしてきっと──前の真さな田だ勇ゆう紀きも。

　足を崩して部屋を後にしようとしたところで、ポケットにあるスマホが震えた。

　取り出して確認すると、彼女からだった。

『SA : 勇紀くん、今日遊べる？』

　有あり栖す川がわ紗さ季きだ。

　……この有名モデル、脈絡ない誘いが多いけど意外と暇なのかな。

　時間は十七時。今から遊ぶにしては、少し遅い時間帯だ。

　ひなとの予定を経て帰宅したばかりだし、今回は断ろうかな。

『Yuki : ごめん、今日は家でゆっくり過ごす！』

　送信。

　スマホをスリープにしながら、俺は深く息を吐ついた。

　……有栖川に対しては、明日香ほど彼女と思えていない自分がいる。

　唯我独尊の四文字が相応ふさわしい彼女からは、いつも何か突とつ拍ぴよ子うしのないことを言われると構えてしまうからかもしれない。

　だけどそれ以上に、有栖川には〝自分の理解者〟という立ち位置がしっくりきているからというのが大きい気がする。

　そう考えていると、珍しくすぐに通知音が鳴った。

　なんだか普通に緊張する。

　これは理解者だからとか、彼女だからとか、多分関係ない。

　誘いに断りを入れた後の反応が怖いから。

　……でもさすがに怒ったりはしないはず。

『SA : おっけー。じゃあまた明日、学校で話すね』

「セーフ!!」

　俺は思わず立ち上がり、遺影の前で両手を左右にビッと広げた。

「……ん」

　そのままの体勢でふと疑問が浮かぶ。

　……本当に用があるのか？　……何かあったらどうしよう。

　用があるなら、事前に内容を言ってほしかった。

　有あり栖す川がわの性格を考慮するに、彼女は学校で用を済ませようとするはずだ。

　だけど今の俺は、下へ手たに学校で目立つのは好ましくない。

　理由は明白。

　俺に関しての噂うわさが、今や学年の誰もが知るところとなっているから。

　つまり──三股をしていたという事実が学年中に露見した。

　夢ゆめ咲さき陽よう子ことの一件で、恐らくは取り巻きの誰かが触れ回ったのだろう。

　学年の殆ほとんどの人間が、俺の三股を知ることになったのだ。

　困っているのは、それが確固たる事実だということ。

　その関係性が継続していることは当人たち以外は知らないものの、周囲による俺への〝三股男〟という認識自体は何ら間違っていない。

　今の俺は三股がバレて、フリーになったクズ男。

　そんな世間体が死んだも同然の俺が、別れたはずの有栖川と喋しやべっているところは──なるべく見られない方がいいだろう。

　思考を巡らせて、俺は再度スマホに指を走らせた。





　◇◆






　遊ゆう崎ざき高こう校こうから三キロほど離れた場所にある『桜さくら台だい駅』。

　この駅前は、昼は中高生が集う街になっている。

　ゲーセン、カラオケ店、ボーリング場、漫画喫茶。

　高校生のお小遣いの範囲内で存分に遊べるこの場所は、きっと何度も来たことがあった。

　店や風景を覚えているのに、どこで何をしたのかが抜け落ちている。

　きっと誰かと此こ処こに来たという感覚が脳内をぐるぐる回るものの、それは一向に映像となって映し出されない。

　電車始発点とモノレールの終着点が混在するこのエリアは、夜になったら大人おとなの街になるらしい。

　ネットで住みたい街ランキングを調べた際は結構上位としてランクインしてたけれど、そのメリハリが大人に響くのかもなんて感想を抱いた。

　俺が大人になったら、この街の夜も楽しめるんだろうか。

　それ以前に大人になれるのかが心配だけど。

　そう思案していると、モノレールの高架下に、男三人が誰かを取り囲んでいるのが見えた。

　金髪、銀髪、茶髪。

　街頭に照らされてそれぞれの髪が反射している。

「表彰台かよ……」

　そう呟つぶやいた俺は迷わずその場に駆け寄って、囲まれてる人を覗のぞき込こんだ。

　こういう時の勘はよく当たるらしいが、外れていてほしかった。

　鮮烈な印象の女子がそこにいた。

　アッシュブラックのおさげに、眉付近の前髪を右に流すヘアスタイル。

　左耳にはゴールドの大きなイヤリングが揺れており、身体からだのラインが出る服装からはスタイルの良さが如によ実じつに伝わる。

　大きな瞳にスッと筋の通った鼻、桜色の艶つややかな唇。

　何もかも高校生離れした容姿の、有あり栖す川がわ紗さ季きだ。

　そして、どこからどう見てもナンパされている。

「あっ」

　有栖川がこちらを見て、嬉うれしそうな声を出した。

　うん、何となくそんな気がしてました。

「来てくれたんだぁ。嬉しいな」

　俺が返事をする前に、表彰台カラーのチャラ男たち三人が一斉にこちらを振り返る。

「えー、待ち合わせってもしかして彼氏のコト？」

　銀髪ピアスのチャラ男が、品定めするような視線で俺を見る。
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「あー友達か」

　何でだよおい。

　勘違いをしてくれるのは都合良いい気もするが、その思考回路だけは絶対に良くない。

　釣り合わなくて悪かったな、お前たちも釣り合ってないけどな！　怖くて直接言えないけど！

　チャラ男たちなのに、特に茶髪の丸メガネはガタイが良い。

　力で有あり栖す川がわを連れて行くのは、まず無理だ。

　ここは何とか交渉を──

　自分の財布に手を掛けたところで、有栖川がこちらに寄ってきた。

「いいから。行こ？」

「いや、でも」

「じゃね、お兄さんたち」

　そんな挨拶で離してくれる訳がない。むしろ舐なめんなコラと余計怒られる気がする。

　しかし恐る恐る視線を向けると、チャラ男たちは気さくに手を振っていた。

「え、あれ？」

　思わず戸惑いの声が出た。

　どうやら側はたから見て抱いた印象より、当人たちは和やかな雰囲気だったみたいだ。

　表彰台ヘアカラーズのメンズたちは「しゃーない、青春は邪魔できない」と言いながら、あっさり離れていく。

　想像していた事態にならなくて拍子抜けしてしまった。

「なあ、もしかしてあの人ら良い人たちだった？」

　俺が訊きくと、有栖川は目をぱちくりさせる。

「ん……どうだろ。良い人かは分かんないかな、雑談してただけだし」

「なに、ナンパされてたんじゃないのか」

「ナンパはされてたよ？　でも脱出ゲームの話で盛り上がってからは普通の話になってた」

「ナンパはされてたのかよ！」

　全く物もの怖おじしていなかったし、もうすっかり慣れっこなのか。

　……まあ無理もないな。

　胸元まで開いた白シャツに、華きや奢しやなゴールドのネックレス、グレーのワイドパンツに、黒一色のヒールサンダル。

　シンプルかつ大人おとなっぽい色気を伝えてくるコーディネートは、この人通りの多い駅前ですら有栖川の存在感を一層際立たせる。

　学校内どころか、駅前でも最も目立っているといっても過言じゃない。

　道行く人がチラチラ視線を寄よ越こすのが、この感想が色いろ眼鏡めがねなどではないことを証明している。

　そんなさすがの有名モデル有あり栖す川がわさんは、ニコリと笑ってこちらを覗のぞき込こんだ。

「心配してくれてありがと。割り込んでこようとする勇ゆう紀きくん、カッコよかったよ」

「いやまあ、それは当たり前のことだけど……」

「当たり前かなぁ。結構勇気のいることだと思うよ」

　有栖川の言葉に、俺は口角を上げた。

「勇紀だけに？」

「面白いね～」

　有栖川がまたニコッと笑った。

　本当に面白いならもっと違う反応をしてほしい。面白いと思った人は絶対に面白いねだけで済ませない。でも面白くないのは確かだ。今日の夜は枕元で反省する自信がある。

　ガシガシ頭を掻かいた俺は、気を取り直して口を開いた。

「でさ、いきなり呼び出したのはここに用があるってことだよな？」

　恐らくこの駅前に呼び出されたことに意味がある。

　俺の家からは三十分以上を要する距離だし、会うだけならもっと他に選択肢はあったはずだから。

　俺の質問に、有栖川は頬ほおを緩めた。

「うん、もうばりばりあるよ。ゲーセンとか行きたいなって」

「おー……え、それだけ？　ゲーセンだけ!?」

「ん、そうだけど」

「そんな……じゃあ明あ日す香かに怒られた意味が……いやまだ怒られてはないけど、帰ったらそれが確定してるような……」

　明日香の「は!?　あんたっ待ちなさい！」という声が耳に残っている。

　てっきり何か重要な予定だと思っていた俺は、明日香の制止を振り切って家から出たのだ。

　止めゼリフは「夜道に一人なんて危ないでしょ！」という性別が逆転したようなやり取りだったが、明日香の腕うでっ節ぷしを考慮したらそれも自然なことかもしれない。

　彼女に守られる彼氏ってどうなの。

　夢ゆめ咲さき陽よう子この取り巻き男子に回し蹴りをブチかました光景は、まだ脳裏に焼き付いている。

　……俺、家に帰って無事でいられるかな。

　俺だって明日香と一緒にいたかったし、なるべく早く帰りたい。

　そんな俺の思考も露知らず、有栖川は嬉うれしそうな声を出した。

「ふふ、そっか。明日香さん、家にいたんだ」

「有栖川とゲーセン行くために制止を振り切ったなんて言えねえよ……下へ手たしたら殺される」

「よしよし、怖いねぇ」

「あなたのせいですけどね!?」

　俺が抗議すると、有あり栖す川がわは肩を揺らして笑う。

　全然響いてる感じがしなくて、逆に清すが々すがしい気持ちだ。

「だってー、一人でゲーセンなんて行ったらすぐにナンパされちゃうし。あと、勇ゆう紀きくんとデートしたいし？」

「おい絶対にそこでついで感出すなよ、明あ日す香かに怒られながらも当日の呼び出しに応えた俺が全然報われないだろ！」

　俺の抗議に、有栖川は静かに髪を梳すいた。

「ついで感あった方が気楽でしょ？　君はさ」

　五月の湿し気けた風が、俺たちの間を吹き抜けた。

　何気なく紡がれた彼女の言葉に、返答に窮する。

　気楽。……気楽か。

　俺とのデートなんてついでにしてくれ、なんて言い方は角が立つ。

　そして俺も、何かのついでにされた方が楽だなんて自覚したことはない。

　だけどいざ言葉にされると、即座に否定できないのも事実だった。

　だから明日香と長い時間を過ごしていても、他の二人と──

「大丈夫だよ。私は君を知ってる。だから、大たい抵ていのことは理解してあげられる」

　有栖川はこともなげに手に触れてきて、キュッと握る。

「君って？」

「そのままの意味。今の君だよ、勇紀くん」

「……励まされるよ」

「うん。何かが君の重しになった時には、私に言って」

　有栖川は手を離して、「んーっ」と身体からだを伸ばした。

　意味深なことを言う割に、有栖川は何も気にしていない様子だ。

　俺も今しがたの発言に関して深く思考することを中断して、軽い気持ちで問いを投げた。

「有栖川って有名なモデルじゃんか」

「ついでにカリスマだね。企業案件も沢山。今日のお代も当然私が持ってあげる！」

「そこまで訊きいてないけどありがとうございます！」

　俺は軽く頭を下げて、言葉を続ける。

「外で手繋つないだりとか普通にしてきたけどさ、有名モデルがこんなことして大丈夫なのか？　誰かに見られるリスクとか。さっきのナンパ集団にも、たまたま知られてなかったみたいだけど」

　訊ききながら、大丈夫なんだろうなとは思う。

　聞いたところによると、有あり栖す川がわのモデル歴は三年。

　業界から見れば新人の域を出ないかもしれないが、デビューからあっという間に表舞台に立った彼女にとって、立ち振る舞いを理解する上では充分な年月だと思う。

　俺でさえ、人間関係への記憶がない状況にも一ヶか月げつで殆ほとんど慣れた。

　時折過去の虚無さに嫌気が差すこともあるものの、日常生活での支障は出なくなった。

　有栖川は俺よりもその辺器用そうだし、自身のことをよく理解しているはずだ。

　しかし有栖川は推測とは真逆の方向へ言葉を紡いだ。

「んー、考えたことなかったな」

「へ？」

　彼女は顎に指を当てて、小さく二回頷うなずく。

「うん、微妙なところかも？　アイドルで売ってる訳じゃないけど、少なからず夢見てる人はいるし」

「な……なんで考えたことないんだよ!?　めっちゃマズイじゃねーかそれ！」

　急に周りの視線が気になってきた。

　もしかしてこの中に有栖川のことを認知している人間がいたら、そしてＳＮＳに告げ口するような自己顕示欲の強い人間だったら。

　フォロワー25万人の人間だ、それらの視線が交じっていても何ら不思議じゃない。

　しかし有栖川は全く気にしていないように肩を竦すくめた。

「だってー、今までこうして外でデートなんてしたことなかったし。今日が初めてだもん、勇ゆう紀きくんとデートするのさ。あ、前の君も合わせてね？」

　有栖川は人差し指で、チョンと俺の肩をつつく。

　触られた部位が熱を持った気がした。

「だから、何かあったら前の君が悪いね。私を飢えさせたんだもん」

「めちゃくちゃだな本当に……」

「君のせいとは言ってないよ？　だから気にしないでいいの」

　有栖川はあくまで前の真さな田だ勇紀に言っているのだと強調する。

「……まあ、ぶっちゃけその棲すみ分わけはありがたいけど。でも今何か起きたんだったら、責任の所在は今の俺だろ。あと単純にトラブルになったら申し訳ない。だから帰るぞ」

「えーっ！」

　有栖川は俺の前に躍り出て、頬ほおを膨らませた。

　ちょっと俯うつむいた角度からは自然と上目遣いになっており、控えめにいって破壊力が高い。眼まな差ざし一つで大量の男子を射止めそうだ。美人なのにとんでもなく可愛かわいい表情をするのはやめてほしい。美人は美人のままであれ、ドキッとするだろうが。

「大丈夫だよ、高校生くらいまではデートくらい許されるし。高校卒業したら、色々制限されちゃうかもだけど」

「なんで高校生は許されるんだ。その心は！」

　俺がヤケクソ気味に訊きくと、有あり栖す川がわは目をパチパチさせて、初めて考える仕草を見せた。考えてなかったのかよ。

「んー……青春って言葉が適用されるからかなぁ」

「……なんだそれ」

　先程の表彰台集団から出た単語。どこにでもありふれた言葉だ。

　だけど有栖川の口からその言葉が出てくるのは意外の一言だ。

　青春。青い春。確かに青春という二文字は、中高生に当て嵌はめられるイメージが強い。

　有栖川も紛まがうかたなき中高生な訳だが、纏まとっている雰囲気が些いささかかけ離れているのだ。

　だけど会話を中断するほどでもないので、俺は続けた。

「青春が適用されるのと恋愛が許されるのはどう繋つながるんだよ？」

　有栖川は空を見上げる。まるで何かを想起するように。

「青春は──恋愛を綺き麗れいにさせるからね」

　彼女の表情は読めないが、マイナスの色は含んでいない。

　プラスの色が含まれているかも分からないが。

「ね。知識として覚えはないかな。映画でも漫画でも、青春作品は割とキス止まりが多いでしょ」

「それはまあ……いやでも最近はそんなことなかった気が。今の俺になってからは特に、めちゃくちゃ時間割いてそういう創作物には触れてるつもりだけど──」

「大人おとなの恋愛なんて、身体からだの関係とイコールにされちゃうでしょ？　でも高校生なら、まだ早いと思う人もいる」

「話聞いて？」

　まるで誰も声を発しなかったかのように言葉を連ねる彼女に、俺は思わず口を挟んだ。

　しかし控えめな抗議も虚むなしく、有栖川はこともなげに続けた。

「だからちょっと付き合ってすぐに別れました！っていう主張も、高校生のうちは結構通るんだよ。私は純じゆん情じよ可うか憐れんで売ってる訳じゃないし。高校生モデルならそんなこともあるかなってね」

　……それは確かに、言われてみれば。

　有栖川は男子に向けて夢を売っている訳ではなく、女子に向けて理想を売っている。ターゲット層が違うんだったら、むしろ恋愛は強みにもなり得る。ターゲット層という覚え立ての単語を口に出したくてウズウズしたが、有栖川には見透かされそうなのでやめておく。帰ったら明あ日す香かに言ってやろう。

「でもさ、モデルファンの中にも独占欲強い人とかいるんじゃないのか？　有あり栖す川がわならそのあたり認識してそうだけど」

「あー、たまにいるね。夢見てる人」

　有栖川は何も気にした様子はなく、スマホを取り出した。

　そして何度かスクロールして、指を止める。

「ほら、来てた。〝紗さ季きちゃんはＪＫ卒業してもそのままでいないと〟ってね」

　続きを待っていたが、何もなかった。

　俺は肩透かしを食らった気分になり、口を開く。

「それって夢見てるか？　もっとエグいの想像してたんだけど」

　そのまま口には出せないが、あんなことやこんなこと。

　女性インフルエンサーのＤＭ欄には悍おぞましい内容が散見されると思っていた。

　だが、有栖川にとっては充分悍ましいらしい。

「え、夢でしょ。顔も名前も知らない人なのに、私の将来を制限しようとしてるんだよ？　それを言うことで、一いち縷るの望みが実を結ぶなんて思ってる」

　有栖川は肩をすくめて、スマホをポケットに入れた。

「不思議だよね。私は誰のものでもないのに、誰かに行動を制限される。有名になったらそれが当たり前になる」

「……そうだな」

　いざ言葉にされてみたら、確かに夢のような話だ。

　顔や名前を知ってるクラスメイトだって、今この瞬間隣にいる俺にだって、有栖川の行動は縛れない。

　だというのに、見知らぬ人間の一部はそれを良しとしてしまう。

　あくまで一部。しかし母数が増えていくに連れ、一部の数も肥大する。いつかは一部とは思えなくなる。

「……うーん。心配だな」

「え？　……ふふ、何が心配なの？」

「有栖川のストレスが溜たまらないかだよ」

　素直な想おもいを口にすると、有栖川は目を瞬まばたかせる。

　そしてフワッと微笑ほほえんだ。

「ここで俺のものだよ、って顔をほんとにしないあたりが好きなんだぁ」

「すっ」

　あまりにもストレートな発言。

　俺は気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすためにかぶりをブンブン振った。

「俺がそんなこと思える訳ないだろっ」

「そうなの？　今は君が彼氏なんだし、思う権利くらいはあると思うけど」

　有あり栖す川がわは柔和な笑みを浮かべる。

　俺が返事をせずにいると、有栖川は小さな声で付言した。

「確かに私は君のものじゃない。でも、君は私のものだよ」

「なんですかそのジャイアン理論!?」

　本当にめちゃくちゃだ。

　だけど、そんな有栖川らしさには最近安心感すら覚える。

　俺も慣れてきたんだなと考えていると、有栖川が裾をクイッと引っ張った。

「じゃ、ゲーセン行こ？」

「ゲーセン……ほんとに有栖川に影響出ないなら、まあ」

　渋々答える。そして、同じ口調で言葉を続けた。

「でも絶対マスクはつけてくれ」

「えー。顔出てるのは静止画ばっかりだし、バレるとかないけどなあ」

「俺の精神衛生上だよ。頼むから協力してくれ」

　そう頼むと、有栖川はコクリと首を縦に振った。

「分かった。じゃ、コンビニでマスク買おっか」

　有栖川は一歩前に出て、歩を進める。

　駅と反対の方向へ、高架下を二人で歩いていく。

　有栖川の足元から鳴るカランカランという音を聞きながら、俺はふと空を見上げた。

　太陽の顔が殆ほとんど隠れてしまった紺色の空には、代わりに月が顔を出している。その周囲には淡い黄色の光があるが、街灯の影響からか僅かしか視認できない。

　月の存在は、夜が近いことを伝えてくれる。

　だけど太陽は、明日になるといずれ必ず昇る。

　俺が月だとするのなら、いつかは沈んでしまうのだろうか。

　そうなった時──

「ほら。行くよ？」

　有栖川が手を差し伸べる。

　白く華きや奢しやで、スラッと長い指が、俺の手を絡め取る。

　きっとこの手が救ってくれる。

　もっと理解者になってくれる。

　何となく、そんな気がする。












三話　三股ヤロー









　遊ゆう崎ざき高こう校こう、略して遊ゆう高こうは全校生徒約８００人。

　俺の住む地域では有数の規模を誇っている。そして規模感だけではなく、知名度もこの地域ではとても高い。

　数年前まで遊高にあった芸能科の存在。特にＯＧがインフルエンサーとして活躍しているのが、要因として大きい。

　普通科や特別科と比較して偏差値が違い過ぎたこと、そして近くに芸能関連の専門学校ができたことによる定員割れ。

　これによって芸能科は廃止されてしまったのだが、意外とその処置は成功だったという声が大きいらしい。

　その声を肥大させているのが、普通科からビッグインフルエンサーが生まれようとしていること。

　つまり、有あり栖す川がわ紗さ季きの存在である。

　有栖川の知名度自体は以前からのものだが、それが学校中で讃たたえられるほどのものに浸透したのは、去年遊崎高校の文化祭にて行われたファッションショーの出し物がきっかけだった。

　既に有栖川がモデルとして活躍していたことから生まれたイベントだったらしいが、有栖川以外にもレッドカーペットを歩いた女子生徒が二人いた。

　それがライトゴールドの髪を靡なびかせる湊みなと明あ日す香かと、緋ひ色いろの髪を揺らす夢ゆめ咲さき陽よう子こ。

　三人の女子生徒を目まの当あたりにした、芸能人Ａ氏は言った。

「この子たち、全員一年？　……遊高の黄金世代ね」

　その一言を聞いた運営の生徒が面白おかしく三大派閥と名付け、生徒間で名前は一気に広まった。

　──という話を、明日香から嫌々ながらに聞き出した。

　登校中の俺は想起を終えて、伏せていた視線を上げる。

　明日香の教えてくれた通りだとしたら、目の前で繰り広げられている会話は些いささか異常だったから。

「分かる～、元々夢咲は調子に乗ってるって思ってたんだよな」

　学生鞄かばんを肩にかけた、ガタイのいい男子生徒が騒がしい声を発する。

　顔も名前も知らないが、身体からだ付きを考慮すると恐らく運動部だろう。

　何というか、こういう人間は雰囲気も運動部だ。

　その隣にいる男子も、ガタイは普通なものの、引き締まった身体からだは陽の雰囲気を感じさせた。その茶髪は地毛だろうか。

「まあなー。〝三股ヤロー〟に告ってフラれるってのも、中々爽快ってもんよ」

「ぶっちゃけ夢ゆめ咲さきはあの枠に無理くり入れられてただけだろ？　スタイルは湊みなとだし、顔面は有あり栖す川がわじゃん。あいつ勝ってるとことか派手さくらいじゃね」

「いや、派手さも全然湊だろ。あいつの目ってめーっちゃ青だし」

「夢咲も紫だけど」

「でもあれってカラコンだろ？　湊は天然物って言ってたぜ」

「そんなのジョークに決まってるだろ？　なに、お前湊推しだった訳？」

「いや、なわけ！」

　……中々に下げ卑びた会話だ。

　異性の顔や体についての会話に花を咲かし、笑い合う。

　知識としてそういう文化があるのは解わかっていたし、このタイミングで呼びかけて止めるのも不自然だ。

　ただ、思うところもある。

　男子同士の会話は恐ろしい。

　男子同士になるとこんな会話は日常的で、何の違和感も抱かない。全男子がこうではないはずだが、少なくとも以前の俺は──

　女子同士の会話は恐ろしいというのは有名な話だが、男子も結構なものである。

　夢咲についての話題だって、何ら肯定する気にはなれない。

　夢咲を糾きゆ弾うだんしていいのは、夢咲から被害を受けた人間だけ。第三者が気軽に他人を罵ののしっていいはずがない。

　立場が弱くなった途端に言い出すのも、情けない話だと思う。

　……にしても、どこから話が漏もれたんだろう。

　俺に振られた話が漏れたということは、あの場にいた誰かが触れ回ったに違いない。

　つまり夢咲は、取り巻きの誰かしらから裏切られた可能性が高い。

　自身の目的のために他者を犠牲にする、そんな夢咲のやり方は確かに間違えていた。

　だけど、いざ陰口を実際に聞くとやり切れない気持ちもある。

「〝三股ヤロー〟も気に入らないけどな。普通にやってることやべーし。そんなクズ男ってほんとにいるんだな」

「分かる、なんかそーういう奴やつがいても大学とか、大人おとなになってからだとか思ってたわ。高校でそれやっちゃうってどーなのよ」

　うん、それは本当にその通りです。

　前の俺によく言って聞かせますので、どうか穏便に済ませてもらえないでしょうか。

　というか〝三股ヤロー〟って随分直接的やしませんか？

　もうちょっと捻ひねったあだ名なら呼ばれた時に反応できるんですけど、さすがに三股ヤローは聞こえないフリをしたいです。特にこんな外では。

「んなことやる奴やつには見えなかったけどな。俺一回あいつと喋しやべったことあるけど、割と和かだったし」

　自分の手がピクンと震えた気がした。

「まじか？　俺かなり微妙な対応されたけど」

「へえ、嫌われてたんだな」

「何にもしてないのにか!?」

　茶髪男子の驚いた声に、ガタイ男子は首を縦に振る。

「傍はたから見てたら、俺らみたいな〝輪〟を全体的に避けてるキライがあったような気がするな」

「へえ……拗こじらせ厨ちゆ二うに病びようってやつね。うへ、めっちゃやな感じ」

　その話になったところで、俺は鞄かばんを顔面の前に翳かざした。

　男子二人が振り返ってもバレないような体勢をとる。

　歩道の真ん中で立ち止まって、二人の姿が遠のくのをジッと待つ。

　客観的に見たら不審者の動きに見えかねない。

「俺も嫌いだね。でも何だかんだ有あり栖す川がわとか湊みなととかが〝三股ヤロー〟をあからさまに避けてる感じはしねーし、俺らの知らない一面があるんだろ。まだ様子見ってところか──」

　最後にそんな内容が聞こえて、少しずつ声の届かない距離になった。

　河か川せん敷しきからかなり遠回りした場所にある細い一本道。

　同じ方角から繋つながっている道は山ほどある中、恐らく最も廃れた道だ。

　生徒に会わないためにわざわざ早起きしてまで此こ処こを通っているのに、よりによって同学年がいるなんて。

　一週間誰とも会わなかったから完全に油断していた。

　あの二人がこのルートから登校しているのだとしたら、これからはもっと時間を前にズラさないといけない。

　……ていうか前の俺、三股してなくても一部から嫌われてたんだな。一目置かれてるなんて思っていたけど、思い上がりも甚はなはだしい。

　前の真さな田だ勇ゆう紀きの情報なんて、今の俺が生活に慣れてくるに連れて価値が下がるものなのに。

　前の俺が忘却されるまでは暫しばらく掛かる。

　少なくとも高校を卒業するくらいまでは、多少気を遣わなくちゃいけないのに──本当にロクなものを遺のこさないな。

　今の俺を取り巻く環境は、前評判も相まって暫しばらく悪化の一途を辿たどることになりそうだ。

　視線を上げると、男子二人の姿は視界から消えていた。

「……めんどくさ。明日から早く起きれる気がしねーな」

　思わず天を仰いでボヤく。

　俺はどうやら早起きが苦手らしく、スマホでアラームを何度も重ねて鳴らすことでようやく起床できる体質らしい。

　本当に起きたい三十分前から三分毎に鳴らさなければ、毎日起きられる自信がない。

　……やっぱり時間を後ろにズラすのも選択肢に入りそうだ。

　頭痛を理由にされたら、先生方も記憶喪失の人間から出席点を引こうとは思うまい。

　一人怒ってくる生徒に心当たりはあるけれど。

　そう思案していると、後ろから聞き慣れた声がした。

「何してんのあんた」

「うおあ!?」

　俺は思わず飛び跳ねて、階段に着地する。

　そしたら踵かかとが後ろにずり落ちて、お腹なかがフワッと浮いた。

　一瞬の重力からの解放。浮遊感。後ろに頭が落ちる感覚。

　息が口から抜けて、お腹に力が入る。

　あ、俺終わったかも──

「なっ!?　あぶっ」

　慌てた声、ポフンという効果音。

　後頭部に伝わる柔らかい感覚。

　沈みすぎず、しかし確かな弾力に包み込まれていくこの現象は、記憶喪失の俺でも分かる。

　俺は知識はしっかり十六年分残っているが、この現象は他の記憶より遥はるかに深く刻まれていた。

　これは所いわ謂ゆる──ラッキースケべというやつだ。

　しかし身の危険があったことから、高揚感より助かったことへの安あん堵ど感かんが大きかった。現実はそう甘くないようだ。

「重い、重い……！　ちょ、あんた何ボーッと力抜いてんのよ!?　マジで落ちるって、落ちるわよ!?」

「あー明あ日す香かさん……顔が逆さまだ……ってあれ」

　胸に押し当てられている耳が微かすかに揺れる。

　彼女の鼓動。

[image: ]

　ドクンドクンと跳ねるような──

「一番ブスになる角度から見んなっこの！」

　明あ日す香かが俺の肩をムンズと掴つかみ、遠心力を利用して横にブン投げた。

　景け色しきがびっくりするくらい早く流れてまたしても死を覚悟したが、藪やぶに突っ込んで事なきを得る。事なきを得たのか？

　頭を抱えながら上体を起こすと、明日香が申し訳なさそうな表情で駆け寄ってくるところだった。

「うわっゴメン!?　思ってたより強く投げちゃった！」

「なんか投げ慣れてる気がしたんですけど気のせいですか？」

　自分でも驚くくらいスムーズに藪に突っ込んだことから、思わずそう言った。

　明日香は元ヤンキーらしい。

　本人も中学時代は荒れていたと口にしていたし、夢ゆめ咲さきの取り巻き男子に回し蹴りしていたのは記憶に新しい。

　薄っぺらい頭のキャンバスの中にも特に色濃く描かれている情景だ。

「まあ、小さい頃はあんたをよく投げてたわよね」

「被害者真さな田だ勇ゆう紀きかよ!?」

「あんたがボーッとしてるからでしょうが……ったく、今も何考えてたのよ」

　明あ日す香かが顔を顰しかめながら近寄ってきて、俺に手を差し伸べる。

　逡しゆん巡じゆんしていると、明日香は手首を掴つかみ、無む理り矢や理り引き上げた。

「すげえ力だな」

「絶対女子にそんな事言うな！　身体からだの使い方が上う手まいだけよ！」

　そう言いながら、土つち埃ぼこりが付着した制服をパンパン叩たたいてくれる。

　割としっかり汚れを落とそうとしてくれているらしく、全身を隈無く叩いてくれた。

　何となく両手を広げてその場に突っ立っていると、明日香がおもむろにハンカチを取り出した。

　スカートのポケットから出てきたそれは、白色のハンカチ。

「ちょ……さすがにいいって。それ汚すのは申し訳ない」

「別にいいって」

「いやダメだわ、他の色ならまだしも──」

「あんたならいいの」

　俺が断り切る前に、明日香はハンカチを制服に押し当てる。

　乾いた土がパラパラ音を立てて落ちていく。

　白いハンカチは意外と土色に染まらず、殆ほとんど汚れない。

　明日香は小さく息を吐ついて、言葉を紡いだ。

「……あんた、やっぱ今週もこの道から通うのね？」

　若干の憂いを帯びた声色だった。

「そりゃ……まあな。火が落ち着くまではもっと時間掛かりそうだし」

　先程の男子二人は、三股ヤローの話で盛り上がっていた。

　〝三股ヤロー〟という単語なんて今日初めて聞いたし、自分で言うのも何だが口にしやすい呼び名だ。この呼び名は、俺の事情を更に浸透させ、排斥の動きを加速させるかもしれない。

　そうなった時、俺の周りには誰もいない方がいい。

　少なくとも学校の中や、その周辺では。

　明日香は目を細める。

　俺の考えを見透かすような瞳に、思わず視線を逸そらした。

「気にすることないわよ、外野の戯たわ言ごとなんて。私と紗さ季きがいるじゃない」

「別に、俺が気にしてる訳じゃない」

「ふうん？」

　全然信じてないな。

　本当に俺自身は何を言われても傷付いたりしていない。

　単純に迷惑をかけたくないだけだ。

「いざとなったら、記憶喪失のことを皆みんなにバラしてことなきを得るから。気にすんなよ」

　俺自身が、前の自分のことは他人として揶や揄ゆする。

　その光景はきっと鎮火してくれるきっかけになり得るだろう。

　今は燃え上がり始めたばかりなので、どう動こうと逆効果に働く可能性が高い。

　皆んなに飽きがきてからの方が、効力に期待できる。

「その炎上に対しての動き方とやらは、紗さ季きが教えてくれた訳？」

「まあ……そうだな？」

　直接教えてくれた訳じゃないが、スマホという人類の叡えい智ちがあればいくらでも学べる。

　俺の三股が露見した件をネットの炎上と捉えたら、直接的な危害を加えられない限りは屁でもない。さっきの運動部が直接襲ってくるなら怖いけど。

「ていうか、意外だな」

「え？　なにが」

　明あ日す香かが目を瞬まばたかせる。

「いや、その。なんでもない」

「おい絶対に途中でやめるな」

　明日香が眉を顰ひそめて俺に向き直り、ネクタイを掴つかみ上あげた。

「待て待て分かったっ、言う、言うから！」

　身の危険を感じて言葉を羅列すると、明日香は口角を上げて待機した。

　ネクタイから手を放さないあたり、軽く脅迫されている気分になる。

　俺は咳せき払ばらいを喉から搾り出してから、先程脳裏に過よぎったことを答えた。

「明日香が有あり栖す川がわと協力するつもりなのが、意外って思っただけだよ。別に仲は良くなさそうだし、前に明日香自身が彼女同士は仲良くないって言ってたしな」

　俺の言葉は予想外だったらしい。

　明日香はやけにあっさりネクタイから手を放し、静かに返した。

「なんだ、そんなこと。……別に、初めから仲悪くはないわよ」

「じゃあ仲良いいのか？」

「仲良くもない」

　あっさりかぶりを振った明日香に、俺は肩を竦すくめる。

「なんだそれ。結局どっちだよ」

「どっちでもないわ。私たちは協力関係にあるだけだし。二人とも、あんたの彼女だしね」

「それってひなとは違うのか？」

「ひなちゃんとは──」

　明日香は口を開いて、一回閉じた。

　そして微かすかに息を漏もらし、また口を開く。

「……そうね。ひなちゃんもかな」

　ひなへの罪悪感があるのか、声は少し暗かった。

　夢ゆめ咲さきによるひなへのいじめを見過ごそうとしたのは、あくまで俺のため。

　ひなに危害を加えた訳じゃないし、本人も知るところではないので気に病む必要はないと思う。

　しかしそれを許される理由にしていないのは、何というか……明あ日す香からしい。

　そういうところには、何というか、単純に惹ひかれる。

　三大派閥と宣のたまわれて、一目置かれる明日香にもこうした人間味がある。俺としては──そこが好きだ。目覚めて最初に会って、殆ほとんどの時間を過ごしてきて。

　今の俺は、過去も関係なく、明日香を大切に想おもっている。

　そんな存在と隣り合って歩くのは、それだけで幸福感のある時間だった。

　外で歩くのは、家で過ごすのとまた異なる高揚感がある。

　しかし、すぐに小道の終わりが近付く気配がした。

　人とすれ違うのが困難だった道幅が、二人がゆとりを持って並び歩ける道幅に。土がコンクリートに。二人の時間が終わりを告げる。

　校門まであと十分を切った距離。

　この小道から大通りに出れば、他の生徒も通り掛かる道になる。

「じゃあ……明日香、今日はここらへんで」

　記憶喪失の俺が学校へ向かう当初、明日香は一人での登校を許してくれなかった。

　万が一人通りの少ない場所で倒れた際、助ける人がいないのが理由だったらしい。

　──だけど。

　明日香は何か言いたげな表情を浮かべて逡しゆん巡じゆんした様子を見せたが、やがてゆっくり頷うなずいた。

「了解。遅刻すんじゃないわよ？」

「起きてたらさすがにしないって」

　俺の返事に明日香は苦笑いして、一足先に姿を消す。

　小道にかっこうの鳴き声が響く。

　俺は誰もいなくなった道で、少し息を吐ついた。

　……言えないな。

　本当は「関係なく一緒に登校したい」と言ってほしいなんて。

　昨日の寂れた商店街が、何な故ぜか頭に過よぎって消えた。












四話　確かめる方法









　学校に復帰してから、俺は様々なことを感じ取った。

　たった数週間。されど数週間で、生徒一人一人の顔、表情の機微を観察し、身の振る舞い方も覚えた。

　今の俺の振る舞いは〝波風を立てない〟だ。

「うお、三股ヤローじゃん」

「近付くと股掛けられるぜ」

　二年生のエリアである東校舎二階。

　朝あさ陽ひが差し込む廊下を歩いていると、横からコソコソと囁ささやき声が聞こえる。視線を向けないまま歩いていると、続きの声も耳に入ってきた。

「うええ、あいつ男にまで股掛けるのかよ」

「四股目ならわんちゃんあるって、女に飽きるんだろ」

　お前らに股なんて掛けねーよ！

　囁き声にとてつもなく反論したかったが、耳に届いたコソコソ声は本当に聞こえるか絶妙な距離なことが憎らしい。

　囁き声の主たちに俺へ直接言うつもりがなければ、ただのノリで会話をしている可能性もある。

　俺そのものを嫌ってるんじゃなくて、日々の退屈を紛まぎらわせる話をしたいだけ──そんな心持ちの人間に怒りをぶつけることは些いささか浅せん慮りよだ。

　ぶつけた直後は多少胸がすくだろうが、長い目で見ると俺にとって何の得にもならない。

　そう自分を納得させて、立ち止まらずに歩を進める。やがて声は聞こえなくなった。

　……思ってたより噂うわさが浸透するのが早いな。

　三股ヤロー。

　先程のワードを想起して、思わず苦笑いする。

　三大派閥然しかり、キャッチーなワードは口に出したくなるのは自明の理。

　渾あだ名なを考えた奴やつの一人勝ちだ。

　どうせならもっとセンスのある渾名を──と本日二回目の思考に陥り、俺はかぶりを振った。

　この渾名をつけられるきっかけを考慮したら、仕方ない。

　二年三組の教室に入ると、自分の机へ真まっ直すぐ進む。

　窓際から二列目で、前から二番目が俺の席だ。

　移動中には全身へ視線を感じるが、どれもきっとロクな視線じゃない。

　殆ほとんどのクラスメイトと打ち解ける前に三股の話が出回ったせいで、三組の殆どが敵になってしまった。

　席に座ろうとすると、机に何か置かれていることに気が付く。

　花。何かを彷ほう彿ふつとさせる花。

　……そういや、初めて登校する前にこんな夢を見たっけな。

　あの夢はよく覚えてる。

　百ゆ合りの花を視認した途端、誰かからこう言われるのだ。




　──死んでなかったんだ、と。




　前の席に座る生徒が、上体を後ろに傾けた。

　椅子がギシリと音を立て、こちらに振り返るのが視界の隅で判わかる。

　俺は乾いた喉をゴクリと鳴らした。




「──おはよ。真さな田だ、最近朝早いな」




　男友達の高たか尾おが、いつも通りの声色で話しかけてきた。

　緊張が僅かに弛し緩かんする。

　高尾大和やまと。

　俺の三股が学年中に知れ渡った後も、彼だけは殆ど変わらず接してくれている。

　それは三股ヤローの渾あだ名なが広まっても変わらないらしい。

　ツーブロックの髪が特徴の高尾は、俺が記憶を失くしてから初めてできた友達だ。

　……なんって良いい奴やつなんだ。

　絡みのない人間から嫌われるよりも、既に関係を築いていた人間が離れていく方が余程堪こたえる。

　そういう意味では、高尾がこうして話しかけてくれるのはとてもありがたいのだが。

　俺は自分の席に腰を下ろすと、小声で返す。

「おはよ。最近早起きしなくちゃいけなくてさ」

「へえ、そっか。大変だな」

　高尾は多くを語らない。

　広まっている噂うわさについても追及されたことはない。

　これだけ周囲からの嫌な視線に晒さらされる状況下では、彼にはきっと余計な心労をかけているに違いないのに。

　皆みんなは、俺を人の気持ちを踏ふみ躙にじる最低の遊び人だと思っている。

　それは俺自身も思ったこと。彼女を複数つくっていた所業が判明した際は、俺でさえ過去に腹が立ったのだ。

　だから皆んなの気持ちも然しかるべきだと思えるし、そう認知しているから耐えられる。

　だけど高たか尾おにとってはそうじゃないはずだ。

　高尾の変わらない対応はありがたいのだが、それが少しだけ不気味だった。

　普通なら、周りみたいに流される気がするのに。

　そんな思考に陥って、素直に感謝できない自分にも嫌気が差す。

「おはよ～」

　せせらぎのような声色に、殆ほとんど反射的に振り返る。

　アッシュブラック髪のおさげを揺らした、スタイル抜群の有名モデル。

　昨日ぶりの有あり栖す川がわ紗さ季きが、例によって棒キャンディを咥くわえながら近付いてきていた。

　有栖川の席は俺の隣。

　全身に視線を惹ひきつける彼女は、必然的に皆んなの視線を俺の隣に持って来ることになる。

　それを露ほども気に留めていなさそうな彼女は、こちらに笑いかけていた。

「勇ゆう紀きくん、最近早いねぇ」

「……早起きが趣味になったもんでね」

「へぇ、良いいね。早起きは三文の徳だ」

　有栖川は自分の席に座ると、棒キャンディをキュポンと口から取り出した。

　紫色の棒キャンディはブドウ味だろうか。

　特に意味のない思考を巡らせてから高尾に視線を戻すと、既に彼は前を向いていた。

　さっき説明した内容と異なっていたから釈明するか迷ったのだが、高尾は振り返らなかった。

　話は終わり、か。

　まだ授業まで少し時間があるし、以前ならギリギリまで話しかけてくれていた。

　……やっぱり少しだけ対応が変わったかもしれない。

「あ、綺き麗れいじゃん」

「え？」

　有栖川は俺の机に置いてあった花を手に取って、口角を上げた。

　頬ほおに添えられた白い花は、有栖川のために咲いてきたんじゃないかと思えるほどよく似合っている。

　というか、普通に忘れてた。

　花の存在がすっかり頭から抜け落ちていたけど、俺割と酷ひどいことをされたんだった。

　花の種類は百ゆ合り。

　それも頭をグッタリ垂らした、散り際の百合だ。彷ほう彿ふつとさせるのはお葬式や病院。

　つまり、〝死〟だ。

　手の込んだ悪いた戯ずら──というより、嫌がらせ。虐いじめと呼んでも相違ないかもしれない。

「勇ゆう紀きくんってお花好きなの？」

「あー、まあな。めちゃくちゃ好き」

「じゃあ、最近趣味嗜し好こう変わったんだね。このお花も好きなんだ？」

「おう。誰かがプレゼントでもしてくれたんだろ」

　クラスの誰かに聞こえるように、ちょっと大きめの声で答える。

　記憶のない俺からしたら、陰でコソコソしてる奴やつらは怖くない。

　直接攻撃された方がよっぽど迷惑だ。

　俺の返答に、有あり栖す川がわはジッとこちらに視線を送る。

　彼女が時折みせる真剣な眼まな差ざしは、胸中の言語化できないところまで見透かされる錯覚に陥る。

　彩度の薄い黒色の瞳の中に映っている俺の影は、一体どんな表情を浮かべているんだろう。

「……ふうん。そっか」

　有栖川は荷物を机の横に引っ掛けて、半分以上残っている棒キャンディをポリ袋に包んだ。

　あのポリ袋を周りの男子の相当数が欲しいだろうなと考えていたら、有栖川が唐突に口を開く。

「ねえ、夢ゆめ咲さきさん？」

　有栖川の前で、赤い髪をツインテールに纏まとめた生徒がビクッと肩を震わせた。

　俺も意識を斜め前の席へ集中させる。

　いつもより数倍。その名前は少なからず因縁のある名前だったから。

「……なに？」

　夢ゆめ咲さき陽よう子こが振り返る。

　菫すみ色れいろの瞳に、反り立つ睫まつ毛げ。

　吊つり目を印象付けるアイシャドウに、短く加工されたネクタイ。

　かつては強気な内面を連想させる容姿。

　しかし強気な一面は、有栖川を前にして影を潜めている。

「……」

　夢咲と目が合う。

　だが、それは刹せつ那なに等しい時間ですぐに途切れた。

　夢ゆめ咲さきも、俺と同じだ。

　それまで積み上げてきた人間関係の殆ほとんどが、リセットされた。

　スクールカーストという単語があるが、彼女は三大派閥筆頭と呼称されていた分、もしかしたら俺以上に下落しているかもしれない。

　夢咲は有あり栖す川がわに視線を返し、無言で彼女の返答を待つ。

「何か知ってる？　これ」

　有栖川はいつもと変わらない声色で、夢咲に訊きいた。

　かつては三大派閥筆頭同士のやり取りだと、そんな好奇の視線もあった。だけど今この場に集まる視線は、かつてのそれとは毛色がかなり違うはずだ。

　夢咲は有栖川の差し出した百ゆ合りの花を視認して、顔を顰しかめる。

「……知らないわ」

「知らないんだ。嘘うそ吐ついてない？」

「吐いてない。ここで嘘吐いて、私に何のメリットがあるのよ」

　夢咲は息を吐いて、話はこれで終わりというように黒板の方に向き直る。

　彼女の返答に有栖川は納得したようで、百合の花をポケットにクシャリと仕舞った。

「勇ゆう紀きくん。これ調べとくね」

「別にいいよ。贈り主照れちゃうかもしれないだろ」

　俺がキザに答えると、有栖川は気にした様子を見せずに一時間目の用意をし始めた。

　なんで彼氏の言葉をこんなにも華麗にスルーできるんだよ。

　ふと気がつくと、高たか尾おがちょっと気まずそうな顔で俺たちを見ていた。

　高尾は何かを言うか迷った様子を見せた後、頭をカリカリ掻かく。

「どした？」

　俺がなんの気なしに訊いてみると、高尾は「うーん」と唸うなった後、ポツリポツリと言葉を連ねた。

「何というか、本人たちが良いいなら……やっぱ外野がとやかく言うことじゃないよなってさ」

　本人たち。

　指し示された人を認知した俺は、ちょっとだけ苦笑いする。

「それは……ウン。俺はマジでそう思うけど」

「だよなー」

　高尾から見れば、有栖川は三股されて別れた彼女。

　……俺と有栖川、そして夢咲に囲まれる高尾の席が、一番気まずいに違いない。

　それなのに高尾が無視しない理由は、今しがたの言葉に集約されているのかもしれない。

　巻き込んでごめんな。

　俺は心の中で謝罪した。





　◇◆






　彼女とお昼を食べる時は、いつもこの南校舎の螺ら旋せん階段だ。

　何もない場所なので滅めつ多たに人は寄り付かず、何かと都合が良い。今の俺にとっては数少ない気の休まる場所だった。

　到着した俺たちがお弁当包みを広げると、一息つける空間へと様変わりする。

　周りの視線を気にしなくてもいいこの時間は、直近の学校生活の中で最も気の抜ける時間だ。

　今の俺にとって、二年三組の教室は息の詰まる場所でしかない。

　だが、現状もある意味仕方なかった。

　記憶を失う前の真さな田だ勇ゆう紀きに対する恩恵は、全て享受しない。

　そう決めた時から、この現状は必然だったかもしれないから。

　そんな中での、有あり栖す川がわから衝撃的な発言があった。

「訓練合宿ぅ!?」

　寝耳の水とは、まさにこの事。

　お昼休みにいつもの螺旋階段へ移動している俺は、有栖川の言葉を脳内に反はん芻すうして思わず聞き返してしまう。

　有栖川は頬ほおを緩めて、陽気に答えた。

「うん、訓練合宿です」

「確かに訓練合宿って単語には聞き覚えがあるけど！　これって二年生になってもあるもんなのかっ」

「そうだよ～。毎年一回、学年別で二泊三日して訓練するの」

　有栖川は両手を振って、その場で行進のジェスチャーをしてみせる。こんなに行進が似合わない生徒も珍しいと思う。

　それを伝えると話が拗こじれそうなので、俺は訓練合宿について問いかけた。

「そんなに毎年、何の訓練するんだよ！　漁でもするのか、そうなのか！」

「集団行動とか授業とか色々あるけど、メインは合唱コンクールとかかな。合唱はクラス対抗だよ」

「クラス対抗って……勝ったら何貰もらえるんだ」

「物は貰えないよ？　対抗するだけ。強いて言えばキャンプファイヤーできることくらいかなあ」

「なんだよそれ、青春できる人にしか旨うま味みねえじゃん！　そんなんで連泊させるとかマジで勘弁してくれよ、二泊するのは修学旅行だけでいいだろ！」

　それだけ苦労して、対価がキャンプファイヤーだけだなんて。

　喜ぶのは普通に青春できる生徒くらいだ。

　自分でも驚くくらい嫌々とした声が出る。

　よりによって自分の世間体が奈落の底まで落ちてる時に、何でそんな大事な行事がある。

　どう頑張っても嫌な思い出になりそうで困る。

　不参加だ。

　絶対に絶対に不参加にしたい。

　俺の胸中を察したのか、有あり栖す川がわは悪いた戯ずらっぽく笑った。

「あれぇ、勇ゆう紀きくん逃げるの？　逃げるのは嫌なんじゃなかったっけ」

「は、安い挑発だな。それとこれとは話が別だろ？　訓練合宿に関しては休むだけなんだし」

「じゃあ勇紀くんが記憶戻したくないこと明あ日す香かさんに言っちゃお～」

「逃げません参加します！」

「偉いぞ偉いぞぉ」

　有栖川はパチパチ手を叩たたく。

　……完全に言わされた。

　けどもういいや。

　三股ヤローの噂うわさが巡っても、教室で直接危害を加えられていないのは、有栖川がこうして話しかけてくれるから。彼女が後ろ盾になってくれているからだ。

　多少のめちゃくちゃは飲み込まないといけない。

「ったく、訓練だなんて。時代錯誤にも程があるぜ、今令和だぞ？　今時じゃなさすぎんだろ」

　ブツブツ文句は言ってみたものの、本当は分かっていた。

　訓練合宿、二泊三日。

　友達がいたら、きっと最高に楽しい時間になるはずだ。

　学校も保護者への体裁を取り繕うためにそれらしい文言を重ねているだけで、プチ修学旅行のような要素は否定できないだろう。

　本来合宿なんて、生徒にとってボーナスイベントとして消化される日のはずなのだ。

「残念そうだねぇ」

「そりゃまあ、残念だよ。所いわ謂ゆる青春ってやつを体験するチャンスだったのに、この状況」

「恋愛してるじゃん？　何もない、綺き麗れいな恋愛をさ」

「全然何もなくはないだろ……」

　絶賛三股中ですがお忘れでしょうか。

　それとも有あり栖す川がわのことだから、本当に全く気にしていないんでしょうか。

　しかし、答えはどちらでもなかったようだ。

「身体からだの関係とか、何もないってこと。そういう意味では綺き麗れいな恋愛でしょ？　それだけで充分青春だよ」

　有栖川は八角形のお弁当箱に装飾の施されたお箸を突っ込み、焼き鮭ざけを取り出した。

　そして無言でこちらに差し出す。

　口を閉ざしていると、唇に鮭をチョンと付けられる。

　仕方なく口を開くと、スーパーの鮭とは比較にならないくらいの旨うま味みが口内に広がった。

「美う味まい」

「ふふ。これも傍はたから見たら青春だよね」

　有栖川が、同じお箸で卵焼きを食べる。

　一いち縷るの迷いも感じさせない動作に、俺の知ってるラブコメはこうした間接キスにいちいち動揺してたぞ、と思った。

　まあ病室にいる人間にキスしてくるような人が動揺するはずもないか。

「つーか、こんなの毎日食べてるなんてずるいな。俺とか冷凍食品が八割なのに」

「これでも一応頑張ってるからねぇ」

　モデル業に言及しているのか、有栖川は和かに笑みを浮かべる。

　そして俺が思考を巡らせる前に、人差し指を頬ほおにチョイと当ててきた。

「でも、君も頑張ってる。だから毎日おかずを分けてあげるの。どう、こういう青春も悪くないでしょ」

「……そりゃまあ、悪くはない気がしなくもないけど。っていうか贅ぜい沢たくは百も承知ですけど」

　なるべく平板な声で返して、自分のお弁当箱からシュウマイを取り出す。

　口に放り込むと、先程の焼鮭よりも温ぬるく、どこか水っぽい。

　前の味が、今の味を明らかに阻害している。

「合宿も、ほんとに嫌なら休んでデートとかしちゃう？」

「……バレた時のことを考えたらそんなのできねえよ」

「初めましての時も言ったじゃん。邪魔する人は殺してあげるって」

「そこまで物騒ではなかったよ？　絶対に殺意が付け足されてるよ？」

　正しくは〝君のことを悪く言う人がいたら、私が殺してあげる〟だ。

　やっぱりこっちも殺意あるな。

　あながちあり得ないと言い切れないのが有栖川の怖いところだ。同時に頼りになるところでもあるが。

「そうだっけぇ」

　有あり栖す川がわはクスクス笑って、視線を俺のお弁当箱に落とした。

「ていうか勇ゆう紀きくん、最近お弁当が多いよね」

「あー。食堂もいいんだけどな。自炊よりも金掛からないし」

　ワンコインで腹が満たされることを考えれば、自炊よりも安くつくのが高校の食堂。

　家族分の弁当を纏まとめて作る一家ではなく、一人暮らしであればの話であるが。

「割と暇だから自分で作ってるだけかな。できることが増えるのはいいことだし」

「ふうん。明あ日す香かさんには作ってもらわないの？」

「あいつに毎日任せたらいつかキッチンが爆発する」

「ふふ。そっか」

　有栖川がお弁当箱を後ろに置いて、こちらに接近する。

　フローラルな甘い匂いが近くなる。

　だけど、口から出たのは甘さとは程遠い言葉だった。

「──明日香さんに頼りたくないだけだったりして」

　弁当に伸ばしたお箸を止める。

　俺は今しがたの言葉を脳内で反はん芻すうさせて、唇を噛かんだ。

「……悩んでるでしょ。中身言ってみぃ」

「なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」

　そうは返してみたものの、胸中の奥底にあるはずのものを難なく見透かされたことで動揺していた。

　だからかもしれない。

　この場で素直なことを答えたくなったのは。

「……そうだな。ひなも、明日香も、俺を見てないって思ってる」

　それは紛まぎれもない本心だった。

　あの二人が、真さな田だ勇紀の彼女だというのは分かっている。

　だけど今の俺の彼女といえるのだろうか。

　自分への親愛とともに、前の俺への気持ちまで伝わってくるのだ。

「俺を見てない、か。うん、私もそう思うよ」

「もしもし、泣いてもいいですか？」

　あまりにもストレートな返答に、俺はお弁当を側そばにおいて、頭を抱えた。

　ついでにブンブンかぶりを振ると、さすがの有栖川にも理解されない不思議な行動だったらしくじっと見つめられる。

　恥ずかしくなって真顔に戻すと、有栖川は頬ほおを緩めた。

「なんか勘違いさせちゃったね。今のは私も同じこと思ったことあるよって意味だよ？　私だって、君を通して前の真さな田だ勇ゆう紀き君を見ることはあるし」

「それってどうにかならないかね」

「ならないね」

　有あり栖す川がわはあっさり断言した。

「だって、私も明あ日す香かちゃんもひなちゃんも、好きになったきっかけは前の君なんだもん。今の君には、ある意味なにもされてない」

「あ、絶対最後いらなくない？　もうちょっとオブラートに包むことできませんでした？」

「でもひなちゃんは別かもね。よかったじゃん」

「それで回復したとはならないぞ？　いや嬉うれしいけども！」

　俺が反論すると、有栖川はクスリと笑う。

　そしてちょっと口を閉じて、おさげの髪を指で弄いじった。

　手入れが行き届いた絹のような髪は、太陽の光に反射して特殊な色を視認させる。

　透明感のあるアッシュブラックは、幻想的な雰囲気を醸し出す。

　緩く結ばれたリボンが風に靡なびいて、ゆらゆら揺れる。

「……自分そのものを見てくれる人って、家族くらいじゃないかなぁ」

「……家族くらいか」

　それはあまり喜ばしい言葉ではない。

　俺の母はもういないし、父とは連絡がつかない。記憶を失ってから、ただの一度も連絡は取っていない。

　……ほんとどうなってんだこの父親は。絶対に母さん泣いてるぞ。

　彼女たちも味方ではあるけれど、俺を通して前の俺を見ている。

　嬉しい気持ちも勿もち論ろんあるが、全く虚むなしくないといえば嘘うそだ。

「まあ、君には私がいるからね」

　俺の手の甲に、有栖川は掌てのひらを重ねてきた。

　温かい体温が、家族のいない俺に安心感を与えてくれる。

　そう──有栖川は少し違う。

　有栖川は、今の俺を見てくれる。

　前の俺を見ることはあっても、基本的には今の俺に話しかけてくれる。

「そんな私から、良いいこと教えてあげようか」

「良いこと……？」

　疑わしいといった声色で返す。

　有栖川の言う良いことが本当に良いことなのか、経験則に鑑かんがみるに怪しいところだ。

　しかし有栖川は、こともなげに言った。

「明日香さんとひなちゃん。二人が今の君を見てくれてるか、確かめる方法だよ」

「そ──」

　思わず腰を上げた。

「そんな方法があるのか!?」

　有あり栖す川がわは目をパチクリさせる。

　そして、口角を上げながら自分の横をトントンと叩たたいた。

「あるよ。あとほら、外から見えたら困っちゃうでしょ。座って座って」

「え？　あ、分かった」

　確かに立ち上がったら、階段の塀越しに外から見られてもおかしくない。

　そう納得した直後だった。

「確かめる方法はねぇ」

　有栖川が俺の頬ほおに触れる。

　彼女の冷たい掌てのひらへ、自分の熱が伝達されていく感覚。

「キスすることだよ」

　唇が接着した。

　頭にびっくりマークとはてなマークが踊り狂う。

　自分の唇が押し当てられる感覚。

　ほどよく反発する感覚。

　柔らかい弾力に、艶なまめかしさを覚えるのは自明の理。

　目まぐるしく駆け巡る感覚に動けずにいると、やがて有栖川がスッと離れた。

　こちらを見据える有栖川の表情は、教室にいる際のそれと変わらない。

「どう？」

「頭おかしいんですか!?」

「ふふ、病室にいた時と全然反応変わってないなぁ」

　有栖川はペロリと下唇を舐なめて、軽く喉を鳴らす。

「んふ、ご飯の味がした」

「そりゃご飯の最中だからな……！　つーかコレのナニが確かめる方法なんだよ！」

　いきなりのキスに心臓がバクバクしている。

　意味が分からない、キスなんて普通こんなにいきなりするものじゃないだろ。

　いや恋人ならするのか？　学校の昼休みに？　でも確かに人目はないし。

　ていうかさっき座らせたのって──

「だって、今の君を好いてないとキスなんてできないよ」

「それはっ」

　……そうかもしれないけど。

　彼女たちの気持ちを確かめるためにキスするなんて、いよいよ三股彼氏の挙動だ。
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　でも俺にとっては大切なことだし、いやでも常識的に──

「だから確かめたいなら、キスすることだね。他にも方法はあるかもしれないけど、恋人同士ならこれが一番手っ取り早いよ。恋人同士でしかできないことだし」

　一番手っ取り早いというより、一番強引だ。

　それに、懸念も大きい。

「拒否されたら立ち直れない気がするんですが」

「そんな人彼女じゃないじゃん。別れちゃえ」

「んな簡単に言うなよ……」

　俺は思わず溜ため息いきを吐つく。

　だけど有あり栖す川がわは、至って真剣な眼まな差ざしで言葉を紡いだ。

「本気だよ。今の自分を見られてない。その気持ち、ちょっとだけ分かるし」

　気持ちが分かる。

　それはきっと、モデル業において感じたことと重ねているのだろう。有栖川の言葉だからこそ、俺も素直に頷うなずくことができた。

「そこは……まあ。共感してもらえるだけでも、結構心強いけど」

「うん。他の二人がこの先ずっと分かってくれないなら、辛つらいのは君だよ」

「だからってキスは……ぶっ飛んでるけどな。そんなんで確かめられる気がしないし」

「まだ私としかできない？　いいよ、君が望むならいくらでも。練習相手になってあげる」

「言ってない！　全然全く言ってないから！」

　有あり栖す川がわは「冗談」とクスクス笑って、事前に仕入れていた缶コーヒーをプシュリと開けた。

　真っ黒の缶。何とブラックコーヒー、無糖だ。

「うえー、大人おとなだな」

「え？」

　有栖川は目をパチクリさせる。

　そして顔を綻ばせて、小首を傾かしげた。

「ん、ここのこと？　さっきの続きしようか」

　指し示された人差し指の先には、膨れ上がった双丘。

　制服のシャツから真紅のリボンを押し上げているそれは、確かに大人。

　同年代と比較して、明らかに──いやそうじゃなくて。

「ちっ違うコーヒーのことだよ！　ブラックコーヒーなんて大人だなって思ったんだよ！」

「なーんだ。つまんない。いくじなし、あんぽんたん」

「あなたいつも正直すぎません!?」

「だってぇ、思っちゃったんだもん」

　有栖川は肩を竦すくめて、最後のおかずを口に放る。

　小さく咀そし嚼やくを繰り返す有栖川に、俺はかぶりを振って言葉を返した。

「たまにはもう少しオブラートに包んでくれ。いやもうこれに関しては絶対包んだ方がいいと思うんですけど」

「別に、つまんない男とは言ってないじゃん。この事象がつまんなかっただけだもん」

　俺そのものに対して言った訳じゃないということか。

　いやそれでも普通はちょっと憚はばかられるはずだけど、打ち解けているからこそなのかもしれない。

　お弁当を食べ終わった有栖川は「んんっ」と身体からだを伸ばす。

　気を抜いているような挙動だ。

　目の前で気を抜かれるのはある程度信頼されているのが伝わってきて結構嬉うれしい。

　信頼されていなかったらおかしいといえる行動は今までも多々あったが、俺自身が有栖川を中々信用できなかった。

　この意識が変化したのは、夢ゆめ咲さきとの一件があってからだ。

　夢咲の社長令嬢というステータスを考慮すれば、有栖川にとってもリスクはゼロじゃなかったはずだ。

　それなのに、有栖川は俺からの協力要請を二つ返事で了承してくれた。

　加えて〝前の俺〟と〝今の俺〟をハッキリ区別し、今の俺に接してくれている。

　信用する理由には充分だ。

　信用できそうな人が傍そばにいてくれてるのは、ありがたい。

　本当に、ありがたい。

　だけど時折──ある不安が脳裏をよぎる。

「どうして黙ってるの？」

「いや……」

　有あり栖す川がわの瞳は、驚くほど黒々しい。

　不安。

　即すなわち──心の一線がどこにあるのか、その景け色しきが見えないこと。

　明あ日す香かやひなに関しては、その一線が分かる。

　どこにあるかは分からなくても、その存在自体は感知できる。

　だけど、有栖川だけは。

　厚い雲から陽光が漏もれ出さないように、濃霧で街灯が視認できないように、彼女の奥底は掴つかめない。近付けば近付くほど、有栖川紗さ季きが判わからなくなっていく感覚。

　有栖川の気を抜いたような言動は、これまでに何度か見た。

　だけど──心を許されたとは感じたこともない。

　そんなことあり得るのだろうか。

　これだけ時間を割いてくれて、これだけ労力を割いてくれて。キスまでされて。

〝三股ヤロー〟と学校中で揶や揄ゆされる、そんな世間体とは真逆の道にいる俺に構い続けておいて。

　何より三人の彼女という状況を継続させておいて──俺に全く心を許していないなんてことは。

　冷たい風が頬ほおを撫なでて、気付いた時には問いを投げていた。

「有栖川」

「ん？　どうしたの」

　有栖川はいつもと何ら変わらない視線を俺に向ける。

「夢ゆめ咲さきに──何かしたか？」

　気になっていたことだった。

　ひなの一件が収束したあの日。

　俺はある種、夢咲を信じて放課後の教室から送り出した。

　夢咲が俺の周りに害を及ぼさないならと、最後の制裁は止めたのだ。

　だけど、夢咲の現状は俺よりも酷ひどくなっている。

　夢咲なら逆らえるはずだ。それをできない理由は、何かを握られたから。

　誰に何を握られたのか。

　そんなことをするメリットが、彼女にあるとは思えないけれど。

　有あり栖す川がわは無む垢くな表情を浮かべる。

　そしていつもと変わらない微笑ほほえみで、質問に答えた。

「……何もしてないよ」

　あまりにも動揺のない声色に、俺は胸のざわめきを感じる。

　だけど、俺は信じるしかない。

　俺自身の味方は、俺の気持ちを解わかってくれる人は。

　きっと何ど処こを探しても君だけだから。
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　一日の終わりは解放感に満ちている。

　学校生活が上う手まくいっていないとなれば尚なお更さらで、俺は軽くスキップしたい気持ちで帰路についていた。

　帰り道は自由への凱がい旋せん曲が鳴っている気がする。

　右隣についてくる明あ日す香かは現状への不満へ抗議したそうだったが、当の俺が納得してしまっているので何も言い出さずにいるようだ。

　そこに対して申し訳なさもなきにしもあらずだが、荒事に巻き込むより遥はるかにマシだから気にしない。

「ふんふん」

　鼻歌を歌う。

　我ながらこんなに気分が上がるのは珍しい。

　自分がこうなったのは、どうも学校から離れたという理由だけではない気がした。

　有あり栖す川がわに釈然としない気持ちを抱いている今、明あ日す香かとの時間は気の休まる唯一の時間なのかもしれない。

「ったく、なんでそんなに上機嫌なのよ……」

　明日香の若干呆あきれたような発言に、俺は笑いながら返事をした。

「んー、俺もそう思いながら歩いてる。なんでだろな、この道がなんかテンション上がるのかもな」

「私と一緒にいるからって言いなさいよ！」

「それは何か恥ずかしいだろ！」

　俺は明日香の手て掴づかみを躱かわして、一歩前に歩を進める。

　目の前には、毎日通る河か川せん敷しき。

　川の水みな面もは夕陽を反射して、橙だいだ色いいろの光をキラキラと瞬またたかせている。

　光の糸が縫うように流れるその川は、河川敷に優しい雰囲気を与えていた。

　この通学路は木や川などの自然に囲まれており、胸が温かくなるような安心感を覚える。

　先程より続く高揚感は、眼前の景観も遠因しているのかもしれない。

「恥ずかしい？　なにー、どこが恥ずかしいの」

　明日香は悪いた戯ずらっぽい笑みで胸を小突いてくる。

　有栖川の発言がフラッシュバックする。

　──キスをしたら答えが分かる。

　それで良いい答えが返ってきたら、一石二鳥というやつだ。

「でも断られたら取り返しつかなさそう！」

「何訳わかんないこと言ってんのよ」

　明日香は肩をすくめて、俺から視線を逸そらす。

　俺も空を見上げて、思考を巡らせた。

　……キスなんて、言わずもがな特別なものだ。

　たとえ恋人同士でも、それは変わらないはず。

　こんな帰り道でポンと提案できるはずもない。

　右隣をチラリと見ると、明日香が視線を前方に向けるところだった。

　時折、明日香は物思いに耽ふける。

　前の俺を想起しているのかもしれない。

　そしてそれを俺に伝えないようにしているのかも。

　……明日香に対しても、不安はある。

　明日香が俺を好いてくれた理由を、俺は知らない。

　明日香の気持ちが今の俺に向いているのかが、判別つかない。

　そう思案していると、視線の先に大きな抜け道が出てきた。

　河か川せん敷しきを歩くとやがて視界に入ってくる、抜け道の中でも一際幅の広い抜け道だ。

　この抜け道の奥には、『池いけ上がみ公園』と記載された石銘板が厳かに立っているのが視認できる。

　川の傍そばにあるにもかかわらず池上公園という名称は、以前から少し気になっていた。

「そこの公園、興味あったんだよな。登校中は寄る時間ないし」

　気分転換に、あそこに寄り道するのはいいかもしれない。

　だけど誰かに見られないかは心配だ。

　この河川敷は高校から一定の距離があり、抜け道も一部の住宅街にしか繋つながらないことから、他の生徒はあまり通らない印象がある。

　でもその住宅街に住む生徒はいるので、ゼロという訳じゃないだろう。

　明あ日す香かと二人で帰宅している光景を、誰かに見られる可能性は排除できない。

　……やっぱりやめておくか。

　すると俺の思考を読んだように、明日香は口を開いた。

「池上公園ね。遊ゆう高こうの生徒は見たことないわよ？　学校から離れてる上に、地元の人しか寄らないし」

「へーそうなんだ」

　数秒間の沈黙。

　微風に揺らめく髪を耳に掛け、明日香は静かに言葉を紡ぐ。

「……寄る？　端にある東あず屋まやとかなら、誰にもバレないし」

「寄る……寄らない……寄る……」

　俺の懸念を見透かしたように、彼女は肩を竦すくめた。

「何度も言ってるけどね。別に私はバレてもいいのよ」

「え？」

「私、あんたの彼女だし。周りに別れてるって思われるのも、ほんとは癪しやくなんだから」

「な……なんで」

「好きだからに決まってるでしょ」

　明日香は口を尖とがらせる。

「それで私らに何か言ってくるやつはブチころ──」

「どうどう、そこまで！」

　乱暴な言葉が出てくる前に制止する。

　明日香は不完全燃焼といった表情で口をつぐんだ。

　そして何か言葉を返そうと口を開き、また閉じる。

「どうしたんだよ」

　そう訊きくと、明日香は苦笑いした。

「ああ、別に……よく〝どうどう〟って言われてたの思い出しただけ」

　チクリ。

　好きと言われて湧き上がっていた高揚感が、少しずつ萎しぼんでいく。

　偶然ではないかもしれない。

　だがあまり深く考えたいことでもない彼女の言葉は、少しだけ心の柔らかい部分に刺さった。

　普段は聞き流せる発言だったのにそうなったのは、俺たちがいる場所が関係しているのだろうか。

　池いけ上がみ公園という名前には知識として覚えがあっても、脳内の景観は朧おぼろげだ。

　即すなわち、前の俺が密に関わっていた場所だということ。

　今更記憶を取り戻したくもないけれど、やはり興味は捨て切れないのも確かだった。

　記憶への興味。

　興味を抱く理由は明確に存在する。

　明あ日す香かが俺のどこを好きなのか、知りたいのだ。

　明日香の好意はきっと、まだ過去にしか向いていないから。

「まあ……じゃ、寄るか」

「そうしましょ！　この公園なんていつぶりかしらっ」

　そう言いながら、明日香が公園に立ち入る。

　俺も特に何も考えないまま歩を進める。

　その瞬間だった。

　あまりにも不意に、横から聞き慣れた声が上がった気がした。

　声は靄もやが掛かったみたいに聞き取れず、辺りを見回す。

「おわ!?」

　次に下腹部に軽い衝撃があり、ギョッとして見下ろす。

　特筆すべきところのない──強いて言えば古びた、オレンジ色のボールだった。野球ボールのようなサイズ感のそれは、コロコロと地面に転がっていく。

　視線を走らせるが誰もおらず、真っ先に浮かんだのは──嫌がらせ。

　二年三組の男子生徒たちが、歪いびつな笑みを浮かべている妄想が脳裏を過よぎる。

　百ゆ合りの花が机に置かれていた事例といい、あり得ない話じゃないのが最悪だ。

　見知らぬ悪ガキの仕業だった方が、遥はるかに精神衛生上マシである。

「クソ。なんだよ、ったく……！」

　俺が思わず毒づくと、明日香がこちらに振り返った。

「え？　どうしたの」

　あまりにも普段通りな声色に、俺は明日香の顔を凝視する。

　蒼あお色の瞳は、揺れる度に景観の全てを煌きらびやかに反射する。

　眉毛も髪色に合わせて僅かに明るく染められており、相変わらずとんでもない美人だ。

　だけど、それはいつも通り。

　声色だけではなく、彼女の表情も普段そのものだった。

「え？　ああいや、今──」

「急に立ち止まって。ほら行くわよ」

　……急に立ち止まって？

　思わず再度回視すると、先程のボールは何ど処こにもない。

　速球だったし、明あ日す香かが気付かなかっただけか。誰かの声や腹に当たる音、何かしらに気付いていいものだけど。

　それとも──

　明日香は怪け訝げんな表情を浮かべている。

「……大丈夫？」

　まあ、視界に入ってないのなら無理もないか。

　隠れる場所もないから、既に立ち去ったのだろう。

「いや。悪いた戯ずらされたから大丈夫ではないかもだけど……まあ、行くか。見られたとしたら、多分もう手遅れだし」

「はい？　何の話してんのよ」

　ボールが直撃したはずのお腹なかは全く痛まない。

　もはや今しがたのボールは夢だったんじゃないかと思い直すことにした。

　一度はポンコツになった脳みそだ、何かを誤認したとしても仕方ない。

　現実だったとしても、誰かにボールを投げられるなんてロクなことではない。

　さっさと忘れることにして、俺は「何もない」と口角を上げた。

「そう？」

　明日香は少し心配そうな素振りを見せたが、やがてまた歩き出す。

　俺は公園の入り口付近を振り返って見たが、やはり誰もいなかった。

「懐かしいわね～」

　……やっぱり、俺と二人で来たんだな。

　茶色に錆さびたブランコや水色の色いろ褪あせた滑り台を横目に、砂場を横断する。

　奥おくには、明日香の言う通り年季の入った東あず屋まやがあった。

　東屋の屋根には葉っぱがチラホラ落ちていて、風が吹くと舞い上がる。

　木々の葉と夕陽の光が交差して、東屋に入ると微睡まどろむような空気に包まれていた。

　俺と明日香がベンチに腰を下ろすと、木が僅かに軋きしむ。

　懐かしい匂いが漂う気がして、俺は唇を噛かみ締しめた。

　早く立ち去りたい気持ちと、残りたい気持ち。

　記憶に関する選択は、不意に訪れる気がする。

　いや、きっと全ての選択がそうなのだろう。

　だからこそ日頃から思考を巡らし、自分の中で答えを定めておく必要があるのだ。

　俺の答えは、もう決まっている。

　……決まっているはずだけど。

　明あ日す香かの物憂げな表情を見ていると、自分が揺らぐ。
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　池いけ上がみ公園には、ものの三分しか滞在しなかった。

　あの東あず屋まやに長い時間居たくなかったのだ。

　歩を進める足取りは少しだけ重い気がする。

　立ち去り際の明日香が少し寂しそうな表情をしていた気がして、それが少し心残りだった。

　気分を変えるために、俺は近くにあった自販機で飲み物を二つ購入することにした。

「明日香、何がいい？」

「ん……ブラックコーヒーで」

　すぐに返ってきて、意外な気持ちになりながらボタンを押す。

　缶コーヒーを渡して、俺も同じものを買う。

　中身を飲むと、苦すぎて思わず眉を顰ひそめた。

　明日香は表情を変えずに喉を鳴らしている。

　俺は空気を変えるために、無理やり話題を作った。

「今日の授業は楽しかったなー」

「嘘うそつけ。学校楽しいはあるけど、授業楽しいなんて思うはずないでしょ」

「明日香が授業嫌いなことは分かったよ」

　そう言うと、明日香は不機嫌そうに鼻を啜すする。

「別に嫌いじゃないけど。話するんだったら、あんたのクラスでの生活についての方が聞きたいってだけ」

「ええ、そうは言ってもな」

　俺はまた思考を切り替えて、今日の出来事を想起する。

　今日は結構色々あった。

　中でも印象的だったのはお昼休みのキスだが、そんなの明日香に言える訳がない。

　だとすれば、やはり有あり栖す川がわから聞いた訓練合宿か。

「有あり栖す川がわ情報なんだけど、合宿あるってまじか？」

「なに、今更知ったの!?」

　明あ日す香かは驚いたように目を見開いた。

「あの子っ全然仕事してないじゃない！　ちょっと目離すとこれなんだから……！」

「あー……」

　一応有栖川はクラスの世話係らしいが、明日香の言う通りあまり機能している気がしない。

　まあ今の俺がクラスの世話係なんて望んでいないのを、有栖川が察しているからかもな。

　そう思った俺は、合宿の件に話を戻した。

「合宿ズル休みしたいって有栖川にも相談してたんだけど、そこらへんどう思うよ？」

「絶対にダメ、推薦に響く。休んだら五発蹴り入れるから」

「どうしてそんなに厳しいんですか！」

　明日香は一瞬口を閉じて、口元に弧を描いた。

「そりゃ、彼女だからっていうのもあるけど。あとは幼おさ馴なな染じみとしてかな」

「……幼馴染」

　まただ。

　また、俺に分からない話。

　何を話しても、どこかで分からない話が浮かび上がる。

　明日香と俺の中で最も乖かい離りしているのは、この過去の有無だ。

「そうよ。あんたのその辺りのルーズさを矯正するよう、頼まれてるからね」

「誰に頼まれてるんだ」

「そこは……あんた自身が早く思い出しなさいよ」

　そう言われたら、黙るしかない。

　一体誰なんだろうと思うが、大体見当はつく。

　俺の母親だろう。

　明日香は俺の家にいる時は、いつも遺影への挨拶を促してくる。言葉の節々から、母への感謝が伝わってきていたから。

「もちろん、私があんたといたいっていうのは前提としてね」

　明日香はそう呟つぶやくと、ピタリと足を止めた。

　目の前には六世帯が入居できる、二階建てのアパートが建っている。

　レンガ模様の外壁は、夕陽を赤く反射していた。

　オートロックのないアパートを眺めていると、明日香は俺に告げた。

「家うちについたわ」

「ん……」

　何だかんだで、明あ日す香かの家の前に訪れるのは初めてだ。

　池いけ上がみ公園と同じく、このアパートに関しての記憶にも靄もやがかかっている部分が多い。

　それは即すなわち、かつての真さな田だ勇ゆう紀きが明日香の幼おさ馴なな染じみとしてこの家を深く認識していたということ。

　にもかかわらず、何となく──植木鉢の置いてある玄関が明日香の住まう部屋に繋つながる気がした。

　そして、玄関先のドアが開いた。植木鉢の置いてある玄関だった。

　中からは見知らぬおばさんが顔を覗のぞかせて、こちらに気付く。

　目が合ってしまい反応に困っていると、おばさんは笑いかけてきた。

「あれ？　勇ゆうくんじゃない。久しぶりねえ」

　俺は仰天して明日香を見て、またおばさんに視線を返す。

　黒髪をキチンと束ねたメガネ姿の女性。

　覚えていないが、この状況から導き出される答えは限られている。

「またうちに遊びに来なさいねぇ。明日香との仲取り持ってくれた恩、ちゃーんと返さなきゃなんだから」

「お母さん。余計なことは言わないで」

「え？　よ、余計なことではないでしょ？」

「いいからいいからっ！」

　明日香はお母さんの背中をグイグイ押して、中に連れ帰る。

　そして少し仰のけ反ぞって、ひょこりと玄関先から顔を出した。

「なんか流れで送ってもらう形になっちゃって、悪いわね。あんた一人で帰れるわよね？」

「あ、当たり前だろ！　もう一ヶか月げつ以上経たつんだからな！」

　胸を張ってみせる。

　少しでも、今の俺を見てもらうために。

「あはは。そうね」

　明日香はなんとも言えない苦笑いを浮かべて、スッと姿を消した。

　ドアがゆっくり閉まっていく。

　一ヶ月。

　明日香は一度でも今の俺を見ようとしてくれただろうか。

　数パーセントだけでもあれば嬉うれしい。

　少しでも可能性があれば、あとはそれを広げていくだけだから。

　でも、もしもゼロパーセントだったら。

　俺は拳をギュッと握る。

　湊みなと明日香。

　真さな田だ勇ゆう紀きの彼女。

　真田勇紀の幼おさ馴なな染じみ。

　何もかも、情報は過去にしかない。

　いくら俺がこれから積み上げても、明あ日す香かの中ではずっと──

　玄関のドアが音を立てて閉まる。

　頭の奥でジンジンと何かが蠢うごめいている。

　視界の隅に差し込む夕方の陽光が、視界を紅あかく染め上げる。

　オレンジ色のボールが、玄関前に転がっていた。
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「ほら真田君、遅すぎるわよ！」

　担任の湯ゆ川かわ先生が、バスの乗車口から身を乗り出して厳しめの声を放ってきた。

　俺は急いでバスの運転手さんに荷物を預けて、乗車口に駆ける。

　出発時間が遅れている訳じゃないと思うが、点呼の時間を考慮してのことだろう。そうは分かっていても、ちょっとだけ腹が立つ。

　皆みんなの荷物がスペースから溢あふれていたので運転手さんを手伝っていたのだが、こうも頭ごなしに怒られてしまうとは。

　とはいえそれを表立って弁解しても面倒になるだけだ。

「すみませんー」

　乗車口からバスに乗り込むと、クラスメイトたちの視線が一斉に俺へ注がれた。こんなに一斉に浴びるのは、復帰初日の時以来か。

　でもあの時とは、視線の質が全く異なる。

「なにやってたの、皆みんな待ってるわよっ」

　湯ゆ川かわ先生は少し苛いら立だった声で俺に言った。

　誰かが笑いを溢こぼす訳でもなく、ただただ気まずい空気が車中に流れる。これが人気者だったら微笑ほほえましい空気になったりもするのだろうけど。

　あーやっぱり帰りてえ！

　そう思いながら、俺は最前列窓際の席に腰を下ろした。

　先生の席に最も近い場所。つまり一番不人気の席だった。

　隣にはまだ誰もいない。

「あれ、隣は？」

　俺が先生に訊きこうとした時、乗車口からカツンカツンと足音が聞こえてきた。

　俺と同じく遅れているのに、殆ほとんど焦った様子がない。

　赤髪を揺らした夢ゆめ咲さきが、その姿を現した。

「夢咲さんも遅い、何やってたの！」

　湯川先生が叱ると、夢咲がこともなげに肩を竦すくめた。

「バスの貨物スペースから皆んなの荷物が溢あふれてたので、運転手さんを手伝ってました。多分生徒の荷物量とスペースのサイズ、全然合ってないですよ？」

「えっ、そうなの？」

　湯川先生が意外そうな声を出す。

　そして夢咲の発言を確かめるためか、乗車口から出て行った。

「……隣座るわね」

　既に若干苛立っていそうな夢咲さんの声色に、俺は和かな笑みを作る。

「あ、うん。……ていうか今すごいサラッと嘘うそついたよな、手伝われた覚えなんて──」

「チクったら殺す」

「ゴメン」

　夢咲は俺の謝罪に何の反応も示さず、通路側の席に乱暴に座った。

　気まずい空気が流れている気がするが、隣の赤髪は頬ほお杖づえをついて無表情だ。

　何か話題を振った方がいいのだろうか……いやそんな仲じゃないよな。

　そう思案していると、意外にも夢咲から話しかけてきた。

「……よく有あり栖す川がわさんがこの席順を許したわね」

「ああ……そうだな。有栖川は席順決める時寝てたし、知らないんじゃないか？」

「……あり得る。てか、あの人なんで今日いないの？」

　夢咲は小声で質問してくる。

　俺も彼女に倣ならって、声を潜めて言葉を返した。

「モデルの仕事が急に入って、現地集合らしい」

　マネージャーに近くまで送ってきてもらうようだ。

　送迎なんて芸能人みたいだという感想を伝えた際は、「えー、平日は夕方以外スケジュール埋めないでって言ってるんだからその補ほ填てんだよ」と飄ひよう々ひようとしていた。

　慣れた様子だったので、過去に同様の例があったに違いない。

「そう。モデルの仕事、急に入れられたの……」

　夢ゆめ咲さきは短く答えて、乗車口に視線を向ける。

　声色や表情から胸中は読めない。

　少し反省した。

　かつてモデルを志した彼女にとって、思うところが皆無な訳はない。

　どう釈明の言葉を返すか逡しゆん巡じゆんしていると、乗車口から先生が戻ってきた。

　そして俺たちの席から通路を挟んで隣の席に腰を下ろし、夢咲に謝罪した。

「ごめんなさい。確かに荷物スペース例年より一回り小さいわね……」

　やっぱり確かめに行ってたらしい。

　疑ったことにも一応謝った方がと思ったが、夢咲は淡々とした口調で「はい」とだけ返事をした。

　夢咲と先生のやり取りをからかうような声は聞こえてこない。

　陰でグチグチ言う人間はいても、夢咲に直接何かを言える人間は少ないのかもしれない。

　世間体が悪くなったって、社長令嬢というステータスは健在なのでそれが普通だ。

　俺も、明あ日す香かや有あり栖す川がわの後ろ盾に助けられている。

　世間体に孤立を強いられているのに、世間体に助けられている。

　そんな思考に耽ふけっていると、夢咲が湯ゆ川かわ先生に静かに言った。

「そういえば、真さな田だ君も運転手さん手伝ってましたよ」

　俺は思わず隣を凝視する。

　湯川先生は驚いたような声色で反応し、中腰になった。

「え、そうなの!?　真田君、それならそうと言ってよぉ、遅刻扱いしちゃったじゃない！　ごめんなさいね」

「あー、いや。全然気にしてないです」

　まさか助け船を出してくれるとは思わなかった。

　気まずい空気から何かお礼を言おうと搾り出した結果、

「……窓際の席譲ろうか？」

「いらない」

　あっさりと夢咲は抑揚のない声で返事をする。

　目的地に到着するまでの間、喋しやべりかけても彼女は一切こちらに視線を寄よ越こさなかった。
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　事前に配布されたしおりにも記載されていたことだが、合宿のメニューは主に普段の授業でもできることをギュッと詰め込んだだけの内容だった。

　集団行動は体育の準備体操でもやっていることだし、合唱だって音楽の時間では毎度のことだ。

　他にも論文の講義、小テストなどもスケジューリングされているが、多めに時間を取ってあるのは合唱くらい。

　これでは泊まりがけの意味はないんじゃないかと思ってしまう。というか二泊は絶対にない。二泊だけは。

　だけど合唱にクラス対抗という要素が付け加えられたら、皆みんなそこに疑問を抱かない。

　むしろ泊まりがけという要素も相まって、愉たのしく燃えるイベントに様変わりである。

「おっしゃー皆んな、とりあえず合唱で勝つぞ！」

　高たか尾おの声掛けに、皆んな意気揚々と返事をする。

　溌はつ剌らつとした三組の雰囲気に置いていかれている俺は、ぶっちゃけ気まずい。

　クラスが溌剌となればなるほど、気まずさは加速する。

　光が強いほど影が濃くなるとはよく言ったものだ。

　あまりに気まずいので、同じく置いていかれていそうな夢ゆめ咲さきに話し掛けることにした。

　二人とも、クラスメイトの輪から三歩後ろに離れた隅っこに体育座りしている。

「なあ。この時間って何の意味があるんだろうな」

「当然のように喋しやべりかけてこないでよ」

　夢咲は吐き捨てるように言った。

「いいじゃん、皆んな高尾に夢中だし」

「無神経なやつ……アンタが私を振ったこと、皆んなにバレてんのよ？　イラつくわ」

　夢咲は毒づいた後、小さく溜ため息いきを吐ついた。

　……それもそうか。

　俺には、夢咲を振った際の記憶がない。

　夢咲に関しての記憶は、復帰初日の教室で真さな田だ勇ゆう紀きに振られたことを胸の内に隠しながらも冷静な対応をしてくれた時から始まった。

　自身の目的のためにひなを蹴落とそうとした人間だけど、人に好かれる一面があるのも知っている。

　だからこうして話しかけてしまうのだが、やっぱり避けた方がいいのだろう。

　自身にそういったデリカシーが欠如しているのは、何となく自覚できる。

　本来明あ日す香かがこの光景を見たらすっ飛んできてもおかしくない場面だ。

　心の一線を踏み越えてしまうのは、記憶喪失か、元々備わっていたものなのかは分からないけれど。

「……クラスの雰囲気の醸成じゃない？」

「ほへ？」

　呆ほうけた声を出すと、夢ゆめ咲さきが顔を顰しかめた。

「質問に答えたのよ？　この時間の意味ってやつに。なに、馬鹿にしてんの」

「ご、ごめんそういうことじゃなくてだなっ」

　しっかり答えてくれたことに驚いただけだ。

　そして内容もしっかりしている。

　思えば夢咲は社長令嬢で、元々はこのクラスのリーダーでもあった。

　一年生からクラスの最前線にいた訳だし、色々と考えもあることは明白だ。

「結束が固まると、先生が管理しやすくなる」

「管理ね……」

「こういうイベントって、どこかでリーダーが生まれるでしょ。その人にアプローチすると、クラスの雰囲気はすぐに知れるし、その人さえ手中に入れたら御し易やすい」

「待て待て、そうなのか？　ほんとにそうなのか？」

　発言主が普通の同い年なら、ネットで覚えた知識だと気に留めないかもしれない。

　だけど夢咲なら話が別だ。

　汚い大人おとなの社会を目まの当あたりにしてきた結果の発言だとしたら、哀愁さえ覚えてしまいそうだ。

「え、当然でしょ」

「本当に当然みたいな顔だな。大人って皆みんな捻ひねくれた考え持ってんのか」

　夢咲がキッと睨にらんでくる。

　……今日初めての視線の交差がコレだなんて。

　でもまあ、俺たちの関係性なら妥当なところか。

「そういう側面もあるって話よ。これが全部なんて言ってないでしょ」

「いや、確かに言ってはないんだけど」

　一発目に出てくるということは、きっとその大部分を占めているという訳で。

　そう言おうとして、途中でやめた。

　言葉を返せばまた二倍になって返ってくる気がしたからだ。

　しかし途中でやめたことを察したのか、夢咲は不快そうに言葉を紡ぐ。

「今絶対に中断したわね……。有あり栖す川がわさんのものじゃなかったら、アンタなんか──」

　悔しそうな言葉尻に耳を傾けた時、前方から声が飛んできた。

「なあー、そこの二人ともっ」

　高たか尾おが気まずそうに近寄ってきていた。

　刈り上げ部分に掛かった茶髪がエアコンの風で揺れている。

「なに？」

　夢ゆめ咲さきが反応すると、高尾が苦笑いした。

「いや、今合唱コンの話してたんだけどさ。二人とも〝時の旅人〟でいいかな？」

「あー、うん。……いいんじゃない？」

　夢咲はどうでも良さそうに返事をして、髪を手で梳すいた。

　すると、高尾の隣からスポーツ刈りの男子生徒がこちらを覗のぞき見みた。

　名前は千せん田だ優ゆう斗と。

　時折授業中にも大きい声で発言するから、彼の名前は割と早い段階で覚えられた。

　そして勝手ながら、彼に対してあまり良いい印象は抱いていない。理由は簡単。

「オイ、二人」

　……この通り、乱暴な口調だからだ。

　有あり栖す川がわをナンパしていた表彰台トリオの方が、いくらか優しそうなものである。

「お前らに質問。なんでそんなイチャつける訳？　クラス皆みんなで話してんのにさ」

　千田は侮蔑の笑みを浮かべて、俺に言葉を投げてくる。

「真さな田だよぉ。そんなんだから机に変なの置かれるんだぜ」

「……その皆んなの輪の中に入っても仕方ないような環境なんですけど。もしかして机にプレゼント置いてくれたのお前なのか？」

「は？　なんだそれ、知るかよ気きし色よく悪い」

　これ以上は、真っ向から反論する気にはなれない。

　有栖川がいないのを良いことに、千田の声色はいくらか高圧的だ。

　夢咲との騒動前、休憩時間に一度話した時は悪い印象はなかった。けれど弱い人に厳しいタイプらしく、カーストが落ちてからはこのザマだ。

　そんな人間と揉もめても何の得にもならない。

　そう思って素直に謝ろうとすると、千田は視線を夢咲に移した。

「夢咲さ、いつも仕切ってたのに裏が捲まくれた瞬間にそういう感じになるのってどーなの。とりあえずいつもみたいに前に出て仕切ろうとか思わん訳？」

「そうね。そう思えない自分が我ながら情けないわ」

「何が我ながらだよ、いいから前出て喋しやべってみろよ」

　千田はせせら笑うように言う。

　今の夢咲が仕切ろうとしても、真ま面じ目めに従う人は過半数を切るはずだ。

　発言力のある千田のような生徒が何人か従わないだけで、クラスメイトの大半は流される。

　千せん田だには夢ゆめ咲さきにもう三組を仕切る力がないと分かっているのだ。

　そう考えていると、隣で夢咲がフッと笑った。

「──有あり栖す川がわさんがいないと随分元気ね？」

「はあ？」

　空気が凍る。

　千田がまじまじと夢咲を凝視するが、彼女は全く臆することなく言葉を連ねた。

「私と有栖川さん、二人がいなくてようやく伸び伸び大きな声で喋しやべれるって訳。でも残念、それを気にして喋らなきゃいけない時点でアンタは私と同じ穴のムジナ。カーストとか気にしてるからそんな情けないムーブになんのよ」

　ウオオイ言い過ぎでは!?

　一の攻撃に三で反撃するタイプですか、いや確かに夢咲がそのタイプって納得感しかないですけども！

　千田の顔色は腐ったリンゴのように赤黒くなり、あからさまに眉を顰ひそめる。

「てめえ、調子乗ってんじゃねえぞ」

　そしてあろうことか、夢咲に向けて手を伸ばした。

　指の第二関節が曲がり、襟付近を掴つかもうとしているのが判わかる。




　──それはダメだろ。




　夢咲に伸びる手に、反射的に自身の手を割り込ませる。

　千田の手を払はらい除のける形になり、彼は驚いたように目を見開く。

　二人の間に割り込んだ俺は、どうにでもなれと思いながら言った。

「なあ、もういいだろ？　俺が夢咲に話しかけたんだよ。悪いのは俺だ」

　俺の介入は予想外だったのか、びっくりした表情の千田は少し固まる。

　しかし数秒後に思考が追いついてきたらしい。

　千田は口角を歪ゆがませ、絞り出すような声で返す。

「へぇ……庇かばうんだ。さすが三股ヤローだな。やっぱり夢咲を振ったのも惜しいってことか」

「やめろって」

　高たか尾おが横から窘たしなめた。

　高尾は俺と千田、そして夢咲との共通の友達。

　この場を収められるのは俺ではなく、高尾しかいない。高尾自身もそれを自覚しているのか、千田に「頼むから」と繰り返す。

　数秒間の沈黙。

　やがて千せん田だは「なんでお前まで庇かばってんだよ」と小さく舌打ちして、皆みんなの輪に戻っていった。

　……とりあえず一件落着か。

　気付けば、冷たい視線がいくつかこちらに向けられていた。

　やはり、この三組は千田のような生徒に流されている。

　でも喋しやべっていたのは俺らが悪いので、今後は控えないといけない。

「あのさ」

　高たか尾おの声に反応し、俺は視線を彼に移す。

「一応形だけでも輪に入ってくれないか？　有あり栖す川がわがいないと、庇い切れない時もあるっていうか」

　高尾の発言に俺は「ごめんな」と謝り、あっさり頷うなずく。

　迷惑は掛けられないので当然だ。

　だけど、驚いたことに隣にいる人物は違うようだ。

　夢ゆめ咲さきは手をフリフリ振って、口を開いた。

「私らその輪から弾はじき出だされてんのよ？　放っておいて」

「おい!?　夢咲っ」

　小声の抗議に、夢咲はあからさまに睥へい睨げいする。

「っさい、かんけーないでしょアンタは」

　そう言われたら──そうなんだけど。

　返す言葉が見つからずに高尾に視線を戻すと、彼は少し申し訳なさそうな顔をしていた。

　夢咲の言葉は先程まで俺が思っていた内容そのものだったので、複雑な気持ちだ。

　この場でハッキリ言語化できる度胸が、三大派閥筆頭たる所以ゆえんなのだろうか。

　高尾はまだ何か言いたげだったが、千田の「んなとこいないでこっちこいよー！」という掛け声に反応し、渋々輪の中に戻って行った。

　高尾の後ろ姿を見ながら、俺は呟つぶやく。

「……高尾は優しいな」

　夢咲は返事をしなかったけれど、否定もしなかった。

　それが答えだ。

　今の立場を考えたら、俺たち二人はあまり高尾に関わらない方がいい。

　多分、夢咲は高尾のことだけは。

　俺もそれ以上は言及せずに、暫しばらく無言でクラスの動向を眺めることにした。

　外野から俯ふ瞰かんすると、クラスの動向は分析しやすい。

　夢咲が失墜し有栖川もいない二年三組は、どこか伸び伸びしているのが分かる。

　合唱のクラス対抗は指揮者やピアノはクラスの人間から選抜するようだが、どちらもできる人がおらず、クラスは膠こうち着やく状態になっているのが現状だ。

　誰も話し始めず、前に立つ高たか尾おは先程からずっと困ったような顔をしている。

　伸び伸びしているという言葉は、裏を返せば気が抜けているということ。

　目線が前方と手元を行き来している生徒は、恐らくスマホを操作しているに違いない。

　それらは特に男子に顕著だった。

　普段有あり栖す川がわや夢ゆめ咲さきによって引き締められていた気持ちはすっかり弛し緩かんし、合唱コンクールの取り決めには早くも飽きが来ているのだ。

　自分のクラスに関心がいかない視線はバラつき始め、先生の目が届かない環境ではスマホを操作し始める生徒が出てくるのも当然だった。

「おいおい、そういう高尾はやってくれないのか？」

　千せん田だの提案に、高尾は少し苦笑いを浮かべる。

「うーん……誰もいなかったらやるけど。歌うの好きだし、誰かいたら良かったんだけどな……」

　高尾がそう言った途端、雰囲気が更に緩むのを感じた。

　誰もいなかったらという枕言葉は、私が引き受けますという都合の良い言葉に変換された。

　それが証拠に、クラスメイトの一部は小声で雑談を始めている。

　今までは当てられないように身体からだを縮こめていたのにだ。

　高尾は諦めたように溜ため息いきを吐ついて、ホワイトボードに自分の名前を書き始める。

　しかし、千田は高尾の友達。

　千田は高尾の気持ちを察したのか、違う人を探すために視線を泳がせた。

　自分が指揮者をする選択肢はハナからないのか。

　でもまあ、友達想おもいなのは良いいことだ。

　そう思おうとした時だった。

「ピアノは有栖川って話だろ？　じゃあ、俺に案があるんだけどさ」

　千田の視線がこちらに向けられる。

　それと同時に、聞こえてきた文言に反応したクラスメイトたちの視線が次々と注がれたのを感じる。

　あー、まずい。

　四月から五月にかけて、何かと決め事が多い時期は夢咲が纏まとめていたはずだ。

　最も大きな三大派閥の筆頭が前に立てば、自然と視線は集約される。

　そして仮にはしゃぎたくなっても、有栖川の目も気になるのが男心。

　どちらも失った二年三組の本性が、ここに出るような予感。

「夢咲さー、指揮者興味あるだろ？　引き受けてくれるよな」

　千せん田だの言葉に、誰も声を出して反応しない。

　しかし否定の言葉も出てこない。

　皆みんな、ただの傍観者。

　これが三組の正体だ。

　夢ゆめ咲さきは眉をピクリと震わせ、あっさり拒否した。

「嫌よ。私別に興味なんかないから」

「は？　興味あるだろ、あんなに仕切ってたんだから。指揮者がぴったりだろ」

「つまんな。興味ないって言ってんのが聞こえないの？」

　誰かに同意を求めてニヤニヤしていた千田に、夢咲は容赦ない言葉を放つ。

　地位を失っても、人前で発言する機会は減っても、中身は夢咲のままだ。

　変わったのは周り。千田もその内の一人で、あからさまに顔を顰しかめた。

「お前さ、さっきから何で俺にそんな口──」

　きっとロクな言葉が出ないな。

　そう直感した俺は、すっくと腰を上げた。

　俺の挙動を視認して、千田が口を閉じる。

　好奇の視線。

　周りも表立って賛同しないだけで、何も口出ししてこない。

「俺がやるよ」

「あ？」

「俺がやる。それでいいだろ？」

　周りの視線が一斉にこちらに向けられる。

　下へ手たしたら、さっきの夢咲よりも注目を浴びているような気がする。

　夢咲も驚いたような表情で俺を見上げていた。

「……さすが、三大派閥全員をオトした男はちげーな。噂うわさが本当ならだけど」

　千田は面白くなさそうな声色でそう言って、続けた。

「じゃあ、指揮者は任せるわ。失敗すんなよ」

　捨すて台詞ぜりふとともに、千田は輪の中に戻っていく。

　それが合図となってクラスメイトの輪がバラけていき、この場が一旦お開きになったことが分かる。

　今から集団行動の時間のため、体操服に着替えないといけない。

「余計なことしないでよ」

「……勝手だろ。俺のためにしたんだよ」

　夢咲のためじゃない。

　あくまでこの事態を傍観する自分でありたくないという気持ちに従っただけだ。

　時には逃げていい。だけど逃げられないこともある。

　それは今の俺が、今の俺であり続けるために必要なこと。

　夢ゆめ咲さきは暫しばらくこちらを見上げていたが、やがて気け怠だるそうに腰を上げて、小さい声を出した。

「今のアンタ、なんか良いいわね」

「え？」

「……何でもない」

　夢咲はぶっきらぼうに呟つぶやく。

　そして歩こうと伸ばした足を止めて、おもむろにこちらへ振り返る。

「さっきの話だけど、アンタに一つだけ忠告してあげるわ」

　俺が反応を示す前に、夢咲は言葉を続けた。

　嬉うれしい言葉の余韻を打ち消すような、あくまで冷たい声色だった。

「──有あり栖す川がわさんのこと、あんまり信じすぎない方がいいわよ」

「……は？」

「アンタとの向き合い方は、他の二人とは違いそうだし」

　反論は出なかった。

　夢咲の言葉は、内情を知らない彼女から見ればある意味当然だと思っていたから。

　……そりゃ、そうだろ。
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　今の俺を認知しているのは、有あり栖す川がわだけなんだから。

　更衣室へ向かう夢ゆめ咲さきの背中を眺めながら、俺はそう結論づける。

　胸に渦巻く感情に、重い蓋を被かぶせながら。












七話　有栖川、合流！









　集団行動の練習時間はたっぷり三時間取られていた。

　湯ゆ川かわ先生の指導の下もと、休憩もなしに練習ぶっ続け。

　いくら合宿といえど、もっと有意義な時間の使い方はあるはずだ。

　少なくとも、合唱コンクールの練習の方がまだ納得できる。

　重くなった身体からだをストレッチでほぐしながら、俺は頭の中に愚痴を巡らせる。

　集団行動を上う手まくこなしたって一体何の意味があるんだ。

　成績に加点される訳でもなし、リーダーじゃない俺には内申点に影響がある訳でもない。

　三組に愛着があれば、皆みんなとの一体感に楽しい気持ちも湧くだろうけど、生あい憎にく今の俺には記憶すらない。

　元々絡みがなかったとはいえ、顔を覚えるタイミングで嫌われてしまっては愛着なんて皆無だ。

「じゃあ各自着替えてから、合唱練習を始めましょう。今が十四時……そうね、時間割通り十五時には第二会議室に集合するように。ちょっと時間空くから、ハメ外さない程度に休憩──」

　湯ゆ川かわ先生が言うと、運動場から歓喜の返事が上がる。

　同時に俺は腰を上げて、皆みんなから距離を取るために歩き始めた。

　山中にある施設の運動場は、高校のそれより一回り広い。

　集団行動開始の号令から漸ようやくやってきた自由時間に、クラスメイトたちは愉たのしそうにはしゃぎ始める。

　どこからともなくボールが湧いて、「男子、ドッジボールしようぜ！」と誰かが呼び掛ける。

　ドッジボールか。

　自分がドッジボールをやっていた記憶はあるが、かなり昔の感覚だ。

　誰とやったか覚えていないので想像するしかないけれど、多分小学生の頃だろう。

　オレンジ色のボールも記憶のどこかにあった気がする。

　このはしゃぎ様から、皆んなもドッジボールは久しぶりなのかもしれない。

　愉しそうな光景を横目に、俺はそそくさと路上へ避難する。

　有あり栖す川がわもまだ来てないし、高たか尾おは皆んなの輪の中。夢ゆめ咲さきもいつの間にかフェイドアウト。

　独りの俺にとっては、授業中より休憩時間の方が退屈な時間だ。

　ネットを潜くぐって路上に降り立つ。

　後方から聞こえる歓声を意識からシャットアウトして顔を上げると、すぐに荘厳な施設が視界に入った。

　山中に似合わない、三階建のコンクリートの塊。

　施設『はるかぜ』は坂道を三分ほど登った先に建っており、中には会議室、離れには体育館まで存在している。

　施設の間取り図を見た限り休憩部屋もそこかしこに配置されており、学年二百人超が一堂に会しても一人になれる場所がありそうなのは救いだった。

　一足先に更衣室で制服に着替えて、余った時間は何ど処こかでゆっくりしたい。

　十八時くらいまではクラスで過ごす時間割だし、場所の候補はいくらでもあるはずだ。

　今から合唱の練習にも三、四時間取られることから、多分ここしか気を休められる時間はない。

　しかし一足先に戻った俺を待っていたのは、悲しい現実だった。

「更衣室の……鍵がない」

　思わず絶望して呟つぶやいた。

　そういえばこの部屋の鍵は高尾の管理下にあった。

　これでは早く離脱した意味がない。

　この更衣室はあくまで一時的なもので、次の時間割では合唱練習に使用される。

　男子が着替え終わると普通の会議室に様変わりして、すぐに女子も入室してくるはず。

　このことから、制服が置きっ放しになるのはマズい。

　仮に男子がドッジボールを早めに切り上げて帰ってきたら、置きっ放しにされた制服にどんな悪いた戯ずらをされるか分からない。

　一人だけ体操服で歌うのは、さすがに勘弁してもらいたい。

　とはいえ今から運動場に戻って合流すると逆に目立つし、男子の帰りが確認できる場所で待機した方がいいだろう。

「くそぉ……」

　馬鹿正直に入り口の前に佇たたずんでいると何かしら要らない反応もされそうなので、俺は角を曲がり誰にも見えない位置に移動した。

　暇を潰すためにスマホを取り出すと、明るくなった画面に通知が一つ視認できる。

『hina : 先輩、合宿楽しんでますか？』

　ひなだ。

　迷った末、素直な感想を返信することにした。

『Yuki : まー普通かな。いつもと同じ感じ』

　すると、すぐに既読がついた。

　今は丁度休み時間か。

　遊ゆう崎ざき高こう校こうはスマホをいじっちゃいけない校則だったはずだけど、意外とひなも守っていないようだ。

『hina : そっそうですよね……！　すみま、すみません！』

　文言の後に、猫が落ち込んでいるスタンプが送られてくる。

　なんで文字でもつっかえてんだよ。

　俺はそう思いながら指を走らせた。

『Yuki : そういう意味じゃないって。元々こんな感じだよ』

『hina : それならその……良かったですけど。いや良くはなくて』

　やっぱり自分の一件で尾を引いていないか心配だったのか。

　俺は後悔してないし、気にしないでほしい。

　とはいってもすぐには難しいかもしれないし、一旦話題を切り替えよう。

『Yuki : ていうか校内はスマホ禁止だぞ？　俺が言えた義理じゃないけど』

『hina : 私今日休んでるんで校則違反じゃないですよ！』

『Yuki : え、風か邪ぜか？　大丈夫か』

『hina : 先輩に心配されたヤバい……』

　……会話にならない。

　ツッコもうか迷っていると、ひなのトーク欄が着信画面に切り替わった。

　流麗なスタイルが視認できるアイコン。

　有あり栖す川がわ紗さ季きからの着信だ。

　俺はひなに心の中で謝りながら、少しの逡しゆん巡じゆんの末に電話へ出る。

「もしもし」

　そう言うと、耳元から『おっ』と嬉うれしそうな声がした。

『やっほぉ。勇ゆう紀きくん、今どこ？』

「待ち合わせみたいに言うな。はるかぜ施設の三階って言って分かるのかよ」

『分かるよ～』

「分かるんかい、それはすげえな！」

　合宿のしおりには施設の間取り図などは載っていなかったはずだけど、調べたのだろうか。

『マネージャーさんが施設ググって調べてくれたんだぁ』

「調べさせたの間違いでは……？」

『じゃあ入り口まで迎えに来てくれないかな。私場所分からなくて』

「どっちだよ！」

　そうツッコむと、電話先が無言になる。

　雑音すら聞こえず、最近のノイズキャンセリングって有能なんだなあと思って数秒。

　画面を確認すると、余裕で電話が切れていた。

「……ほんっと唯我独尊だな」

　有栖川だからという理由で納得してしまうあたり、慣れてしまっている。

　俺は仕方なく、人ひと気けのない通路を後にした。





　◇◆






　施設『はるかぜ』には三つの出入り口がある。

　正門、裏門、そして非常口。

　非常口は回り道をしなくちゃいけない分、恐らく誰も通らない。

　そんな希望的観測が当たって誰にも会わずに有栖川の下へ辿たどり着つく。

　少し離れた場所からでも、彼女のスタイルの良さは視認できた。

　集団行動の中にいても、有栖川だけはずっと目立ってしまいそうだ。

　有栖川は俺の姿を視認すると、ニコリと口角を上げた。

「やっほ。何で体操服着てるの？」

「集団行動の練習してたんだよ……有栖川は大丈夫なのか、一日の半分も欠席してさ。合唱コンも伴奏にされてたけど」

「大丈夫だよ、元々その話は貰もらってたしね。候補の曲も知ってるものばっかりだし」

「まあ、そうだろうな」

　いくら千せん田だでも、やっぱり有あり栖す川がわには逆らえない。

「今日は公欠扱いだし、ご飯の時間から皆みんなに合流しよっかなぁ」

「それはズルい！　合唱練習には来いって！」

　俺が地団駄を踏んで言うと、有栖川は微笑して近付いてくる。

「ほんとは明日十時まで合流できない予定だったもん。仕方ないよね」

「実際先生も何も言わなさそうなのが怖いわ。仕事であっさり公欠扱いだしさ」

　もし他の人が逆の立場だったら、こうした免除なんて一切されなさそうだ。

　学校側の管理できないインフルエンサーというのが、先生側の圧力を緩めているのかもしれない。

　基本的に、有栖川は先生に従う訳だし。

　……そういえば明あ日す香かも言ってたな。

　先生方の中にも、有栖川のファンは交ざってるって。

　そんなことを考えていると、有栖川は言葉を紡いだ。

「ね、行こっか。ごめんね、案内してくれるかな」

　有栖川は案内を依頼したのに、何な故ぜか先を歩いていく。

「えー、俺途中参加の人をどこに案内すればいいかなんて分からないぞ」

「座れるところなら何ど処こでもいいよお」

「座れるところかあ」

　それなら、ひとまず男子更衣室と化した会議室付近に案内するか。

　廊下には確かベンチと自販機があったはずだし、いつもの昼休みみたく雑談していればすぐに時間は過ぎると思うし。

「疲れたなぁ」

　有栖川が珍しく疲弊の言葉を口にする。

　俺でも分かる、本当に一般的な言葉。

　だけど有栖川の口から出てきたのが意外で、俺は視線を横に流した。

　無言で歩を進めても、有栖川はこちらに顔を向けない。

　彼女のこともなげな表情の裏には、何が隠されているんだろう。

　そのまま数秒眺めていたが、中々視線が外れてくれなかった。

　今まで見せたどの表情とも異なる顔に、釘くぎ付づけになってしまったらしい。

　やっと俺の視線に気が付いたのか、有栖川は目を瞬まばたかせた。

「お？　どうしたの」

「いや。有あり栖す川がわでも疲れることあるんだなってさ」

「ふふ、なにそれ。普通にあるよ」

「いつも元気──溌はつ剌らつって訳じゃないけど、ニュートラルだし」

「いつもニュートラルって、変な日本語」

「ニュートラルは英語ですう」

「そういう意味じゃないけど、まあいいや」

　有栖川はニコリと口角を上げる。

　いつもの彼女の笑顔だ。

「仕事終わりだからね。……疲れることもあるよ」

　……フォロワー25万人の有名モデル。

　その仕事には、俺のような一般生徒の理解の及ばないものが沢山あるに違いない。

「だよな。有栖川でも、自分に向いてないって思うこととかあるのか？」

「うーん。どうだろ」

　以降の返事はない。

　あまり今続けたくない話題というのが解わかったので、俺は話を戻すことにした。

「てかあれだな、明日合流のはずだったのに随分早いよな」

「うん、撮影巻いてもらったからね。スケ固めれば一日で終わる量だったし」

「へえ……なんつうか、やっぱ大人おとなだ。急いでたなら、そりゃ疲れる」

「急いだねぇ。勇ゆう紀きくん、今のクラスじゃ私がいなくちゃ辛つらいでしょ？」

　有栖川はそう答えて、こちらに視線を向ける。

　澄んだ瞳は、俺の心の奥まで見透かすような印象を受ける。

「……それは、まあ」

　返答に窮していると、有栖川は肩を竦すくめた。

「辛いもんね」

「んー……」

　正直、分からない。

　辛いと言われたら、辛い気がする。

　記憶を失った当初は現状を楽しむ気持ちがあったけれど、環境がこうも変わってしまっては気持ちを維持するのも難しいのは確かだ。

　だけど、有栖川が懸念するほど酷ひどい目にあっているかと言われたら、お陰様でそこまでには至っていない。理由も理由だから、割り切れた。

　じゃあ今楽しめてないのは何な故ぜだ。

「今の君には私がいないとね」

　心の挙動を握ろうとしてくる発言。

　俺自身、まだ自分を解わからないのに。

　だけどそれが彼女なりの気遣いの表れな気がして、あえて否定しないことにした。

　実際、有あり栖す川がわのこうした一面に助けられている節もある。

「行こ？」

　有栖川は俺が追い付くのをちょっと待って、また背を向ける。

　遠くからドッジボールの歓声が聞こえたが、すぐに意識から掻かき消える。

　今度の歩調は、こころなしか先程もよりも早まっていた。





　◇◆






「ふうん。隣の会議室で男子たち着替えてるんだ」

　施設の中に辿たどり着つくと、有栖川は愉快そうな声を出した。

　男子更衣室になっている会議室を通り過ぎて、角を曲がった先にある部屋。

　十人収容程度の小規模な会議室だ。

　パイプ椅子が三つ並んでいるのを見つけて、二人で座るために歩を進めていく。

　俺は腰を下ろしたが、有栖川は佇たたずんだままだった。

「座らないのか？」

　そう呼びかけて、俺は背もたれに身体からだを預ける。

　他は軒並み施錠されていて、入室できたのは更衣室の隣にあるこの部屋だけだった。

　此こ処こだと男子たちの帰還が音で判わかる距離なので、何かと都合が良いい。

「あれだね、勇ゆう紀きくん。案内する場所が中々尖とがってるね」

「どゆこと？」

　気の抜けた返事をすると、有栖川が視線を辺りに巡らせた。

「ここ、さっきの正面口から入ってきた人たちからはバレづらい部屋でしょ？」

「あー、まあ。皆みんなに見られたら色々面倒だし」

「こんなに人ひと気けのない部屋で、君は一体なにしたいのかな」

　有栖川は壁に背中を預ける。

　チラリと視線を送る彼女に、俺は目を丸くする。

　数秒後にやっと理解した俺は、弾はじかれたように腰を上げた。

「な!?　いや全然っそういう意味じゃないぞ!?」

「ふふ。別に、キスくらいならいいでしょ？　何回もしてるじゃんー」

「良くねーよ、もっと自分を──」

「あはは、建前きらーい」

　有栖川は近寄ってきて、俺の唇に指を重ねる。

「キスって悪いことじゃないじゃん？　今日は疲れた彼女を労ねぎらってよ」

「悪いことではないかもだけど、俺らはまた違うだろ！　あといつも不意打ちだし！」

「でも良かったでしょ？」

　有あり栖す川がわはニコリと笑う。

　あまりにも自然な表情。

　きっと有栖川は俺とのキスでも感情が殆ほとんど動いていないのだろう。

　だけど、俺の口から出た言葉は今しがたの思考回路とは離れたものだった。

「なあ、有栖川。疲れてるなら、話聞くぞ？」

　口をついて出た言葉に、俺はすぐに黙る。

　──何口走ってんだ、俺。

　先程有栖川が疲れてるように見えたのは確かだ。

　だけど今は別に疲れているなんて感じはなかったし、会話の流れを無視するチグハグな返事になってしまった。

　それに俺に話をしたから疲れが取れるなんて、彼女の脳内がそんな単純にできているはずがない。

「……お堅いなぁ」

　有栖川は小さく息を吐ついて、また壁に背を預けた。

　どうやら俺の返事を、キスを拒否する口実として捉えたようだ。

　俺自身も、今しがたの直感は言語化できない。

　有栖川が口を開くのを視認して、俺は思考を放棄した。

「話かぁ。何話そうかな」

　先程から感じていたが、彼女が壁に体重を掛けている姿は珍しい。

　……いやそうじゃなくて。

　話そうとしてくれているのが、正直意外だ。

　とはいえそれ自体は嬉うれしいことなので、俺は耳を傾ける。

「まずねぇ。疲れてるのは、精神じゃなくて体力的にだよ。モデルって意外と体力使う仕事なの」

「へえ。同じ場所に立ちっぱなしだからか？」

「それもそう。撮影前に筋トレで身体からだを絞るのは、見栄えのためだけじゃないんだから。まあ見栄えが九割九分ではあるけど」

　心なしか、有栖川の声は僅かに沈んでいるような気がする。

　顔色までは読めないが、彼女の心がいくらか透けている気がした。

「大勢の大人おとなの前で、表情管理するのは中々疲れるよ」

「……だろうな。同い年の前だって緊張するのに。じゃあやっぱ精神的にも疲れてんじゃん」

「あー…かもね。自覚なかったのかな。おかしいな」

　髪を梳すく彼女の顔は、いつになく等身大だった。

　有あり栖す川がわも高校二年生。

　他の人と異なる活動をしているだけで、年齢は皆みんなと変わらない。

　有名モデル。フォロワー25万人。三大派閥筆頭。

　俺はいつの間にか有栖川紗さ季きは特別だと認識してしまっていたようだ。

　有栖川がかつての俺と仲良くなったのは、俺が彼女に対して何の気も遣わなかったから。

　そこが周囲の人間と異なり、楽だった。

　初めての昼休みで、有栖川はそう教えてくれた。

　……今の俺が、その色いろ眼鏡めがねで見てどうする。

「人気者ならではの苦悩ってやつかも。そんな凄すごい人を、君は彼女にしてる訳だ」

「でも、有栖川は有栖川だろ」

　陽気に言葉を続けようとしていた彼女に、俺は言葉を重ねる。

　有栖川が俺自身を見てくれるように、俺も有栖川自身を見る。

　そんな思考から出た言葉。

　開け放たれた窓から、生なま温ぬるい風が二人の間を通り抜ける。

　有栖川は口を閉ざして、小首を傾かしげた。

「──なぞろうとしないでいいよ？」

「え？」

「前の君の足跡をなぞろうとしないでいいよ。君は君でしょ。前の君は、関係ない。私は、今の君と話してる」

　俺は返答に窮し、口を閉じる。

　──いつもだ。

　いつも有栖川は、今の俺の味方をしてくれる。

　前の俺がきっかけで仲良くなったはずなのに、前の俺に執着しない。

　それがいい。

　だから、有栖川は今の俺の味方といえるのだ。

　だけど──だけど。

　きっと健全なのは、明あ日す香かやひなだということも理解している。

　明日香やひなは、仮に今の俺という人格を認知しても、味方することはないかもしれない。

　知り合った理由も惚ほれた理由も、今の俺に帰属しないのだから当然だ。

　俺自身が彼女たちと時間を共にしていないから、きっと絆も弱まっている。

　特に明あ日す香かからは、日が経たつごとに焦燥感が伝わってくる気がする。

　だが、有あり栖す川がわは明確に異なる。

　病室で初めて会った時から、彼女の中に感じるのは多分──悦よろこびだったから。

「なんで有栖川は、今の俺に味方してくれるんだ？」

　それは客観的に見れば当然の疑問だった。

　今の俺を確立してすぐに学校環境が悪化したこと、そもそも日が浅いことでその疑問は殆ほとんど抱いてこなかった。

　抱きたくなかったといった方が正しいかもしれない。

　今の自分にも誰かを惹ひきつける何かがあると信じたかったから。

「好きだからだよ？」

　……有栖川らしい。

　そう言ってくれると思っていた。

　明日香然しかり、恋人だからその気持ち自体に偽りは無いと信じている。

　だけど。

「それだけじゃないんだろ？」

　微かすかな風にカーテンが靡なびく。

　俺の問いに、有栖川の顔色は変わらない。

　いつも通り、眉一つ動かない。

　しかし僅かながら、返事までの時間が長かった。

　有栖川との間に訪れた沈黙は、思おもいの外ほか気まずいものだった。

　空き部屋に響くのは換気扇の回転音だけ。

　俺は目的もなく視線を泳がせようとしたが、直前に有栖川が口を開く。

　彼女の口から発せられるにしては些いささか冷徹な声色だった。

「空っぽな人って、芯がないよね」

「……藪やぶから棒ぼうだな」

「そうでもないよ。人は積み上げてきたものが芯になる。最初はゆらゆら揺れていても、あっちこっちに傾いても……次第に時間と経験を重ねるうちにね。でも君は芯そのものがあるかすら曖昧でしょ。生まれてきたばかりなんだし」

「答えになってないっての。それとも俺が空っぽだって言いたいんだったらその通りだぜ？　まだってだけだけどな」

　俺が素直に認めると、有栖川は顔を綻ばせた。

「うん。勇ゆう紀きくんは、私に似てるところがある。……これが答えかな」

「……似てるところ？　俺たちが？」

　訊きき返しても、有栖川は返事をしなかった。

　俺から視線を逸そらさずに、おもむろに近付いてくる。

　二人きりの部屋に、肌が今にも触れそうな距離。

　思わず身体からだを硬くしたが、想像していたことは起こらなかった。

　フローラルな香りが鼻び腔こうに入り、緊張が僅かに弛し緩かんする。

「この話は終わり。ねぇ、そろそろ建前の話やめよっか」

「建前かよ、今の答えなんだったんだ」

「建前はここ最近の話。今の答えは、私の本心」

　有あり栖す川がわは俺の返答をこともなげに否定して、ゆっくり瞬まばたきする。

　そして、口を開けた。

「──君は、以前の君をどう殺せばいいと思う？」

「……は？」

　思わず目を見開いた。

　訳が分からない。

　いきなりの質問にそう返事をしようとした俺に、有栖川はまた見透かしたような笑みを浮かべる。

「勇ゆう紀きくんは前の自分に戻りたくないんでしょ？　というより、今の自分を消したくない。じゃあ、君は前の君を殺さなくちゃ」

「何言ってんだよ。殺すなんて不可能だろ？　そりゃ全然医学的根拠のない話だ」

「医学的根拠を語れるくらいの知識がないもの。お互いにね」

　……この場で根拠を求めるのは不毛ということか。

　だとしても、些いささか突とつ拍ぴよ子うしもない話だ。

「でも、記憶が戻らないまま過ごす人だってどこかにいる。その事実がある以上、君がこの答えを探す価値はあるよ」

「そういう人がいるのは知ってるよ。もちろん、そこらへんは調べたし」

　以前からお世話になっているお医者さんにも訊きいたし、ネットや図書館で自分も調べた。

　それ程数は多くないものの、記憶を失ったまま生きている人がいるのは事実だ。

「じゃあ、君も答えを探さなきゃ」

　……本気で言っているのが分かった。

　有栖川の視線は時折、親しい人間に向けるそれとは些か異なる色を帯びる。

　そもそも親しくないとすら思わされる。

　だけど親しくない人間が、ここまで他人の胸中を見透かすことができるものなのだろうか。

　記憶喪失の人間なんて、出会ったこともないだろうに。

　他人に本気で言われた方が、選択する時に楽になる。

　心のどこかで、この選択は自分だけのものではないと逃げ道を作れるから。

「……殺すか。仮にそう思ってたとしても、やっぱりそんな方法が分かれば苦労はないって思考回路になっちゃうな」

　こんがらがった思考を整えたくて、ガシガシと乱雑に頭を掻かく。

　大して痒かゆくもない後頭部を掻いたことで、不快な感覚だけが残ってしまった。

「個人的には、君はもう半分は達成できてると思うな」

「……どういうことだよ」

　訊きくと、有あり栖す川がわは口元を緩めた。

「勇ゆう紀きくんは昔の自分の築いた環境を捨てたよね。だから、これで半分達成」

　頭の中に、クラスの環境が最初に浮かぶ。

　学校においての人間関係は、確かに捨てた。

　だけど前の俺が積み上げた関係を蔑ないがしろにしたのではなく、周りからの評判を捨てただけだ。

　以前から親しかった三人の彼女とは、未いまだ交際を続けている。

　残りの人間関係は多分父親くらいなものだが、父は俺に構わないので捨てようがない。

　というより、金銭面においては面倒を見てもらっているので選択肢に上がらない。

　だからもう、俺が捨てられるものなんて。

「……残ってるものはあるよね」

　脳裏に過よぎったのは、かつての俺が一度は下した決断だった。

　放課後の教室。

　夢ゆめ咲さき陽よう子こが出て行った後に残った──俺を含めて四人の生徒。

　頭に浮かんだのは、今の俺にとっても大切な人たちだ。

「……もしかして、あいつらのことを言ってんのか？」

「……それは私の口からは言えないな」

　有栖川は明言しない。

　明言しないだけで、言ったも同然だった。

　湊みなと明あ日す香かと笛ふえ乃のひな。

　彼女二人との関係を一度切り捨てろと言っているのだ。

　今の俺に、前の俺の残ざん滓しを感じ取ろうとする二人を。

「……どうしたんだよ、有栖川」

「なにが？」

　有栖川は目を瞬まばたかせる。

　あくまで平静そのものな態度に、俺は少し困惑した。

「恋人関係を継続させるって決めた時は、お前そんなこと言わなかっただろ。なんで今頃、その話をするんだよ」

「他の人がいる前で君の話することになるでしょ？　今の君が、前の自分をどう思ってることとかさ」

「……でも、その後だって二人で話す機会なんていくらでもあっただろ」

「機会なんてそんなに重要かな。私が話したくなったから、それだけだよ。話が逸それてるし」

　有あり栖す川がわは日常会話と同じような声色で話を続ける。

「君はいつか選択しなきゃいけないの。今の自分を優先するか、前の自分を優先するか。タイミングなんて選べるかも分からない。タイミング自体が来ないかもしれない」

　タイミングは選べない。来ないかもしれない。

　人間関係に依存する以上、不明瞭になるのは理解できる。

「だから、今から言うことを覚えてて」

　有栖川がリボンを指で弄いじる。

「選ぶのって、意外とそれだけで力がいることだよ。だから誰かの助言で決めることは、何も恥ずかしいことじゃない。いいんだよ、誰かと決めたって。いいんだよ、間違えた時に相手のせいにしたってさ」

　その発言は、きっと正しい。

　……内容だけを切り取るなら。

「そんな逃げ道……俺に用意しないでくれよ」

　時には逃げていい。

　だけど、自分が自分であるためには逃げられないこともある。

　それは俺が今のまま生きると決めた際に思考したことだ。

　だから俺は有栖川の提示した道は選べない。

　逃げ道を選んだ瞬間、今の俺の存在意義は瓦が解かいするような確信があった。

　付言しようとした時、有栖川は肩を竦すくめて、柔和に目尻を下げた。

「楽な道に進むことは、必ずしも苦労から逃げるのに繋つながらないよ。選択すること自体が、楽な道じゃないんだから」

　……安心する。

　安心させるような声色と表情。

「……有栖川は、それを本心から言ってるのか？」

　有栖川が瞬まばたきをしてから、首を縦に振った。

「うん。何が言いたいかというとね、一人で選べるのはそれだけでもすごいってこと。それは多分、私もよく知ってる」

　いつになく真剣な面持ちの有栖川は、俺からスッと視線を外す。

　視線の行き先は、何の変哲もない壁だ。

　壁を見ている訳じゃない。

　きっと彼女は、壁を通じて何らかの過去を想起している。

「私も今まで……全部一人で決めてきたから」

　それまで一貫していた明るい声に、微かすかに憂いの色が帯びたことを感じ取る。

　彼女なりに俺を考えてくれての発言だったのか。

　だけど、やはり。

「……悪いけど、今の俺はあの二人から離れる決断を下せない。確かに俺は一度捨てようとしたけど……今でも、生まれ変わるためには必要な過程だったと思えるけど」

　だからこそ、この言葉にも嘘うそ偽りはない。

「その後、明あ日す香かとかひなを受け入れたのも、今の俺の選択だろ。だからこれは、今の俺の選択を優先してるだけだよ」

　屁へ理り屈くつに捉えられるかもしれないが、これが紛まぎれもない本心だった。

　有あり栖す川がわは小首を傾かしげて、少しだけ残念そうな声で訊きいてきた。

「……とんちにも思えちゃう。君は一いつ休きゆうさんになりたい？」

「なりたくない。バリカン持ってきても絶対刈らないからな。つーか何の話だよ！」

「ふふ。でも……そっか。しばらくは彼女は変わらず三人のままなんだね。じゃ、やっぱり一旦選ばれないとか」

　有栖川はリボンにかけていた人差し指を、何の抵抗もなく下に降ろした。

　流麗な仕草によって解ほどかれたリボンは空を舞い、ひらりひらりと躍りながら床に落下する。

　布の擦こすれる音がして隣に視線を向けると、彼女が窓の方向へ歩き始めるところだった。

　風が吹いて、まるで自然現象の如ごとく白シャツまでもが床に落ちる。

　カーテンが揺らめくすぐ傍らに、白い背中が視認できた。

　太陽の光を全て弾はじき返かえすような肌に、黒のブラ紐ひも。

「さ、君も着替えよう」

「頭おかしいんですか？」

　また言ってしまった。

　他にも追及したい点はあったけれど、こんなに妖艶な雰囲気を纏まとう露出狂なら高校男児の大半は喜んで視線を飛ばすだろう。

　実際俺も、口では抵抗しながらも視線を彼女から外せない。

「次の時間割……合唱練習まで、もうちょっと時間あるんでしょ？」

「あるけど、それが──」

　言いかけて、ふと目を見開いた。

　いつもより白い肌の露出面積が大きいからではない。

　聞き覚えのある声たちが。

　ザワザワとした声が、近付いてきているからだった。





　◇◆






「……今から廊下出たら、多分音でバレるよな」

　有あり栖す川がわの姿を見ないようにしながら、小声で話しかける。

「鍵もないもんね。どうしよっか」

「なんで余裕そうにできるんですか？」

「あはは、なんでだろ」

　そう言いながら、有栖川が床に落ちたシャツを拾い上げたのが視界の隅に映った。

　チラリと視線を移すと、有栖川はシャツを一旦窓の縁に掛けたようだった。

「見た？」

「見てない」

「えー、見てよ。勿もつ体たいないじゃん、せっかくの機会なのに」

　あくまで冷静な、揺れのない声色。

　ゆったりとした挙動からも、有栖川からは全く焦った様子が見受けられない。

　有栖川は一体どういう時に焦燥感に駆られたりするんだろう。

　今だっていきなりドアを開けられたら、俺だけじゃなくて有栖川だってかなりのダメージを受ける状況のはずなのに。

　ナンパされていた時といい、とてもじゃないがモデルという自分の立場を分かっているとは思えない。

「これ、どう見ても勇ゆう紀きくんに襲われてる現場だよね。早く服着なきゃ」

「あっそうか、この場合百パーセント俺が加害者になるのか……」

　そう言葉を返して、俺はピタリと動きを止める。

「え、理不尽。待ってそれ理不尽すぎない？」

　自分の立場を分かっていなかったのは俺の方のようだった。

　有栖川はクスクス笑ってから口を開く。

「私に言われても」

「あなたにしか言えないんですけど!?　今回全部有栖川きっかけだし、早く着てくれ！」

　小声なりに頑張って反抗する。

　俺のせいにできるから焦る様子がないのだとしたら、いくらか納得だ。

　いやそれでも普通なら納得はできないのだが、対象が有栖川であれば何倍も許容範囲が広がってしまう。

　普段ならもっと激しく抗議していた可能性を考慮すると、慣れるのも考えものである。

「バレなきゃいいじゃん？　まぁ、さすがに着るけどさ」

　有あり栖す川がわは微笑ほほえみながら、窓際に掛けていたシャツを手に取ろうとする。

　先程まで煌きらびやかに見えたシャツは、脱いでみれば何の変哲もない白シャツだ。

　どんな服かが重要ではなく、誰に着られるかが重要。

　有栖川を見ているとそんな気持ちにさせられる。

　そんなことを考えていると一際強い風が吹き、カーテンが有栖川の顔に向けて音を立てて靡なびいた。

「わっぷ」

　有栖川から、普段にはない可愛かわいい声が聞こえた瞬間だった。

　風が止やんだ後の光景に、圧倒的違和感。

「………あれ」

　有栖川の手元から、白シャツが消え去っていた。

「……はあ!?」

「あー……はは。うん、どこか行っちゃった」

「えっ、は。いや落っことしただけだろ、何やってんだよ！」

「物がどこか行くって関西の方言だと思ってたけど、こういう物理的なこともあるんだね。困っちゃった」

　有栖川が軽い調子で口にする。

　パイプ椅子と机しかない簡素な会議室に、上半身下着しか纏まとわない有名モデル。

　些いささか現実離れした光景だが、惚ほうける時間はない。

「あれー、こんなとこに自販機あんじゃん！」

　ドア越しに聞こえてきた声に肩を震わせ、思わず視線をドアに送る。

　わざわざ角を曲がる人がいるとは思わなかったが、自販機の魅力を舐なめていた。

「念のため隠れる？」

「え？」

「勇ゆう紀きくんに見られるのはいいけど、他の男子は嫌だし。私別に、露出狂って訳じゃないもん」

　そうは言っても、ここで隠れたって根本的な解決になっていない。

　下に白シャツを取りに行かないと、有栖川は此こ処こから出られないのだし。

　まさか下着姿で外へ出す訳にもいかないし、さすがの有栖川も打つ手なし。相当焦って──

「あー、お腹なか減ったな」

「どうしてそんなに平常心なんですかね……？」

　呑のん気きに欠伸あくびをする有あり栖す川がわに、俺は思わず呆あきれた声を出した。

　俺が逆の立場ならあたふたすること必至だ。

　俺に頼れば解決するから安心しているのかもしれないけれど、いずれにしても勝手な話だ。

「食欲には勝てないよ。お弁当持って来ればよかったなぁ」

　呑気な有栖川をよそに、俺は思考を巡らせる。

　今は外の人間が立ち去るのを待つしかない。

　いなくなったら、弾丸ダッシュで有栖川のシャツを確保する。

　まさか有栖川本人に取りに行かせる訳にはいかない。

「ね、隠れようよ」

「いや、でもここロッカーくらいしかないぞ。ロッカーは狭いし、机の下とか……」

「下覗のぞかれたら終わりじゃん？　念のためだよ、おいで？」

　さっきから有栖川の姿は視認しないようにしているが、もしかしたらまだ下着姿で突っ立っているのか。

　その時だった。

「あれ、こんなところに部屋あるじゃん」

　外から聞こえた声とともに、ドアノブが回される。

　弾はじかれたように床を蹴り、有栖川の方に駆け寄って飛び込んだ。

　ガチャンとドアが開く音とロッカーの閉まる音が重なり、間一髪。

　間一髪、姿を隠すことはできたのだが。

「……エッチ」

　さすがの有栖川も少しだけ照れたような声を出す。

　それもそのはず。

　勢いのあまり、俺の頬ほおは有栖川の胸の──素肌の部分に押し当てられていた。

「ご、ごめん……」

「しっ」

　有栖川は俺の口に手の甲を当てて、声が漏もれないようにする。

　シャツを落としたことに動揺してしまっていたが、そういえば密室に異性と二人という、元々かなり危うい状況だった。

「此こ処こもなんもねーなー、また会議室かよ」

　……部屋に響いたのは、よりによって千せん田だの声だ。

　どうやら施設内の部屋を散策しているらしい。

　そして、千田の後方からも耳触りのいい声が聞こえてくる。

「ほんとこの施設って会議室が多いな。宿泊施設じゃねーのかよ」

　高たか尾おの声だ。

　ホッとしそうになったが、不ま味ずい状況に変わりない。

　むしろ高尾の方が室内の些さ細さいな違和感に気が付きそうで、この状況においては招かれざる客である。

「ゲーセンでもあったらいいのにな。夜にホッケーできるみたいな」

「そんなエリアあったらこの施設選ばれないって。一応コレ学校の行事だぞ」

　高尾は呆あきれたような声を出して、千せん田だを窘たしなめる。

　どうやらこの会議室に訪れたのは男子二人だけらしく、それが不幸中の幸いだ。

　どちらかがまた男子を引き連れてきたらと思うと、少ししか気休めにならないけれど。

「そういえばさー」

　千田がふと思いついたかのように声を発した。

「なんでお前って真さな田だのこと庇かばうんだ？」

　思わず俺は耳を澄ませた。

　千田の問いは、俺も気になるところだったから。

　高尾は一番初めに話した友達だが、あまりにも日が浅い。

　夢ゆめ咲さき共々、クラスの中でも堕おちた存在である俺は見限られるのが当然なのに。

「……千田は一年の時の真田のこと知ってるか？」

「あー、女子侍はべらせてた時か？」

「いや、まあ……湊みなととか入れたらそう見えるかもだけど。とりあえずなんか、その頃と変わったと思わないか」

「知らねえよ。別に興味もなかったし」

　千田がどうでも良さそうに吐き捨てる。

　しかし高尾は変わらない調子で言葉を続けた。

「あいつ、一回湊と揉もめてたんだよな」

　俺は目を見開いた。

　かつて明あ日す香かから、理由を濁された出来事だ。

　何度か訊きくとようやく〝私に頼らなかったから〟と教えてくれたのだ。

　千田が初めて興味を持った声色で、「へえ、まじで？　痴話喧げん嘩かとかじゃなく？」と答えた。

「ああ、あの感じはマジだったよ。人に興味もないくせにって直で言われてた。でも今のあいつは仲直りもしたみたいだろ？」

　……人目あるところで喧嘩したのかよ。

　本当に俺は、明日香との時間を何も知らないんだな。

「だから……きっと真さな田だも変わったんだよ。変わろうとしてる最中だったのかも」

「何が言いたい訳？」

「真田が有あり栖す川がわと仲良いからって、嫌がらせするなよ。俺たちもう高二だぞ」

「……」

「夢ゆめ咲さきも一緒だ。別にあいつが直接お前に何かした訳じゃないだろ。……お前も変われよ」

　やっぱり俺の机に悪いた戯ずらしたのは千せん田だらしい。

　高たか尾おはそれが判わかって、誰もいない室内で追及したのかもしれない。

　俺は高尾に感謝した。

「それが真田を庇かばう理由ってことか」

「まあな。応援したいんだよ、俺は。自分の非を認めて変わろうとしてる人って、なんか格好良くないか」

「ずっと真ま面じ目めにやってきたやつの方がカッコいいだろ」

「はは、誰かの受け売りやめろよ。俺たちが言える内容じゃないし、ずっと真面目にやってきた人が言うセリフだぞ？　それ」

　高尾の返答に、千田は押し黙った様子だった。

　記憶がないから定かではないが、二人のやり取りは長年の付き合いを感じさせる。

　まるで、俺と明あ日す香かのような。

「まあ……勝手にすればいい。俺は頭空っぽで青春してそうなやつが嫌いなだけだ」

「傍はたから見たらお前もそこに該当するけどな」

「言ってくれるな！」

　最後にそう言い残して、二人の声は遠くなる。

　ドアが閉まり、幸運なことに部屋に再び静寂が戻ってきた。

「出て行ったか……」

　とはいえ、高尾たちは廊下のすぐ外にいる気配がする。

　まだ迂う闊かつには出られない。

「……勇ゆう紀きくん」

「ん？」

「いつまで触ってるのかな」

　嫌な予感がして、見下ろした。

　圧倒的な胸が、俺の掌てのひらに押し出されて歪いびつな形に変形している。

　先程までの様々な思考が頭から吹っ飛び、宇宙の彼方かなたに消えていく。

　高尾たちのやり取りを盗み聞きするのに夢中で、すっかり頭から抜け落ちていた。

　改めて認識すると、失念していたのが信じられないくらいの感触が頬ほおや手に伝わってくる。

「なっ、なっ──！」

「もしかして苦しめるくらいに揉もみたいの？　そういう性癖？」

「ごっごめん!?」

　弾はじかれたように離れようとするが、足が絡まっているせいで抜け出せない。

　下へ手たに力だけを伝える形になり、有あり栖す川がわは「んっ」と艶つやっぽい声を出す。

「あんっ、もう。どうしたの、積極的」

「いや、早く出ないと、ごめんまじで……！」

　離れようとすると、頭を胸に引き寄せられた。

「……まだ出ない方が良くない？　すぐ外に二人がいるの分かるでしょ」

「それはっっ」

　耳を澄ますと、微かすかに自販機を操作する音が聞こえる。

　部屋の外で談笑している様子から、確かにもう少し此こ処こにいる必要はありそうだ。だけど。

「このままでいいよ。勇ゆう紀きくんだし」

「そ……そうは言われてもな……」

　彼女の鼓動は聞こえない。

　やっぱり異性としては殆ほとんど意識されてないのかもしれない。

　こういう時に思い出すのは申し訳ないけど、明あ日す香かからはこちらの耳が震えるくらい心臓の音が聞こえてきた。

「……ドキドキするか？」

「え？」

　有栖川はキョトンとした声を出す。

　……何言ってんだ俺。

「……ふふ。ドキドキしてほしいんだ、かわいい」

「……そういう訳じゃないけど」

　有栖川の真意が知りたいだけだ。

　明日香やひなと違い、やっぱり彼女だけには別の何かを感じ取ってしまうから。

　彼女の胸の奥に潜む、俺の知らない感情を。

「こうしたらドキドキするかも」

　有栖川は息を乱して、俺の手を取った。

　彼女の掌てのひらから熱が伝わる。

「ほら」

　有栖川が俺の手を掴つかみ、自身の胸に手た繰ぐり寄せる。

　そして衣類を介さない手触りに、俺は目を見開いた。

　直じかに触れる柔やわ肌はだに、程よい弾力。

　自身の指を、彼女の肌が包み込んでいく感覚。

「……こうして普通に触る方が柔らかいでしょ？　次からは乱暴にしちゃダメだからね」

「やめっ」

　全力で仰のけ反ぞると、ロッカーのドアが開く。

　外に出ると、身体からだの自由を実感した。

　長らく身体に脳からの命令が伝達していなかった反動か、あちこちが凝り固まっていた。

「此こ処こを出るなら今しかないな。とりあえず有あり栖す川がわのシャツ取ってくるから、ロッカーに隠れててくれ」

　自分の鼓動が高まっているのが分かる。

　だが、いつもの鼓動と種類が異なっていた。

　まるで何かを搾り取られるような。

「……勇ゆう紀きくん」

　部屋から出ようとした瞬間、後ろから声を掛けられる。

「君もきっと、そのままでいてね」

　今の俺でいてほしいということだろうか。

　もしそうなら、今の俺にとっては嬉うれしい言葉のはずだ。

「……そのつもりだよ」

　静かに答えて振り返る。

　有栖川は柔らかい笑顔で頷うなずいて、俺を送り出した。












八話　煌きらめかない









　夜の自由時間を迎えるまでは中々の長期戦だった。

　合唱コンクールの練習は三時間超で、喉はカラカラ。合唱の練習に参加させられ指揮者の練習はあまりできず、殆ほとんどぶっつけ本番になってしまったのは嫌がらせの一種だろうか。

　結局練習に参加しに来た有あり栖す川がわの「指揮者の人って誰ー？」という鶴の一言で、ようやく前に駆り出されたが、あれが無ければ練習は一度もできなかっただろう。

　指揮は意外と難しいし、本番を思えば合唱練習は帰りたさしかない。

　対照的に、夜ご飯の時間は中々良かった。

　エビフライ、ハンバーグとテンションの上がるメニューだったのもあるが、有栖川と一緒に食べたのもあって退屈せずに過ごせたというのも大きい。

　有栖川と過ごすと、周囲から嫌がらせを受けるどころか表面上は友好的に喋しやべりかけてくれる人もいる。

　これが唯一合宿に感謝できる時間だったかもしれない。

　お風呂の時間は良くもなく、それほど悪くもなかった。

　最近流は行やりのサウナで楽しむ男子たちを横目にひっそりと湯船で身を潜めたことは、将来的にも良い思い出にはなり得ないだろう。

　だけど高たか尾おが千せん田だを窘たしなめてくれたおかげか、お風呂の最中も嫌がらせは受けなかった。

　大浴場から脱衣所に戻った際は着替えの一つも無くなっていることを覚悟していたが、それも杞き憂ゆうに終わった。

　訓練合宿を総括すると決して楽しい時間ではないが、最悪な時間にもなっていないのは高尾や有栖川のお陰といえる。

　……でもまあ、やっぱり一人が気楽だ。

　もう一日訓練合宿が延びると言われたら、俺はボイコットして一人で帰宅してしまう自信がある。

　そう考えた俺は今、夜風に当たりながら施設の外を歩いている。

　一人の時間は心ここ地ちよい。

　特に自然に囲まれたこの場所は、心を落ち着かせてくれる。

　ゆうに一時間ほど散歩して、そろそろ消灯の時間という頃にようやく施設への帰路につく。

　施設が視界に入った時、不意に暗がりから声がかかった。

「あ、いた。あんた外でなにしてたの？」

「うわっ!?」

「そりゃ驚くわよ、こんな時間に。消灯の時間までもうすぐよ？」

　そう言いながら姿を現したのは、明あ日す香かだった。

　ライトゴールドの髪は、夜の帳とばりが下りた後でも黒髪との差は分かりやすい。

　半袖半パンのシンプルな部屋着も、明日香に着られるとプロに用意された衣装のようだ。

「明日香か……あぶねえ耐えた」

「おもらししそうだった？」

「誰だって今のはビビるわ！　むしろ漏もらさなかったことを褒めてくれ！」

「そんなムキにならなくてもいいじゃない」

　明日香は面白そうに笑って、言葉を続けた。

「どう、合宿楽しめてる？」

「合宿ー？　楽しめてる訳あるかっての」

　俺が短く答えると、明日香は「あー、でしょうね」と返す。今度は苦笑いだった。

「普段の授業の方がよっぽど気楽だ。皆みんな喋しやべらないのは基本だし、寝れたりするし」

「寝るなっての。成績悪くなっても教えてやんないから」

「それは困る！」

　だが裏を返せば、成績が悪くなっても、寝ていなければ面倒を見てもらえるということだ。

　相変わらず面倒見がいい。

「明日香は合宿どうなんだ？　まあ俺が心配する必要はないかもだけど」

「あはは、私は別にいつも通りよ。中学の時と違って、変な目立ち方もしてないし」

　俺は髪にチラリと視線を流した。

「でも、その髪は目立つだろ。三大派閥筆頭だし」

「髪は入学当初からだし、いいのよ。後者は考えものだけどね」

　明日香はいくらか満たされているような笑みで、ライトゴールドの髪を梳すいた。

　ラフな部屋着が風で靡なびく。

　胸元から下着が見えそうになって、俺は視線を逸そらした。

　暗がりだから遠目だと誰かに視認される心配はないものの、そろそろ戻った方がいい。

「ん？」

　明日香は俺の表情に何を思ったのか、ちょこんと小首を傾かしげた。

「なによ」

　なんで明日香はこんな外にいたんだろう。

　……さっきの発言からそれは決まってる。

　明あ日す香かは俺を探してくれていたんだ。

　そう思うと、胸に熱いものが込み上げてくるのが判わかった。

　……明日香との時間が好きだ。

　本当はもっと一緒にいたい。

　既に最も長く共に過ごしているのに、そう思ってしまう。

　心が安らぐのを感じるからか。

　合宿で、それ以外の時間を多く過ごしてしまったからだろうか。

　……どうでもいい。

　今重要なのは、俺がいつになく明日香を意識してしまっているということ。

　不意に実感が訪れる。

　不意に選択が訪れる。

　有あり栖す川がわの言葉が脳裏に過よぎった。

　今の俺を見ていてほしい。

　それを確かめるためには──

「なあ、明日香」

「うん」

「キスしたいって言ったら──怒るか？」

「え？」

　どうしても確認したかった。

　一パーセントでも今の俺を見てくれているか、知りたかった。

　明日香は目を一杯に見開いている。

　暗がりの中でも、蒼あお色の瞳に戸惑いの色が浮かんでいるのが分かる。

　明らかな拒否感を覚えられている訳じゃなさそうだった。

　だけど、それだけしか分からない。

　明日香は今、何を考えているのだろう。

　やがて明日香は、薄ピンクの唇を震わせる。

　空いた口から、吐息が漏もれる。

「い……いいけど」

　時間が止まる。

「……いいのか？」

「ちょ、怖い。いきなり変な目しないでよ！」

　明日香はじっと睨にらんで、両腕を突き出し距離を取る。

「へ、変な目なんかしてない！」

「してるわよ！　今のあんた肉食獣の目をしてた！」
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「腕うでっ節ぷし強いやつに言われても説得力ないぞ！」

「誰がゴリラよ!?」

「そこまでは言ってません!!」

　いつの間にか息が上がっている。

　だけどそれはお互い様で、非日常に非日常が重なっている。

　多分、今しかない。

　明あ日す香かの気持ちを直じかに確かめられるのは、今しか。

　俺が肩を掴つかむと、明日香はビクッと身体からだを震わせた。

「ちょ──」

　普段は暴れ馬のようなイメージなのに、手た綱づなを握れている感覚。

　少しずつ引き寄せていくと、明日香は抵抗せずにじりじりと近付いてくる。

　吐息が近い。

　長い睫まつ毛げが濡れている。

「するぞ」

「……うん」

「いいんだな？」

　俺が訊きくと、明日香は目を瞬まばたかせる。

「……じゃあ、約束して」

「なにを」

「いつか──」

　明あ日す香かの目が揺らめいた。

「──思い出すって」

　そう言って、明日香が目を閉じた。

　明日香の身体からだから、硬さが解ほぐれる。

　今この瞬間、全てを俺に預けてくれている。

　今なら何をされても無抵抗で、受け入れてくれる。

　今なら──

　近付いた。

　近付いたけれど──

　やっぱり、遠い。

　ズキンと頭が痛む。

　明日香の肩から、腕を下ろす。

　俺は何を考えていたんだろう。

　ちょっと考えれば分かる。キスをしても、百パーセント前の俺と思った状態なら、今の俺を見ていることにはならない。

「……思い出すのは、約束できない」

　明日香は薄うつすら目を開けた。

「……なによ。あんたバカ？　合わせとけばいいのに」

「合わせられない。保証もできないから」

　明日香は口元を緩める。

「キスで思い出せるかもしれないでしょ？」

「そんなに思い出してほしいのか」

　分かりきったことを訊きく。

「当たり前でしょ。私はあんたの彼女よ」

　明日香は微笑ほほえむ。

「安心しなさいよ。……ずっと待ってあげるから」

　微笑みの正体。それは、俺を通して過去を見ている笑み。

「彼女、か」

　そう発した自分の声が乾いていた。

　合唱の練習でこうなったと思いたいが、恐らくそうではない。

　俺の中で、明日香の存在が揺らいでいるのだ。

「なによ、深刻そうな顔して」

「違う。何にもないっ」

「ど、どうしたの？　いきなり変よ」

　近寄ろうとしていた明あ日す香かは、動きを止めて戸惑いの表情を浮かべる。

　無意識のうちに、俺は明日香から離れていたようだった。

　嫌な空気だ。

　それは明日香から発せられてるものではなく、俺が彼女に伝染させてしまいかねないものに思える。

　言いようのない不安があるせいだ。

　明日香はきっと、今の俺を俺と認めたくない存在だと思っている。

　それが正しいのは解わかってる。

　交際期間も最長の二年であり、幼おさ馴なな染じみという関係性を考慮すれば三人の中で付き合いがダントツ長い。その間に醸成された空気に、俺自身も癒やされてきた。

　有あり栖す川がわやひなが知らない俺の幼少期も、明日香なら知っている。

　それほどまでに過ごしてきた時間の桁が違う。

　そんな明日香には、今の俺を認めたくない理由なんて星の数ほどあるだろう。

　頭では理解できる。

　だけど感情がすぐに追いついてくれる訳じゃない。

　俺は、明確に認識してしまった。

　今の俺は、どうあっても明日香と相あい容いれない存在。

　これなら一緒にいればいるほど、俺も明日香も苦しむだけなのではないかと。

「やっぱり様子おかしいわよ。さっきまで何してたの？」

「……だから、何でもない」

「本当なの？　……あ、誰かに呼び出されたとか？　あんた、大丈夫でしょうね。何かあったら私──」

「違うって。ほんとに散歩してただけだ」

　自分の声色が冷たくなってしまっている。

　早くこの時間を終わらせて、また明日から気分をリセットしないといけない。

　これ以上明日香に気遣わせるのは、今の俺にとっても不本意だ。

　たとえ前の俺を想おもった行動だとしても、入院時に毎日顔を出してくれていたのは明日香だけ。家事を始め、身の回りの手伝いも率先してくれた恩は小さくない。

　キスだって、本当はしたかった。

　だけど──

「……最近、あんたがあんたじゃないみたい」

　何気ない一言だった。

　胸の内にある感情を言葉にする、ただそれ以上の意味を含まない発言かもしれなかった。

　だからこそ、彼女の本心だと解わかってしまった。

　その言葉は、やたらと耳じ朶だに響き、無意識に頭の中で反はん芻すうさせてしまう。

　聞き流したい言葉ほど鼓膜の奥に入り込み、脳に留とどまり吹き抜けてくれない。いつまでも脳髄に反芻され続けるのを感じて、俺は唇を噛かみ締しめた。

「……どうしてそう思ったんだ？」

　俺は明あ日す香かを凝視する。

「どうしてって……色々あるけど。今だって、私をそんな目で見るし」

　明日香も溜たまってたものがあったのか、俺に言葉を言い連ねていく。

　口調は然さ程ほど冷たくなかったから、あくまで話し合いをしたい意図か。

　だが今の俺には、それらの言葉が棘とげとなって胸に刺さる。

「記憶を取り戻したい素振りも、全然見せないじゃない」

　明日香も溜まっていたのだろうか。

「それに今まで、あんたはお母さんっ子だったのに。仏壇に挨拶もしなくなった」

「知るかよ」

　冷たく言い放った。

　明日香は目を見開いて、瞬まばたきを一度、二度と繰り返す。

「知るかよって──」

「母さんに挨拶って、何のためにだよ？　関係ないだろ、今それは。変なとこで持ち出してきてんじゃねえよ」

「そんなつもりはないけど」

「第一、挨拶？　顔も名前も覚えてないのにか？　明日香のことだって、俺は覚えてないんだぞ？」

　明日香は眉をピクリと動かして、戸惑いの表情を浮かべる。

　分かってる。

　自分を見てもらえないことに対しての苛いら立だちを、明日香にぶつけたってどうしようもない。

　明日香だって苦しんでる。

　好いていた人間の匂いが薄くなるのは辛つらいに決まってる。

　それは今の俺にだって、曲がりなりにも共感できる。

　でも、俺だって──

　今の俺にだって、感情はあるのだ。

　今の俺にしかない感情があるのだ。

「今の俺にとっても、明あ日す香かは良いい人だよ。良い人どころか、大切な存在だ。恋人だしな、当然だよ」

「ちょっと待って、なに怒ってんのよ」

「でも今の俺に死んでほしいと思ってるところだけが嫌だ。どうしても……どうしてもな。明日香の気持ちは理解できるけど、だからこそ、共感なんて絶対されないと思うけど──今の俺にとって、昔の俺は別人なんだよ！」

　積もり積もった想おもいを吐露する。

　それは早い段階から自覚しながらも、胸の内に留とどめておこうとしていた想いだった。

　せめて穏やかに言葉を繋つなぐつもりが、無意識に語気の強い声色へ変換される。

　先程覚えた安らぎが、現状のギャップとなって更に感情の波を大きくしてしまう。

　明日香は俺の様子に慌てたように手を振って、息を震わせながら釈明の言葉を紡ぎ出す。

「はっ、死んでってちょっとだけ大おお袈げ裟さじゃない!?　私、全然そんなつもりない。現にあんたはこうして生きてるし、私だってそれが大前提で──」

「人との記憶が全部ないんだ。まっったくのゼロだったんだぞ？　そこからまた積み上げられるから俺は生きてるって言えたんだ。それが取っ払われたら、この積み上げが何の意味も無くなるのなら……死んだも同然だろ、そんなもの！」

　支離滅裂にも思える言葉たち。

　俺自身は常に向き合っていた問題でも、明日香は違う。

　だけど明日香は必死に理解しようとしてくれたのか、唇をキュッと結び、小さく開いた。

「……ここで言い返すのは間違ってるかもしれないけど。それと記憶が戻ることを望むことは話が別だと思う。私は純粋に、あんたを想ってる」

「前の俺をだろ」

「前？　……そういう考え方な訳」

　明日香は苦しそうに顔を歪ゆがめる。

　自分の好きな人を、元に戻したくないと思っている存在。

　それが、今の俺。

　明日香はようやく認知した。

　この時点で、俺は明日香の敵として認知されてもおかしくない。

　有あり栖す川がわの言う通り、今の俺自身は明日香に助けてもらってばかりで、何もしてあげられていない。

　好きになってくれたきっかけだって、付き合ったきっかけだって、何一つ思い出せない最低の彼氏だ。

　……だけど、明日香はどうしようもないくらい優しかった。

「でも……今のあんたも想うわよ」

　自分が情けない。あまりにも。

　俺は思わずくつくつ笑った。

　別に面白くもなんともない。

　自分の思考があまりにも身勝手で、だけど自分を優先するしかなくて。

　どうにもならない気持ちが思考回路を滅裂にし、チグハグな言動を引き起こしているだけだ。

「じゃあ記憶が戻って今の俺がいなくならない保証がどこにあるんだ」

　黙れ、俺。

「記憶喪失の間の出来事が抜け落ちる事例があるのは知ってるのか」

　いい加減にしてくれよ。

「そうならない保証がないことも。一回でも考えたことはあったのか」

　……もうどうにでもなればいい。

　有あり栖す川がわはキスで確かめろと言ったが、もうそんな状況ではない。

　今の俺に必要なのは。

　明あ日す香かはおもむろに口を閉じた。

　それが俺にとっての答えになり得てしまいそうで、視線を落とした。

「……だからって」

　それでも、明日香は優しい声色で告げる。

「今のあんたに死んでほしいなんて、思わない。記憶がなくても、あんたは私の幼おさ馴なな染じみだから」

「じゃあ訊きくぞ」

　これを訊いてしまえば、戻れない。

　言葉は戻せない。

　それでも。

「なんで、俺の名前を呼ばないんだ」

　時間が止まった。

　秒針の音さえ霧散して、この世界にただ二人きりになる感覚。

　視線を上げる。

　明日香の表情一つに視界が集約され、完結する。

　驚きよ愕うがくから焦り、憂いの色を帯び始める。

「気付いてないとでも思ったのかよ。それとも気付かれたかったのか？」

　何も言わない明日香に苛いら立だちを覚える。

　どうして何も答えない。

　どうして反論してくれない。

　せめて「それは違うわよ」とか「何バカなことを」とか、そんな軽い言葉一つでいくらでも納得してやるのに。

　いくらでも救われるのに。

　いくらでも──誤ご魔ま化かせるのに。

「それは……私。私は……」

「もういいよ」

　ピシャリと言った。

　たったそれだけで、明あ日す香かの肩はビクリと震える。

　彼女の表情は怯おびえていた。

　自身の感情を言語化できないもどかしさや、俺の感情を汲くみ取とりきれない焦り、それによって生まれた様々な感情もどれも咀そし嚼やくし切れないのかもしれない。

　今日はもう無理だ。

　明日香も、そして俺自身も。

　これ以上明日香の声を聞いたら、もし下へ手たな弁解でも聞いてしまったら。自分の口から出てくる言葉は、きっとロクでもない内容ばかりだ。

　そうなる前に、今日はもう終わりにしたい。

　たとえ終わるのが、〝今日〟だけじゃなくても。

　記憶が無くたって、人を傷つけていい理由にはならないから。

　明日香に悪気はないことは解わかってる。

　ただ彼女の想おもいを俺が許容できないだけ。

　許容したくないだけだ。

　それを受け入れてしまったら、俺の薄っぺらい〝自分自身〟が根底から覆されるから。

　積み上げた時間なんて殆ほとんどないのに、自分を守ることだけは妥協できないから。

　情けない。

　俺の胸に宿るのは、死を遠ざけたいという根源的な恐怖より──傷つきたくないという、ただそれだけの想いだけ。それほどまでに、俺は。

「……ごめん。……ほんとに、ごめんなさい」

　明日香の口から溢あふれた絞り出すような声色は、彼女に似つかわしくないものだった。

　その要因を作ったのは、今の俺。

　背を向けて走り去っていく明日香の背中は、普段のそれよりやけに小さく瞳に映る。

　俺は自分を呪いながら、空を見上げる。

　星は一つも煌きらめかない。












九話　本当の理解者









　一夜が明けた。

　訓練合宿二日目。

　今日は合唱コンクールが終わった後、優勝したクラスにはキャンプファイヤーという青春御ご用よう達たしのイベントが待っている。

　十四時。

　合唱練習を三時間、そして昼食を終えた俺たちはこれからすぐにコンクール本番を迎える。

　合唱コンクールと名付けられていても審査員は音楽の先生と学年主任、副主任しかいない。優勝しても得られるのは、貸し切られた野外スペースにてキャンプファイヤーをできるというイベントのみだ。

　俺にとっては嬉うれしくも何ともないが、皆みんなの心はキャンプファイヤーの如ごとく燃えていた。青春真まっ只ただ中なかの生徒たちにとって、キャンプファイヤーは優勝を目指すに値する賞品らしい。

　だけど、俺にとってはそうじゃない。

　コンクールは三十分後。

　学年の皆んなは心なしかワクワクしたような表情で廊下を歩いて体育館へ移動していく中、俺は人ひと気けのなくなった廊下に一人佇たたずんでいた。

「……やっちまったなぁ」

　本当にやってしまった。

　誰にも聞かれないほどの声量で呟つぶやいたのにもかかわらず、口から出た声は俺の身体からだにズシンと重くのしかかる。

　昨夜から、全てに対して集中できない。

　合唱練習に取り組んでも、昨夜の明あ日す香かとの応酬は頭から片時も離れてくれなかった。

　去り際の明日香の顔は、今でも目に焼き付いている。

　彼女にあんな顔をさせるために、俺は自分を見てくれているかを確かめようとしたのか。

　今の俺は、前の俺が戻ることを望んでいない。それは事実。

　でも明日香に対して一度暴露してしまえば、彼女がどうしようもない気持ちに苛さいなまれることは解わかっていた。

　だから記憶を取り戻したくないという本心は、明日香に伝えたくなかったのに。

　結果を見れば、色んな感情を溜ため込こんだ末に爆発させてしまった。

　だったら本心をひた隠しにする選択は誤りだったのだろう。

　小まめに発散できていれば──今の俺が自分のペースで、俺自身を少しずつ明あ日す香かの心に近付けようとしていたら。

　……きっとこうはならなかったのに。

「あ、見つけた」

　不意に聞こえた声に反応する。

　姿を見なくても誰だか瞬時に判別できるくらい聞き慣れて、そして特別な存在感のある声だった。

「……探しに来たのかよ」

「うん。今ごろ寂しがってると思って」

　有あり栖す川がわはニコッと笑って、俺の隣までやって来る。

　壁に軽く背を預けて、こともなげに訊きいてきた。

「もうすぐ本番だよ？」

「分かってるよ」

　俺がその場を離れようとすると、有栖川が腕を掴つかんで引き止めた。

「何かあったの？」

　有栖川はジッとこちらを見据えている。

　明日香は有栖川に何も言っていないようだ。

　だけど有栖川は違和感を覚えたらしい。

「……ストレートだな」

　そう反応すると、有栖川は小首を傾かしげる。

「だって、様子変だもん。もうすぐ本番って時に指揮者が抜けたら、当然こうして探す人が出てくる。つまり目立つよね？」

　掴んだ腕を優しく握り直し、有栖川は隣に立つ。

　見上げる澄んだ瞳は、真まっ直すぐこちらを捉えていた。

「進んで目立つような真ま似ね、君らしくない」

　思わず俺は苦笑いする。

　有栖川は、俺の理解者。彼女にはやっぱりお見通しのようだ。

「そうだな。もしかしたら俺、有栖川が探しに来てくれるのを待ってたのかもしれない」

「そう。かわいいね」

　有栖川はそう言ってから、俺の腕から手を離して歩き始めた。

　冷静にやり取りできているから、俺に逃げる意志はないと判断したのだろう。

　その通りで、今は有栖川に確認したい方向へ意識が傾いていた。

「俺は、有あり栖す川がわにしか話せないことがあった。今の俺のこととか」

「そうだね」

「明あ日す香かに話せないことも、有栖川になら話せた」

「……そうだね」

　有栖川は同じ返事を繰り返し、また和やかに笑う。

「それで、何が訊ききたいの？」

　廊下に沈黙が下りる。

　足の裏から歩いている感覚が消え去って、宙に浮いていると錯覚する。

　それなのに身体からだはやけに重くなり、チグハグな感覚に戸惑いを覚えた。

　有栖川の醸し出す雰囲気は、いつも周りから隔絶されている。

　それは綺き麗れいだとか大人おとなっぽいとか、俗な感想に帰結するのが殆ほとんどだ。

　だけど──今は、どこかが違う。

　こちらが張り巡らしている心の障壁、その全てを見透かすかのような澄んだ瞳は、それまでの彼女と比較しても明らかに異なっていた。

　俺は初めて恐れを抱く。

　でも、今は確かめるしかない。

「有栖川って、なんでモデル始めたんだ？」

「え？」

「いや……大人と仕事するのが疲れるって言ってるのにさ。傍はたから見てたら性分が合ってるような気もするし、でも合ってないような気もして分からないんだよな」

「……なんだ、そんなことが訊きたかったの？」

　有栖川からすると〝そんなこと〟か。

　まあ自分でも、遠回りな質問になっていることは理解している。

　直球で訊くのが憚はばかられるだけだ。

　何を思って生きているのか、なんて。

「モデルとして大成したからこそ、今の有栖川に合ってるんだなって納得してた。だけど過去──モデルになりたいって自発的に思ったり、誰かに誘われるままモデルになったり。それが今の俺には、ちょっと想像しづらくて」

　有栖川は体育館前の廊下に出ると、歩調を緩めた。

　締め切られている扉の先には、二年生全員が待機している。

　普通なら冷静じゃいられない状況でも、有栖川は違った。

　あくまでいつも通りの表情で、俺を通路脇へと導いた。

「つまりだな、モデルになった過程とか、あとは交際したきっかけとか。それを教えてほしいだけだよ。その過程がきっと、今後の俺にとっても参考になるものだと思うから」

　交際したきっかけは、たった今付け加えたものだ。

　好きになってくれたきっかけは、ふわりと聞いた。

　だけど、それだけ。

　今までの俺は、あえて交際まで発展する際の詳細を聞こうとしなかった。

　前の俺について掘り下げたら、記憶が戻って今の俺が消えてしまわないか──それを無意識のうちに恐れていたからかもしれない。

　有あり栖す川がわは視線を逸そらして、思案を巡らせる仕草をみせた。

　数秒後、彼女は小さく頷うなずき、口を開く。

「……どちらにも言えるのは……自分を確立するため？」

「確立、か。どうしてそう思ったんだ？　詳細とか、まだ色々あるだろ」

「……なんでだっけな。忘れちゃった」

「……忘れた？」

　大切なことじゃないのか。

　明あ日す香かやひなだったら、今の質問にはきっと答えてくれただろう。

　言いたくない理由はいくつか思い付くけど、どれもマイナスなものしかない。

　有栖川は多分俺を大切に思ってくれている。

　だけどそれは──俺を愛いとしく思う気持ちとはまた乖かい離りした独立する感情だ。

「私の思い出を聞いて真さな田だ勇ゆう紀き君の記憶が戻ったら……君はいなくなっちゃうかもしれないんでしょ？　それが分かって、教えられないよ」

　昨日までの俺なら、この発言に喜んだだろう。

　今の俺を見てくれていると胸が躍ったことだろう。

　でも、今は困る。

　何か大事なことを見落としてはいないかという疑念。

　これを見落としたまま今の自分で生きたいというのは、早計な気がするのだ。

　今後も自身の選択を誇るために、俺は自分を知るために尽くさなくてはいけない。

　将来〝あの頃の自分は若かった〟と、笑って済ませられる時間は誰にでも来るものだ。

　だけど──無いに越したことはない。

　その為には、今の自分がベストだと思うことをとことん突き詰めること。

　その上で〝若かった〟と苦笑いできて、初めて振り返る意味があると思うから。

「……最初に目覚めてすぐの時さ。明日香と再会した時、すぐにあいつが大切な人だって分かったんだ。言葉で上う手まく説明できないけど、漠然とした気持ちがあった」

　お医者さんから診断された直後の廊下で、明日香と対面した時のことだ。

　涙を浮かべる明日香に、俺は笑ってほしいと無性に願った。

　その時は、まだ俺も生きることに慣れていなかった。

　だからそれは誰にでも湧いてくる気持ちだと解釈していたが、一ヶか月げつ生きると甚はなはだ疑問に思う。

　俺は初対面の人間に、そこまで感情移入はしていない。

　あれが初めての同年代だからか、相手が湊みなと明あ日す香かだからか。

　答えは後者な気がしている。

「だから、前の俺の影響はゼロじゃないと思う。記憶を失っても──」

「そう。じゃあ、やっぱり邪魔だから殺さないとね」

　冷たい声だった。

　思わず視線を有あり栖す川がわに移すと、彼女も真まっ直すぐこちらを見据えていた。

「……なんでそんな結論になるんだ」

「……さあ。いずれ君にも分かると思うよ」

　そこまで言って、有栖川は歩を進めて体育館のドアを開ける。

　もう三組の生徒はステージの上に並び始めていて、指揮者と伴奏者の到着はかなりギリギリのようだった。

　だけど丁度休憩時間だったようで、周りの注目を浴びずにステージ前に到着できる。

　有栖川は先生から指揮棒を受け取ってきてくれると、渡し際に小声で話しかけてきた。

「さっきの話の続きだけど」
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　珍しく逡しゆん巡じゆんした様子を見せてから、有あり栖す川がわは言葉を続けた。

「君はまだ、私が導いてあげなきゃいけないの」

　差し出された掌てのひらは、いつもと変わらず真っ白だった。

　汚れのない柔らかそうな掌は、いつでも俺を受け入れてくれると言っていた。

　だけど。

　軽く掌に触れてから、俺は指揮棒を受け取った。

　指揮台へ上り、ステージを見据える。




　──かつての俺は、有栖川の掌を救いの手だと思っていた。




　本当にそうなのだろうか。

　俺は俺自身の取る選択が、自分を確立させるものだと考えていたはずだ。

　有栖川の意見が色濃く反映しかねない現状が、果たして俺が目指したものなのだろうか。

　三十七人の生徒が、様々な表情で俺を見据えている。

　右足をズラすと、一斉に同じ方向へ足をズラした。

　まるで、俺に連動するように。

　高たか尾おや千せん田だ、そして夢ゆめ咲さきさえも。

　……そうだ。

　俺は俺自身の命令により動くべきで、他人の命令にはより取捨選択が必要なはずだ。

　眼前に並ぶクラスメイトたちが、〝本番だから指揮者に従う〟と判断したように。

　いつからだろう。

　有栖川が前を歩かなくては、自分が揺れると考えたのは。

　いつからだろう。

　有栖川理解者なしで、自分を確立させることに不安を覚えたのは。

　他人に任せるから不安になるんだ。

　大事なことは自分で決めるのが、一人の人間として確立されるということ。

　……だったら、俺が指揮を執とる。

　俺自身の行き先は、俺だけが指揮を執れる。

　まして記憶がない気持ちを解わかるのは、俺だけなのだから。

　有栖川と視線が交差する。

　──勇ゆう紀きくんのことは、私に任せてよ。




　指揮棒を斜めに斬り下ろす。

　同時に、有栖川の伴奏が始まる。

　指揮に応じる歌声を耳にしながら、俺は言葉を想起した。

　自分の道を歩む思考回路が浮上した日。

　俺が自身の選択に自信を持つ、そのきっかけになった日を。





　◇◆◇◆






「真さな田だ君、記憶を取り戻すつもりはあるのかい」

　お医者さんの唐突にも思える質問に、俺は身体からだを硬直させた。

　いつかはこの瞬間が来ると思っていた。最近のカウンセリングでは、都度問われる質問事項に矛盾が生じないことだけを意識して回答していたから。

　即座にそれがバレることはなかったが、やはり見る人が見ればおかしな回答履歴になってしまっているのだろう。

　俺は観念して、大きな溜ため息いきを吐ついた。

「……あんまりないです」

「あんまり？」

「ないです」

　診察室に沈黙が降りる。

　馴な染じみのあるお医者さんと看護師さんは、〝やっぱりか〟と言いたげな顔をした。

「……理由を聞いてもいいかい」

「俺が消えるかもしれないからです」

　そう答えると、看護師さんは心配そうな声色で反応した。

「……ちょっとだけ突とつ拍ぴよ子うしもない気がするけど」

「そうですか？」

　俺は眉を顰ひそめて、ガタンと音を立てて腰を上げる。

　お医者さんが気の毒そうな目で俺を追う。

　それがいくらか気に障った。

「俺、色々調べましたよ。ネットの知識だけだと不安だったので、図書館とかにも行きました。記憶喪失の人が記憶を取り戻した時、その間の記憶が無くなることがあるって。知らない訳ないですよね。なんで忠告してくれなかったんですか」

　捲まくし立たてるような質問に、お医者さんが渋い顔をする。

　この時点で、俺は彼の答えに期待しないことにした。

　お医者さんが悪い人と判断した訳ではない。仕事とはいえ親身になってくれることには感謝しかない。

　だけど、この人には俺の気持ちが分からないと思ってしまうのは確かだ。

　何な故ぜなら、このお医者さんは記憶を失ったことがないから。

　……当たり前だ。

　完全な記憶喪失のまま一ヶか月げつを過ごす事例なんて、そうそうあるものではない。ある程度の治療法が確立されるくらいには事例があるが、裏を返せばある程度しか確立されないくらいの事例しかないのだ。

「失礼ですけど、自分が今にも消えてしまうような存在になったことないですよね。それを自覚したことも」

　震える声でそう訊きいた。

　俺は今にも消えてもおかしくない存在。

　思考回路のどこかがパチンと切り替われば、消えて無くなる恐れのある存在。

　自分は、普通じゃない。

　自分より圧倒的な知識のあるお医者さんでも、この気持ちは容易に想像できるものではないだろう。頭で理解するのと、実際にその状況に身を置くのは全く異なる。

　だから、予想外だった。

「あるよ」

「……え？」

　お医者さんはカルテを机に放って、いつもの姿勢を若干崩す。

　厳格な雰囲気がいくらか柔らかくなったのが伝わってきた。

「私が患者様を何度看み取とったと思う？」

　俺は目を見開いた。

　──死。

　それを何度も見てきたであろう言葉は、俺のものよりも更に重い言葉だった。

　その上でお医者さんは、俺が最も恐れるそれを否定せずに、気持ちが分かると言ったのだ。

「それが何よりの答えだよ。私も仕事柄、死は常に意識してきた。人が人である限り、その感情は纏まとわりつく。君の抱く感情は実に正しいものだ」

　お医者さんはカルテを手に取って、ペラペラと紙を捲めくり上あげる。

　何が記載されているかは知らないが、もう中身は気にならなかった。

「君が人であろうとした結果、記憶を取り戻したくない結論に至ったのなら、もう何も言うまい」

「先生……！」

　看護師さんが厳しい声色で窘たしなめた。

　病院側としては、お金を貰もらってる以上今しがたの言葉は容易に看過できるものではないのだろう。

　しかしお医者さんは、俺の目だけを真まっ直すぐに見捉えて言葉を紡いだ。

「だけどね、真さな田だ君。周りの人の気持ちを尊重するのも、人が人である証拠だよ」

「……周りの」

「自分だけを優先するのも、生物的には正しい。自分事になれば、綺き麗れい事ごとなんて放っておこうという気持ちになるのも充分理解できる」

　お医者さんも、逆の立場になったら俺と同じように思うのだろうか。

　いつの間にか、お医者さんとの間を隔てていた壁は見えなくなっている。

　眼前に座すお医者さんから紡がれる言葉に神経を注ぐ。

「真田君。周りをもう一度だけ見渡してみなさい。それを意識的にできるのもまた、人である特権だよ。今の君はどうも、一直線になりすぎているきらいがあるみたいだし」

「……それは、そうかもしれないですね」

　今の君。

　俺そのものを見てくれた言葉は、スッと腹に落ちてくれた。

「その上で記憶を取り戻したくならないのなら、それ用に考えてみよう」

　お医者さんは書類を机でトントンと整理して、ボードに纏まとめて留めてしまう。

　今しがたの言葉は、俺にとっての希望になった。

「ほんとですか？」

「本当だとも」

　お医者さんはニコリと口角を上げた。

「君の気持ちが理解できるとは言ったがね、私自身の経験以外も根拠はあるんだ」

「え？」

「……一度、君と同じくらい難しい患者を担当したことがある」

　お医者さんは少し遠い目をしてそう言った。

　……だから担当がずっと変わらなかったのか。

「そういう背景もあってね。私のアドバイスは信頼してもらえると嬉うれしい」

「……はい。なるべく信頼します」

「なるべく。そうだな、それでいい。……とはいえ、君自身が結論を出すのも……そろそろ尊重されるべき時間がきたといえる」

　お医者さんはそこまで言うと、口をむずむずさせた。

「まあ、うん」

　お医者さんが気まずそうに視線を送ると、看護師さんはジトッと目を細めてから、溜ため息いきを吐ついた。

「……聞かなかったことにすればいいんですよね。分かりましたよ」

「すまない」

　長年の付き合いを感じさせるやり取りだった。

　彼らも自身が今にも消えるかもしれない存在として、日々を生きているのだろうか。

　そう考えれば、大おお袈げ裟さではなく、世の中の彩りが鮮やかになった気がした。

　先程は随分滑稽な言葉を放ってしまったかもしれない。

「……さっき生意気言ってすみませんでした」

　お医者さんと看護師さんは目をパチクリさせる。

　俺は頭を下げてから、椅子から立ち上がる。

　お医者さんから「真さな田だ勇ゆう紀き君」と声が掛かり、振り返る。

「思う力は絶大だ。人が全力で望めば……もしかしたら、何事も何とかなるのかもしれないと私は信じる。医者としては、どうにもならない現実ばかり見てきたが」

　お医者さんは少し遠い目をしてから、微笑ほほえんだ。

「だからこそ、信じたいんだ」

「そう……ですか」

　かつての難しい患者に伝えたい言葉だったのだろうか。

　綺き麗れい事ごとだと思う。

　だけど、綺麗事だからといって切り捨てる気にはなれなかった。

　お医者さんも同じような気持ちなのかもしれない。

　信じるには厳しい現実を目まの当あたりにしすぎても──だからこそ、信じたいものを捨てたくないのかもしれない。

　そう考えていると、お医者さんは柔らかい笑顔で続けた。

「君の幸運を祈ってる」

　お医者さんから紡がれた言葉は至ってシンプル。

「今のは医者としてではなく、個人的な言葉だよ」

「……はい。ありがとうございます」

　シンプルだからこそ、心の奥底まで染み込んだ。

　心が、確かな喜びを覚えている。

　あれほど毛嫌いしていた診察室の匂いは、どうやらそれ程悪くない。












十話　ひなの気持ち









　合唱コンクールはあっさりと優勝できた。

　審査員満場一致だったのは出来過ぎで、正直拍子抜けだ。

　お陰で千せん田だ以外のクラスメイトからの当たりは著しく良くなり、素しろ人うと丸出しの指揮についてきてくれた三組の皆みんなに感謝しそうになった。

　でもその後皆んな有あり栖す川がわに話しかけていく姿に、俺は自分が望まない形で指揮者を担当していたことを思い出した。

　千田が大人おとなしいのも有栖川がいるからで、別に何の解決にもなっていない。

　そう上う手まい話はないさと思っていた時、夢ゆめ咲さきがこちらに話しかけてきた。

「……指揮者、代わってくれてありがとね」

「別に。やりたくてやったから」

　夢咲は菫すみ色れいろの瞳を大きく見せてから、頬ほおを緩めた。

　それまで見た彼女の笑みの中で、もっとも柔らかい印象だった。

「そ。でも、ありがと」

　……これが優勝よりも嬉うれしかったやり取りだったかもしれない。

　彼女のお礼も踏まえたら意外と達成感があったなと思いながら、俺は昨日と同じ夜道を進む。

　今頃、三組以外は食堂で夜ご飯。

　優勝した三組の面々は、キャンプファイヤーをしながらバーベキューだ。

　辺りには月光が差し込んでいる。

　俺はキャンプファイヤーに参加していなかった。

　高たか尾おが俺を誘ってくれたけど、今は他にやることがある。

　その前に、話したい人がいる。

　誰にも会話を聞かれなさそうな夜道で、彼女の一人とビデオ電話。

　始めてから数分、画面から素すっ頓とん狂きような声が上がった。

『えっ優勝したんですか!?』

「まあな」

　スマホの画面に映る後輩彼女、笛ふえ乃のひながビックリしたように目を大きくしてこちらを凝視している。

　街灯一つない夜道では、人工的な光はやたら明るく見える。

　虫が寄ってくるでもなく、比較的都会で育った高校生でもこの付近は居い心ごこ地ちがいい。

　今頃クラスメイトたちはバーベキューをしながら雑談に花を咲かせている頃だろうが、たとえ俺の分が無くなっても気にならないくらいだ。

　……いや、それはないな。

　コンクリートに散らばる木の葉を軽く蹴り上げて、息を吐つく。

　お腹なかはめちゃくちゃ減っている。

　夜ご飯くらい抜いても大丈夫だと思っていたのに、とんだ思い違いだった。

　その時、底抜けに明るい声が夜道に響き渡った。

『さすが先輩ですね～、そんな特技があったなんて！　どうして指揮者なんて担当しようと思ったんです？　私だったら皆みんなの前に出るの緊張しすぎてしんどくなっちゃいそうです！』

　愉たのしげな口調の後輩に、俺は思考を巡らせた。

　この後輩は俺の学年での立ち位置を正確に把握していないが、だからこそ誇らしい気持ちもある。俺が彼女を守れたということだから。

　少し元気が出て、俺はひなに言葉を紡いだ。

「まあ得意なんかじゃないけど。まあ伴奏が有あり栖す川がわだし、何とかなりそうだったから」

『あ、で、ですよね……？　でも今の先輩ってそんなチャレンジャー思考一つで指揮者になるんですか？　たまに理解の及ばない行動を起こすことこそ、先輩が先輩たる所以ゆえんだということですか。なるほどなるほど、勉強になります……』

「ああ……まあそういうことでいいや」

　選ばれた経緯は、正確に言語化したい内容ではない。

　ひなが俺の現状を明け透けに知ればきっと罪悪感を覚えてしまうだろうが、俺はそんなつもりで彼女を助けた訳じゃない。

　逃げたくないという自分本位な思考や、ひなに滞りなく学校生活を送ってほしいと慮おもんぱかる気持ち。ひなに気遣ってほしいなんて恩着せがましい感情は、それらから大きく乖かい離りしている。

　画面の向こうで部屋着姿を見せているひなは、俺の返事に膨れ面をしてみせた。

　ひなの着込む薄ピンクのパーカーはもふもふできそうな生地感で、少しあざとい表情がよく似合っていた。

『ぷー！　どうでも良さそうな対応、マイナス10ポイントです！』

「マイナスかあ」

　時折ひなに点数評価をされるが、マイナスというワードは初めて聞いた。

　一体累計何ポイントあったら彼氏で、何ポイント下がったら別れることになるのだろう。

　俺はそんなことを思案しながら気のない声を出したのだが、ひなは気付かない様子で言葉を並べていく。

『でもでも先輩、〝夕方のラインを途中で切ったから〟という理由だけでビデオ通話をしてくれるその心遣いでプラス８万ポイント。そして好感度３００アップ！　さすが先輩です！』

「計算方法分かんねーけど、それ絶対トータルでマイナスになることないだろ！」

『先輩がマイナスになる訳ないじゃないですか!?』

「確かにマイナスになる気配感じたことないな……」

　スマホを持つ手を換え、俺は視線を泳がせた。

　施設から外に出てから十五分くらいか。

　歩を進めるにつれて道幅は狭くなっていき、一本道から三叉路、そして入り組んだ道に変わっていく。

　電波は繋つながっているので迷うことはないだろうが、万が一のこともある。

　そろそろ引き返えしておこうと思ったタイミングで、ひなが声を掛けてきた。

『先輩って最近カ……カッカ』

「閣下？　まだ高校生だぞ俺。成人できてもそうなれる未来も見えないし」

『ちがっ、ちがちがくて！』

　ひなはまた頬ほおを膨らませて、今度はパーカーのフードを深く被かぶる。表情を隠すためだろうか。

　フードには耳がついていて、薄ピンクという生地色も相まってウサギのような印象を抱かせてくる。

　元々ひなに対しては小動物みたいだなと思っていたが、それがより強まった。

『カッ、カッカ』

　……ひなが繰り返し噛かむのは、良くも悪くも言いづらい内容を伝えようとしている証拠だ。それがどうにも可愛かわいくて、俺はちょっとからかいたくなった。

「ひなってそんな笑い方だっけ？」

『ちが！　その』

「はは、なんだよ」

『最近カッコいいですよねって！』

　更にからかおうとしていた思考がピタリと止まる。

　同時に引き返そうと立ち止まったタイミングとも合致し、自分が動揺しているのが分かった。カッコいいと言われたからではない。それだけなら、いつものひなの言動だと受け流せる内容だ。

　最近という単語。

　それは即すなわち、今の俺に対しての言及だから。

「へ？　そ、そうかな。光の加減とかじゃなく？」

　動揺から立ち止まったのがバレたら、余裕のない男に思われないだろうか。

　だけどひなに限ってそんな思考は持っていないだろうと思い直し、俺は踵きびすを返す。

　ひなもいつも通り落ち着かない様子で、フードの影からチラリと顔を覗のぞかせる。

『が、画面で見てるからとかじゃなくてですね……何というか、立ち振る舞いのことですよ』

　若干つっかえながら言葉を紡ぐ後輩に、俺は「そ、そうか」としか返せなかった。

　余計嬉うれしい。

　俺、こんなに頭が回らなかったっけ。

「立ち振る舞いって、前の俺と似てるからってことか？」

　念のために訊きくと、ひなはあっさりかぶりを振った。

『ち、違います。むしろ逆で、最近の先輩って周りの目とかしっかり気にしてるじゃないですか？　前の先輩がそういう素振り見せない人だったのでギャップはありますけど……』

　ひなは言いあぐねる素振りをして、フードを脱いだ。

　表情は僅かに硬く、緊張の色が見てとれる。

　もしかしたら、以前から伝えようとしていた言葉なのかもしれない。

『──でも、今の方が優しいなって思います』

　ひなはそう言って、パーカーのポケットからキーホルダーを取り出した。

　先週俺がプレゼントした、ひなの推しキャラのキーホルダー。

　夢ゆめ咲さきに壊されたものと全く同じデザインのそれは、明かりに反射して新品の輝きを放っている。

　ひなはキーホルダーを幸せそうに眺めた。

『前の先輩からも同じキーホルダー貰もらったんです。でもこの前先輩から貰ったこのキーホルダーの方が、しっかり嬉しかったっていうか……ジ、ジワジワ来るといいますか。こんな直接的な愛情貰ったのが初めてといいますか』

　そこで俺は、商店街であげた時の情景を思い出した。

　あの時のひなは、俺を通して前の俺を想起している印象を受けた。

　間違っていない。だけどその上で、今の俺を想おもってくれたということは予想できていなかった。

　ひなを助ける行為に、ひなに対価を求めたことは一度もない。

　だけど今は行動に起こした二ヶか月げつ前の自分に感謝したい気分だ。

　お陰で俺は、自分の存在意義をまた一つ見み出いだせた。

「……そうか。ありがとな」

　短く礼を伝えて、俺は空を見上げた。

　夜空を埋めつくすような満天の星は、今にも一斉に振ってきそうなほどに煌きらめいている。

　街まち中なかで見ている夜空と同じはずなのに、場所を変えるだけでこうも見え方が変わってくる。

　普段見る夜空にも同じくらいの星々があるはずなのに、街灯の有無などで視認できなくなってしまう。

　もし全ての街灯を消し去ることができれば、きっとどこでも星は一望できる。

　……それと同じなのかもしれない。

　親しい人間の俺を見る目も、もしかしたら俺の言動一つで変えられるものなのかもしれない。

「……ありがとな」

　再度呟つぶやく。

　ようやく決心がついた。

　俺は明あ日す香かの気持ちを変えたかった。

　俺が明日香を想おもう気持ちは確かにあるけれど、明日香が想う気持ちは今の俺に向いていないから。

　この状況が継続すれば、きっと二人の未来は良くならないから。

　俺が明日香と今後良い関係を築いていくためには──以前より更に良いものにするためには、何か工夫が必要だと思っていたから。

　でも──

　そう思案していると、ひなは頬ほおを緩めた。

『どういたしましてです。今の先輩の方が好きっていうのが正しいかは分かりませんが……先輩の顔見たら、伝えて良かったなって思いました。分かったこともありますし』

「……え？　待て、俺どんな顔してた？」

　思わず頬に手を当てると、ひなはクスクス笑って答えた。

『ちょっと安心したような顔してました。きっと誰にも言えなかったんですよね。あんまり記憶取り戻したくないこと』

「まあ……な」

　有あり栖す川がわにはこの変化しつつある心情を伝えてある。

　だけど、まさかひなにもバレてるなんて。

　正直な話、年下ということも相まって、ひなには自分から話すことがないと思っていた。

『記憶を取り戻したくない理由とか……訊きいてもいいですか？』

「理由……そうだな」

　今の俺を見てくれる人からの問い。

　俺はほんの一瞬躊ちゆ躇うちよした後、口を開いた。

「俺が記憶戻ったとして、今の俺がそのまま残っていられるかは分からないからかな」

『……そういう……』

「前の真さな田だ勇ゆう紀きに戻って、今の記憶が無かったらさ。それって今の俺は死ぬってことだろ。そうじゃなくても、今の人格以外のものが脳みそに介入してくる感覚っていうか……まあ、漠然とした恐怖があったんだよ」

　深刻な空気にならないように、あえて軽い口調で本音を吐露する。

　そして、先程今の俺に好意を伝えてもらったからだろうか。

　気付けば、俺は訊きいていた。

　外壁に守られていた内面の柔らかい部分が、決壊とともに少しずつ放出されていく感覚。

「ひなは、今の俺のままでも許してくれるか」

　俺は寂しかったんだろう。

　俺を通して昔の俺を見られる環境に、ずっとストレスを感じていたのは自覚していた。

　だけどこれほど欲していたとは、自分でも思っていなかった。

　こんなにも──明確な言葉で伝えてほしいと願うなんて。

　それが昨夜に繋つながってしまったのだ。

「俺がもし、記憶を取り戻せる選択肢に直面したとして。それを自ら放棄しようとしたとしたら、許してくれるか」

　俺は今後どう転ぶか不明瞭な質問をしている。

　最悪ひなが他の彼女にこの質問を共有し、明あ日す香かが追及してくる可能性だってある。

　だけど。

『はい。もちろんです』

　そう断言したひなからは、全く他意を感じなかった。

　胸の奥に秘める感情はあるかもしれないが、その全てが今しがたの答えに繋がっている。

　彼女の榛はしばみ色の大きな瞳は、俺をそう信じさせてくれた。

『私にとってはちょっとだけ賭けにはなりますけどね』

　ひなはちょっと笑って、自らの頬ほおを掻かく。

「賭けって、どういう？」

『先輩の記憶がもし戻って、この事を明日香さんに伝えちゃったら──』

「その時は……今の俺はいないかもしれないだろ。今の俺が残ってたら、少なくともそんなことはしないよ。だからまあ、安心してくれ」

　俺が苦笑いすると、ひなが目をパチクリさせる。

　そして慌てたように手をブンブン振った。

『え!?　そっそういうことが言いたいんじゃなくて！　今の先輩好きな私がそんなデリカシーない発言する訳ないじゃないですかっ!?　神に誓って違いまギャー!?』

　テーブルに置いてあったマグカップにひなの腕が当たり、画面の向こう側へ吹っ飛んでいく。

　茶色の液体が爆散したあたり、画面外では悲惨な光景が広がっているに違いない。

『う、ううう……何もかも終わった……終わりました……』

「ご、ごめん。そんなに焦らせるつもりは無かった」

　そう謝りながら、思わずプッと吹き出してしまう。

　ひなに自分を認めてもらったからだろうか。

　いつもより素直に笑える自分がいた。

　ひなはちょっとだけむくれながら、大量のティッシュで汚れを拭き取る。

　拗すねたように『続きですけど』と言って、先程の話を続けた。

『私が言いたかったのは、何かの拍子に明あ日す香かさんに知られたらマズイかもって感じです』

「明日香に？」

『だって私……先輩との付き合い一番短いんです。明日香さんから見たら、だから簡単に今までの関係を捨てられるんだろって言われてもおかしくないです』

　果たして明日香がそんなことを言うだろうか。

　目覚めてから一週間くらいの俺だったら、あいつはそんなこと言わないと断言していたはずだ。

　だけど明日香は前の俺を本当に好いてくれており、何かを選ぶ際に何かを捨てられるということは、ひなの一件からも判わかっている。

　そう考えると、ひなの懸念はあながち的外れではない気もしてくる。

　ひなは自分の中の明日香像に反論したいかのように口を尖とがらせた。

『でもでも、私だって中学の頃に先輩と一緒に過ごした時期ありましたから。明日香さんが知らないだけで、私だって』

「……だよな。皆みんなに、その時間は存在する」

『はい。それを踏まえて、今の先輩とも一緒にいたいっていうか』

　ひなが慌てたように付け足してくれる。

　まるで俺が、前の俺に嫉妬すると言いたげなように。

　完全に別人格としての扱いは、俺の心をほんの少し軽くした。

『目覚めた当初の先輩なら、こんなハッキリ言えなかったですけど。最近の先輩は、なんか吹っ切れてそうって思ってましたし』

「どうかな。今は、分からない」

　有あり栖す川がわの言葉。明日香の言葉。お医者さんの言葉。

　一つに絞った方が、きっと自分の行動は決めやすい。

『記憶喪失って、記憶を取り戻したくて不安になるようなイメージでしたけど。逆もあるんですね』

「嫌か？」

　そう訊きくと、ひなは『そんなわけないです！』と笑う。

　新しい推しができて嬉うれしいです──そんないつもの答えが返ってくると思っていたが。

『私を救ってくれたのは、今の先輩じゃないですか』

「……え？」

『前の先輩も、私は好きでしたよ？　皆みんなから一目置かれてる感じだったのに、私みたいな人とも仲良くしてくれて。でも、でも──』

　ひなは遠い目をした後に、意を決したように真まっ直すぐ視線を寄よ越こした。

　画面越しに目が合った。

　つまりひなはカメラを意識的に直視しているということ。

　それくらい伝えたいものがあるということ。

　ひなはゆっくり、噛かみ締しめるように言葉を紡ぐ。

『……実際に助けてくれたのは先輩でしたから』

　……それだけで充分だった。

　俺は鼻を啜すすり、顔を上げる。

　誰かに必要とされるのが、こんなに身に染みるなんて。

　もしかしたら、最後かもしれない。

　今の俺が、誰かに感謝されるのは。

「ああ」

『だけど、その。大変大変恐縮なんですけど、前の先輩にも戻ってきてほしい気持ちはゼロではないです。やっぱり別人ってことは、前の先輩とはもう喋しやべれないってことじゃないですか。それはそれで寂しいですから』

「……分かってる。その情が全くないのは、冷たすぎるし。人として正しいと思う」

『はい。でも今の先輩にも残ってほしいので……とんでもないジレンマですね。アニメだと高校生がよく重い選択をしてますけど、実際立ち会うと何にも考えられないです』

　無意識に周囲にそんな選択を強いている可能性を、俺は考えられていなかった。

　……お医者さんの言う通りだ。

　俺は大変な状況だからという意識がどこかにあったのか、今まで自分のことばかりだった。

　返事の内容に思考を巡らせ、俺はゆっくり言葉を並べる。

「……それでいいだろ。選択なんてしなくていい。いいんだよ。ただ──目の前にいる俺を見てくれたら……もうそれだけで充分だ」

　せめてそれだけ告げて、スマホをギュッと握る。

『……はい』

「……なあ。一応前の俺にも願ってくれないか？　戻ってこーいって」

　ひなが目を小さく瞬まばたかせる。

「そこらへんは平等な関係でいたいんだ。前の俺とさ。たとえどんなクソ野郎でも、今の俺がいることで忘れられるのは違うと思うから。戻ってこいって思われる気持ちを、俺が消すことはしたくないから」

　今の俺として、前の俺に向けた言葉を聞き届けたい。

　前の俺に戻ってほしいという行動を目まの当あたりにしておきたい。

『分っかりました！』

　ひながいつになく元気な声を上げ、スマホをテーブルに固定し直す。

　画面の前に翳かざされた両手が、プルプル震えた。

　どうやら本当に念じてくれているらしい。

　その光景に俺は少し呆ほうけてしまったが、同時に微笑ほほえましくなった。

　前の俺がこの後輩を誑たぶらかせたとは、もうあまり思えない。

　本当に好かれるだけの人物だった可能性を、俺はあまり考えていなかった。

　自分のことだから、傲慢だと思ったんだろうか。

「ありがとな」

　だから、お礼を言った。

　今は。今この瞬間は、前の俺のためにお礼を告げたかった。

　空を見上げると、先程までの星空は輝きを失っていた。

　夜でも雲は掛かるらしい。












十一話　溢あふれ出す記憶









　明あ日す香かに会う。

　会ってどんな話をするかは決めている。

　決心が鈍る前に、会わなくちゃいけない。

　論理的な思考から導き出されるものではなく、胸の奥に仕舞った感情に従った結果。

　たとえこれが前の俺から湧き出るものでも構わない。

　この欲求に従うのもまた、今の俺の選択だから。

　ラインで施設『はるかぜ』の廊下へ呼び出して数分。

　ライトゴールドの髪を靡なびかせる幼おさ馴なな染じみが、先に廊下の暗がりに佇たたずんでいた。

　片手にはコーヒーを持っている。

　しかし別のある姿を視認して、俺は慌てて柱の陰に身を潜めた。

「こんなとこで何してるの？」

「……紗さ季き」

　暗い廊下の中、二人の声が反響する。

　なんで有あり栖す川がわがこんなところにいるのか分からない。

「ここ勇ゆう紀きくんがいると思ったんだけど……アテが外れたか」

「……なんであいつが此こ処こに来るのよ」

「……それは私が訊ききたいけど」

　有栖川はフッと笑う。

　……何ど処こか違和感のあるやり取りに、俺は少し身を乗り出して二人を見た。

　有栖川は余裕のある表情。明日香は後ろ姿で、その表情は確認できない。

「明日香さんがこんなところに一人でいるってことは、何かあったのかな」

　冷たい声色だった。

　それは明日香を慮おもんぱかるものではなく、どちらかといえば責めてるようにも聞こえた。

「……何にもないわよ」

「そ。揉もめたんだ」

　何となく切羽詰まっているような声と、余裕の声。

　有栖川の返事に反応して、明日香が顔を上げる。

「あいつ、あんたに何か言ってたの？」

「ううん。でも、大体想像つくよ。私は今の勇ゆう紀きくんを知ってたから」

　明あ日す香かは押し黙る。

「意外と気にしてないように見えるけど、多分心の奥底では傷付いてるだろうね」

「……そうよね」

「だめだよ、明日香さんが落ち込んだら」

　有あり栖す川がわが、明日香の肩に手を掛けてそう言った。

　見下げるような、馬鹿にするような声色ではなく、ただただ諭すような声だった。

「あなたがブレちゃダメ。私もブレちゃうじゃん？」

「……どういうことよ」

　俺も理解できなかったが、明日香さえも理解できていないようだった。

　有栖川は答えない。

　もう一度覗のぞき込こむと、有栖川は貼り付けたような笑顔のまま動かなかった。

　明日香が我慢できなくなったように口を開く。

「いい加減、あんたのそういうところイライラするわ。言いたいことあるなら、ハッキリ言って」

「ふふ。私は、明日香さんが物もの怖おじせずに反論してくれるところ好きだよ」

「あー、もう！」

　明日香は肩に掛かった有栖川の手を振ふり解ほどいて、壁にドカッともたれかかる。

「何かあったって？　あったわよ！　私、今の勇ゆう紀きに酷ひどいことしちゃってた。思い出すたびに自覚するところがあって、自分が嫌になってたの！」

　有栖川に向かってここまで感情をぶつけられるのは明日香だからか。

　いや、三大派閥なんて関係ない。

　明日香は有栖川と、真さな田だ勇紀の彼女同士だからこそ、有栖川に思いの丈をぶつけている。

「でも思っちゃうこと自体は、昨日の夜が終わっても止められなかった！　やっぱり色んな時間を過ごしてきた勇紀がいないのは寂しい。どうしても」

「今も勇紀くんであることには変わりないでしょ？　明日香さんが覚えてないから彼は真田勇紀じゃないの？　それってエゴだよ」

　有栖川の返答に、明日香はギュッと拳を握る。

　有栖川はこともなげに肩を竦すくめた。

「私もひなちゃんも、昔の勇紀くんは好きだよ。でも今の勇紀くんの方が好きになったから、私は今の彼を優先することに決めた」

「その結論は違う。元々の勇紀あってこその今でしょ。この三人の関係があるのも、前のあいつがいたから──」

「あー、そういうこと」

　冷徹な声色に、明日香が押し黙るのが分かった。

「明あ日す香かさん、今の勇ゆう紀きくんには消えてほしいって願ってるもんね。早く記憶が戻ってほしい、その同じ顔で別人のフリしないでってさ」

「そんなことは思ってない。前の勇紀に戻ってほしい気持ちはあるけど……あいつに消えてほしいとも思ってない。相反する気持ちがあるのは悪いこと？」

「悪いよ。明日香さんはハッキリ選ぶべきだよ」

「どうして？」

「彼女だから。一番近しい人だから。それで、選ぶとしたら前の勇紀くんなんでしょ？」

　明日香は言葉を返さない。

　俺はスマホを握った。

　思い切り握ったつもりだが、すぐに力が抜ける。

　……なんで俺、改めてショック受けてるんだ。

　分からなかった。

　有あり栖す川がわの言う通り、今の俺にとっての明日香は敵になり得た存在だ。

　俺の中身がすり替わるのを、心の底では望んでいる事実に変わりない。

　極端にいえば、俺が死ぬのを待っている存在に他ならない。

　だけど、一夜を経てもその心情は理解できる。

　俺だって、多分逆の立場ならそうなる。

　自分の愛する恋人が、自分のことを忘れ去る。

　前の人格は、自分のことを覚えてる。

　そんなの前の恋人に戻ってほしいに決まってる。中身を返せとさえ言いたくなるに違いない。

　だけど、理解できるのと賛同するのは別の話。賛同したら、俺は死ぬ。

　それは嫌だ。

　嫌だった。

　だけど──明日香の全てを蔑ないがしろにしてでも生きたいとも思えないのは、なんでだ。

　今の俺は明日香に、確かに支えられていた。

　目が覚めてから最も多くの時間を過ごし、軽口を叩たたいてきたのも明日香だ。

　でも、ある意味〝生〟よりも優先してしまう感情には、今の俺の積み上げだけでは足りない。

　目覚めた当初から明日香が大切だった。

　鳥の雛ひなが初めて見たものを親と認識するのと同じことだと思っていたけれど。

　思い出した末に今の俺がいなくなるのが怖い、それが全てだと思っていたけれど。

　俺は、今も昔も明日香と一緒にいたいだけなのかもしれない。

　前の俺も、今の俺も、それだけを強く望んでるのだとしたら。

　だったら──だったら、記憶は取り戻したい。

　それが俺の出した結論だ。

　明あ日す香かとの間で築き上げられた時間を、俺も手に取って感じたい。

　明日香だけが覚えているから、二人の気持ちがすれ違うんだ。

　昨日のやり取りを経て。

　ひなとの時間を経て、明日香と有あり栖す川がわの応酬を目まの当あたりにしても尚──俺は、記憶を取り戻したい。全てじゃなくても構わない。せめて、彼女との関係の始まりだけでも。

　そう思った時だった。

　スマホが音を鳴らし、震えた。

　ズボンのポケットに手を突っ込む。弄いじる手に触れられたスマホは、微動だにしていない。

　音も鳴っていない。

　このバイブ、着信音は幻想だ。

　掌てのひらのスマホから発せられた音じゃない。

　だけど、これはどういうことだ。

　脳髄の奥底から、次第に音が鳴り響く。音が大きくなっていく。

　きた。

　恐らく──記憶の濁流だ。

　無意識に抑えようとしていたものが溢あふれてくる感覚。

　抑えるか迷う。抑えないと、今の俺は──

「やっぱり一つだけ言わせて」

　両の掌で抑えつけようとしていた光が、翳かざした掌から漏もれていく。

「私には、あいつが大切なことに変わりない」

　明日香の声が聞こえた。

「確かに矛盾してるかもしれないけど、この矛盾が悪いこととは思わない」

　明日香はピシャリと言い切って、言葉を続ける。

「紗さ季き。あんたにとっては確かに、今のあいつの方がいいのかもしれないけどね」

　優しい声色。懐かしい声色。

「私は今の勇ゆう紀きも好きだから。あいつに本当に戻る気がないのなら、この先起きないのなら。もう一度ゼロから積み上げるだけよ」

　目尻に熱い雫しずくが込み上げる。

　充分だ。




　ありがとう、明日香。




　瞬間、白い掌てのひらが目の前に現れる。

　幻覚だ。こんなの現実に起こり得るはずがない。

　俺を暗闇に引ひき摺ずり込む掌なんて──

　それでも、今の俺には救いに見える。

　俺は、自ら暗闇に身を投じた。

　光。

　それが過去の記憶であることに気付くまで、刹せつ那なの時間も要さなかった。





　◇◆






　濁流に飲まれる。黒々とした濁流が身体からだを左へ右へ、縦へ横へと乱雑に動かす。

　身体の主導権はそこになく、流れに身を任せるしかない。

　視界に入っているのは一筋の光。

　それが何色かに分かれて存在している。

　それぞれあまりにも淡い光だったが、俺はふと疑問に思った。

　あの光は記憶の欠片かけら。

　その記憶が、なぜ光に見えているんだろう。

　嫌な出来事が記憶であるならば、漆黒の闇に進む感覚になりそうなものだが。

　……記憶が光として認識されていることに深い意味はないのかもしれない。

　だけど、光に近付くに連れて身体が熱を帯びていく。

　……意外と温かい記憶なのかな。

　恐れと僅かな期待を胸に、俺は光に飛び込んだ。

　金色の光に包まれる感覚は、存在しない身体を芯から温かくしてくれた。





　◇◆◇◆






　二十三時。

　中学二年生にしては夜更かしの部類に入る時間帯に差し掛かった頃、自宅の電話が鳴り響いた。

　俺はけたたましい呼び出し音に舌打ちをして、今しがたまで夢中になっていた漫画を閉じる。

「んだよ、ったく……」

　没入感を削そがれた苛いら立だちで、気だるげに溜ため息いきを吐つく。

　年季の入った畳から腰を上げると、すぐ隣で聞き慣れた声がした。

「あー、私が出とくわよ」

　母さんが編み物を中断して、足早に受話器へ向かった。

　１ＬＤＫの賃貸アパート。

　部屋の隅にある受話器には、ものの三秒で辿たどり着つける。母さんが「もしもし、山やま本もとですが」と話すのを小耳に挟みながら、俺は思考を巡らせた。

　漫画の世界にあまりに深く没入していたせいか、随分長い夢を見ていた気がする。

　聞き慣れた母さんの声がひどく懐かしく感じるのもそのせいだろうか。小こ綺ぎ麗れいなグレーのシャツに、仕事に使うであろう大きな真珠のネックレス。

　仕事前の母さんの姿はいつだって年齢の割に華やかなのだが、その姿も随分久しぶりに見た気がする。

　目を細めて母さんを眺めていたが、やがてすぐに慣れがきた。

　同年代の母親と比較すればいくらか若めの母さんは、よそ行きの声色が普段の２トーンも３トーンも高い。

　だけど今の電話ではみるみるうちに普段の声色に戻っていき、この時間帯の電話というのも相まって、話し相手に興味が湧いた。

「ほんとですか？」「え、辞めた？」「あーそう、最近ずっとなの……」「確かにこの時間帯はねぇ」「えぇ!?　さすがに喧けん嘩かは何かの間違いじゃ──」と中々に興味のそそられるワードが次々と聞こえてくる。

　その電話が終わってすぐに、俺は母さんに問いを投げた。

「相手の人誰？　こんな時間に、よっぽどだろ」

　母さんは腕時計を嵌はめながら、「んー」と逡しゆん巡じゆんするような声を出した。

　どうやら俺の声色に興味本位の色が混ざっていたのを感じ取ったらしい。

　だけどこの場で答えることに損はないと判断したのか、やがて問いに答えてくれた。

「えっとねえ、明あ日す香かちゃんのお母さん」

「明日香の母さん？　珍しいな」

「明日香ちゃん、家に帰ってきてないって」

　読書を再開しようとした手が、ピタリと止まった。

「明日香が？」

「勇ゆう、あんたどこ行ったか知らないの？」

「……知るわけねーじゃん。最近顔も見てないのに」

　中学に入学して一年半が過ぎる。

　俺はその間、一度も明日香の顔を見ていない。

　その旨むねを告げると、母さんは「あんたねぇ」と呆あきれ声を出した。

「顔も見てないなんて、ったく白状な。あんたら結婚すんじゃなかったの？」

「ぶっ」

　思わず吹きかけて、母さんの顔を直視する。

「学校自体が別なんだから、会わないのは仕方ないだろ！　つーか死ぬほど小さい頃に母さんがノリで取り付けた約束だろーが、んなもん無効だ！」

　俺が抗議すると、母さんは面白そうに笑った。

　絶対に響いていないことだけは分かる。

　俺は反論するのを諦めて、一旦漫画を本棚に収納した。

　──湊みなと明あ日す香か。

　幼稚園から小学生まで一緒の、所いわ謂ゆる幼おさ馴なな染じみ。

　住んでいるアパートが隣同士な俺と明日香は、つい数年前までは毎日顔を合わせる仲だった。

　周囲からは夫婦だなんだと囃はやされて、満更じゃない気分になることも少なからずあった。

　それが、環境が変わるだけでこうも会わなくなってしまうとは。

　所詮その程度の仲だといわれてしまえばその通りかもしれないが、寂しい気持ちもあるのは確かだ。

　だからかもしれない。

「勇ゆう、探しに行ってくれない？」

「……いいよ」

　──普段なら絶対に断る頼みに、二つ返事でオッケーを出したのは。

　俺の返事に目を丸くした母さんは、やがてニヤニヤと笑みを浮かべた。

「おほ、ったくもー久しぶりに素直じゃない？　もしかして喧けん嘩かしてただけ？　それならそうと、さっさと仲直りしてきなさいよ。未来の花嫁さんに！」

「余計なお世話だ！　てかそれ絶対明日香の前で言うなよ、向こうも忘れてんだから！」

「恥ずかしがっちゃってぇ」

「そんなんじゃない！」

　俺は抗議の声を上げながら、さっさと玄関へ向かう。

　帰ったら、きっとまたいじられるに違いない。

　そう思いながらドアを開けると、どういう訳か見慣れた景観にも懐かしさを覚えた。

　秋を感じさせる肌寒い空気が、優しく頬ほおを撫なでる。

　背中に掛かる「いってらっしゃい」という母さんの声が、いつになく名な残ごり惜しかった。





　◇◆






　明日香のいる場所には、何となく心当たりがあった。

　母さんが俺に捜索を頼んだのも、多分その心当たりを認識しているからだ。

　多分、あの公園。

　河か川せん敷しきの傍らに広がる、通称池いけ上がみ公園だ。

　川辺にあるのに〝池上〟と命名されたその公園には、幼少期に母さんと明あ日す香かと三人でプチピクニックに出掛けた思い出がある。

　自宅からは徒歩四十分ほど要するが、人ひと気けがなくリラックスするにはもってこいの場所だった。

　そして、幼おさ馴なな染じみと一つの約束を交わした場所でもある。

　──辛つらい時は、池上公園の東あず屋まやで。

　何年も前の約束が今も生きているとは思えない。

　だけど、そこにしかアテはなかった。

　池上公園を目指していると、川沿いの道に辿たどり着つく。

　河川敷を歩きながら、俺は思考を巡らせた。

　明日香が家に帰らない理由はなんだろう。

　中学二年生にもなると、家に持ち込めない悩みの一つや二つはある。

　普段能天気な俺にだって悩みがあるくらいだ。

　自分が普通の人間ということに対し、漠然とした失望感を覚え始めている今日この頃。

　人間なんて大たい抵ていが普通だし、悩みというには大おお袈げ裟さかもしれないが、この思考を口に出すのは中々恥ずかしいことだと理解している。

　……いや、こんなものは悩みに入らないか。

　中学二年生の時点で自分に突出した強さを見み出いだしている人間なんて、本当にごく僅かに過ぎないのだし。

　そう考えを改めながら、俺はスマホを取り出した。

　ＳＮＳのアプリを開くと、見慣れた画面が表示される。

　ＳＮＳには沢山華やかな他人がいて、それが身近に感じられるが故に、自分と比較するきっかけにもなる。

　頭では比較しても仕方ないと理解しつつも、つい視界に入れてしまう。最近は精神衛生上良くないので覗のぞかないようにしていたが──

　明日香のアカウントを検索して探し出すと、ピースサインのアイコンが表れた。

　非公開のそのアカウントにはフォロワーが一人しかおらず、その一人が俺だった。

　小学生の頃は、母さんに禁止されてたＳＮＳを、こうして内緒で楽しんでいた。非公開設定にしていれば誰にもバレないと、小学生なりの頭を使って考えたのは良い思い出だ。

　久しぶりにタイムラインをチェックすると、明日香の最後の投稿は一年前のようだった。




　Asuka『あー、たのし』




　六文字の文言とともに、派手髪の集まった写真が更新されている。

　その中に明あ日す香かは映っていないが、同年代のヤンチャグループといった印象だった。

　自分は普通。

　それを認識して尚自らを特別だと思いたい奴やつは、集団の中でただ目立とうとする。

　一部の人間が小手先に小手先を重ねた結果、社会から逸それた道へ歩み始める人が多くなるのが、およそこれくらいの年齢だ。

　明日香がそれらに該当するとは思わない。

　しかし、何らかの形で巻き込まれる可能性は否定できなかった。

　……まあ、杞き憂ゆうのような気がするけど。

　俺は可能性は低いと判断しつつ、スマホをポケットに入れた。

　深夜零時付近に出歩いておいてなんだが、俺はマトモな道から逸れちゃいない。

　逸れ始めているやつを探すために深夜徘はい徊かいする、現時点ではマトモなやつだ。

　……そういえば。

　明日香の母親が電話で、うちの母さんを頼ってきたのは意外だったな。

　娘の帰宅が遅いことなんてまずは警察に相談すべきな気がしたが、なんでも最近の明日香はよく夜遅くまで帰宅しないことが続いていたらしい。

　それは先程の電話の内容から聞き取れた。

　恐らく明日香の母親の中で、帰宅時間の一線が越えたんだろう。

　そりゃこの時間帯まで帰宅しなかったら焦るだろうなと思いつつ、それまでの明日香の環境を考慮すると理解できてしまう。

「……さっむ」

　池いけ上がみ公園の敷地に立ち入ると、秋風が一層強くなった気がした。

　寂れた割にだだっ広い空間には、遊具は殆ほとんど存在しない。

　申し訳程度にある滑り台やブランコの側そばを通り過ぎながら、俺は一つ思案した。

　……さて、目もく論ろ見み通り幼おさ馴なな染じみが此こ処こにいたのなら、どうやって連れ帰ろうか。

　急なことなので、心の準備すらできていない。

　とはいえ此処で見つからなかったらお手上げなので、複雑な気持ちで歩を進めていく。

　──あれか。

　道を逸れ始めている人間を見つけて、俺は掠かすれた息を一つ吐ついた。

　川辺から少し離れたこの池上公園は、幼稚園の運動場をいくつも並べられるくらいだだっ広い。

　その最奥地、大量の葉を繁らせる木々に囲まれた隅の方に、ポツンと東あず屋まやが建っている。

　かつて俺と明あ日す香かが秘密基地だと言って遊んでいた場所だ。

　恐らく此こ処こだろうと踏んで探していたが、ドンピシャなようだった。

　閉鎖的な空間に、人影が一つ。

　ベンチに座っている人影は、その場で膝を立てて休んでいる。

　膝に顔を埋うずめているが、その体勢は記憶に残るものに同じ。

　この東あず屋まやで待ち合わせをして俺が遅刻した際は、いつもこうして待ってくれていた。

　そして偶然かもしれないが、彼女はかつての定位置に座している。

　少し心配していたが、いざ対面するとなったら高揚感が勝った。

　はやる気持ちを抑えて、人影へ近付く。

　久しぶりの幼おさ馴なな染じみ。

　どんな風貌になっているんだろう。

　どんな人間なかみになっているんだろう。

　連れ帰りに来た目的からずれた思考が、次々に脳裏を駆け巡る。

　月明かりが一層強く照ったところで、俺は東屋の中へ入った。

　そこで初めて、彼女の変化を認知した。

「なにやってんだ、明日香」

「……あん？」

　話し掛けると、彼女は気だるげに頭を起こし、視線をこちらに向けてきた。

　──金髪になってる。

　幼馴染の金髪は、暗闇の中でもプリンが分かるくらい、金と黒の境目がハッキリしていた。

　厚手の黒のパーカーを着込み、黒の短パン。

　パーカーには筆記体で何か書き込まれているが、そういうデザインだと認識するのに数秒掛かった。

　そんな服装に身を包んだ金髪女は眉を顰ひそめてこちらを凝視し、やがて呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「……ああ。なんだ、あんたか」

　物心ついた時からの仲の幼馴染、のはずだけど。

　……やっぱ結構変わったな。

「拉ら致ちられんぞ？　公園なんかで寝てたらよ」

　木の陰に挟まれた場所にヒッソリと建っている東屋は、この時間帯になれば女子が一人でおいそれと近付くような場所ではない。

　だからかつての俺たちも、夕方頃には仲良く撤収するのが常だったのだ。

　ベンチが二つ向かい合っている此処には電灯の明かりは朧おぼろげにしか届いておらず、深夜零時となれば数メートル先の人影すら視認しづらい場所と化している。
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　不審者が近付いてきても、この東あず屋まやは出入り口が一つであることから逃げ場もなく、女子中学生一人が夜を明かすには些いささか危険だ。

　ましてや、明あ日す香かの黒の短パンは太ももからくるぶしまでの柔やわ肌はだを露出させており、変質者からみれば格好の獲物に違いなかった。

「仕方ないでしょ」

「何がだよ」

　短く訊きき返したが、明日香は答えない。

　久しぶりに聞く明日香の声だけは、あまり変わっていない。

　そのことに、少々安あん堵どした。

　外見が変わっても──それ以外が変わっていないのなら、それは同一人物。

　……目の前にいるのは、やっぱり俺の幼おさ馴なな染じみだ。

　明日香の言う仕方ないが何なのかは分かりそうな気がしたが、追及する前に明日香が言葉を紡ぎ出した。

「……ねぇ勇ゆう紀き。知ってる？　こーいう公園のベンチに手すりがある理由」

「……久しぶりに会って、いきなり訳わかんない質問だな」

「いいから」

　明あ日す香かが答えてほしそうに促して、東あず屋まやの壁に背を預ける。

　年季を感じさせる木材も意外としっかり頼りになるのは、俺も明日香も知っている。

　かつての情景を想起しながら正面のベンチに腰を下ろし、先程の問いに仕方なく答えた。

「知らないでぇす」

「諦めるの早すぎでしょ。つーか何なのそのウザキモ声」

「いくらなんでも言い過ぎだろ！」

　俺の捲まくし立たてるような返答につまらなさそうな顔をして、明日香は小さく息を吐つく。

　軽口の応酬ではなく、何かしらは中身のある答えを欲していたようだ。

　再度答えるべく口を開いたが、先に声を発したのは明日香だった。

「人が寝転べないようにしてるんだって」

「……へえ。まあ、ベンチは座るところだしな」

　……思ったより当たり前の事実だった。

　気の利いた回答をする機会を失ったことを残念に思ったが、そこに言及することはせずに明日香を正面から見据える。

　明日香は気け怠だるそうに眉を顰ひそめているのが、微かすかに視認できた。

「想像力の欠如」

「へ？」

「私みたいな家無し子はね、こーゆー場所で横になれなくなったら困んのよ」

　東家に差し込む月明かりが雲に隠れて弱まる。

　夜の帳とばりが、視界の隅で一層濃くなったような気がした。

「……お前、やっぱ家出してんのな」

　俺はおもむろにその場に座り直して、口角を上げる。

　それがこの場において適切かは分からなかったが、上う手まい表情のチョイスの仕方を誰か教えてほしい。

　確認を取ると、明日香は小さく頷うなずいて、視線を逸そらした。

　この時間まで戻らないのは、明日香は少なくとも今晩帰る気がないからだろう。

　……だけど、中学生の家出なんて勝ち筋がない。

　家に帰れば負け。帰らなくても碌ろくなことにならない。

　別に勝ち負けで家出している訳ではないだろうが、大人おとなしく帰ったほうが無難だ。

　先程から、明日香の視線の先には特段何も見当たらない。

　俺からの問いに答えたくないのは明らかだった。

「なあって」

「別に、何時に帰ろうが勝手でしょ」

「まあそりゃ、勝手だけどな。でもとりあえず今日は帰るぞ。親も心配してる」

　俺が告げると、明あ日す香かは心底ウザそうにこちらに目をやった。

「心配？」

「そうだ。心配する」

　ムッとしながら言葉を返すと、明日香は静かに肩を竦すくめた。

「……やっぱりね。あんたなんかに私の気持ちは分かんない」

「……別にそこまで興味もねえっつの」

　明日香はピクンと身体からだを震わせ、「じゃあこんな公園なんて来んな」と吐き捨てた。

　俺は頭を掻かいて、足を組む。

「……興味はなくても気にはなるだろ？　もう深夜なんだから」

「ならガッツリ興味あんじゃない。何なの？」

「く……」

「言っとくけど、理由はどうあれこの時間帯はあんたも補導対象になるからね。それ知って出歩いてんだから、興味ないわけないでしょ」

　……相変わらず減らず口だが、それは俺も同様だ。

　〝あんたなんか〟という言葉尻につい反応してしまった。

　殆ほとんど反射的に口調を乱暴にしてしまったことに、内心反省する。

　まだ俺はこういうところで大人おとなになれない。

　イラッとしてしまうと、相手の気持ちを考えるより前に言葉が出てしまう。

　だけど──謝れないほど子供でもない。

「……悪かったよ」

「……うん」

　明日香も素直に頷うなずいて、「私も悪かったわ」と頭を下げた。

　……変わらない。

　こういうやり取りの節々で、幼おさ馴なな染じみという関係性を実感する。

　普通の友達であれば、些さ細さいなすれ違いであってもそれまでの仲に亀裂が入りかねない。

　だけど多くの時間の積み重ねは、この年齢にして友達よりも数段深い関係性を築く要因になっている。顔を合わせていない時期もあり不安もあったが、杞き憂ゆうだったようだ。

　……だけど。

　目の前にいる明日香が、俺の認識通りの明日香だと確信できたからこそ分かることがある。

　明日香の抱える問題を、今すぐ直接取り除くことは恐らく不可能ということを。

　今すぐ取り除けるくらいの問題に、明日香はまずこんな状態にはならない。

　じわじわと心を蝕むしばむ慢性的な問題が、彼女の中にはあるのだ。

　俺が再度明日香に目をやると、幼馴染はどこか気まずそうにパーカーのポケットに手を入れて、またすぐに取り出した。

　見たところ羽織るものも持参していないようだし、秋の冷えを防ぐには些いささか不十分な服装に思える。

　少し話を変えてから本題に入った方が物事も穏便に進むかもしれないし、丁度いい。

「寒くねえの、その服」

「……別に。あんたに関係ある？」

「いや、直接はないけど」

「でしょ？　なんなのあんた、冷やかしなら帰ってくれない？」

　ピシリと空気が凍りつく。

　……まただ。

　売り言葉に買い言葉。

　直接関係ないのは事実だが、そのまま返答すれば明あ日す香かからの心象が悪いことくらい想像できたはずだ。

　一体どうしてこうなるんだと自戒したが、一つの結論に行き着いた。

　多分、ただただ気恥ずかしい。

　〝お前を助けたい〟と、俺が素直に言えないだけだ。

　だけど今回は明日香も何らかの自戒の念を抱いたらしく、ガシガシ頭を掻かいていた。

　それを見ながら、俺自身も頭を掻いていたことに気が付く。

　小さい頃から、上う手まくいかなかった際に出てくるお互いの癖。

　気持ちを言葉にすることが苦手だったかつての俺たちは、本当によく喧けん嘩かしていた。

　明日香と目が合うと、彼女は意を決したように言った。

「……ごめん。あんたが心配してくれてること、ほんとは伝わってる」

「……ああ。だよな」

　明日香から言ってくれたことに驚いた。

　素直に応じた自分にも。

　お互い親の仲介がなくても、多少素直になれる年齢らしい。

「俺たちも、もう中学生だしな。そろぼち腹割って話せる年齢ってことかね」

「……そうかしら。そうだといいけど」

「うん。まあ、俺らに限ってはさ。他の人たちとなら知らねえけど」

「……まあね。他の人は信用できないし」

　明日香は腰を折って、自身の膝に頬ほお杖づえをついた。

　だが体勢が気に入らなかったのか、またすぐ背もたれに上体を預ける。

　取り留めのない挙動からでも、外見の印象とは異なる、明日香の素直な一面を認識する。

　……やはり明日香は根っからグレた訳ではないんだろう。

　今しがたの〝信用できない〟という発言から学校の人間関係にも何かしらの問題は抱えていそうだが、正直そのことに対して衝撃はない。

　そもそも明あ日す香かが本当にグレてしまっても、俺はそこまで驚かないはずだ。

　気性の荒さに言語力の欠如が加わると、争いのない中学時代を送る難易度は格段に上がる。

　明日香に限って無闇に人を傷付けることは決してないと確信できるものの、彼女の粗野にも思える言動に初対面の人たちは勘違いしてもおかしくない。

　それ自体は、俺にとってはむしろ良いいように捉えられる。

　だからこそ──傍そばにいられないのは、もどかしい気持ちがあった。

　明日香の粗暴さは素直さの表れ。

　普通の人が胸に秘めるような本音を表に出すからこそ喧けん嘩かが多く、だから舐なめられないように粗暴になる。

　仲良くやってきた人間が変わっていないことは嬉うれしい。

　しかし環境がガラリと切り替わる中学において、明日香の周りに寄ってくる人間の種類が想像に難くないのも事実だった。

　明日香が記憶通りの言動を続けていたとすれば、ただでさえ争い事の増える中学では巻き込まれる頻度が上がるだろう。

　俺自身、中学に入って人間の嫌な一面を垣かい間ま見みる機会は格段に増えた。

　直接的な揉もめ事ごとのほか、陰湿な事案だって小耳に挟む。

　俺の中学だけじゃなく、きっと明日香の中学だって、どこの中学だってそんなものに違いない。

　争いに巻き込まれやすいであろう明日香にとっては、それが如によ実じつに感じられるはず。

　学校や自宅に、逃げ場のなくなった彼女が選んだ場所がこの東あず屋まやという訳だ。

　中学は別々だから、俺には防ぎようのないこともある。

　だけど──せめてここには、来れて良かった。

「……さっきから何見てんのよ」

「こえーな、ヤンキーは」

　心にもない発言だと分かったのか、明日香は舌打ちした。

　隠す気もない、あからさまな舌打ちだ。

　だからこそ、本気でムカついた訳ではないのは伝わってきた。

「相変わらず余計なことばっか言って、うるさいわね」

「ははは、褒められたぜ。変わらない一面に会えて嬉しいって！」

「ポジティブすぎてキモ」

「相変わらずひでーな！」

　相変わらずという再会を実感させる単語に、俺は密ひそかに喜びを噛かみ締しめた。

　疎遠になって時間が過ぎたから、尚なお更さらだ。

　明あ日す香かも同様の気持ちを抱いたのか定かではないが、目の錯覚でなければ、口元が僅かに緩んだように見えた。

　二人の間に流れる沈黙も、いつの間にか心ここ地ちのいいものに変化している。

　暫しばらく懐かしい空気感に浸っていると、明日香がやっと沈黙を破った。

「てかさ。ぶっちゃけまじで、勇ゆう紀きなんでここ来たの？　ほんとに私を探しに来たって訳でもないんでしょ」

「んなもん、お前を探しに来たに決まってんだろ？」

「んなっ!?」

　迷いなく返ってきた答えに、明日香の眉み間けんに寄っていた皺しわが綺き麗れいさっぱり無くなったのが分かった。

　それどころか、一瞬小学生の面影を想起してしまうくらい幼げな表情が垣かい間ま見みえた気がする。

　今しがたの発言は、どうやら明日香にとって予想外の返答だったらしい。

「何驚いてんだよ？　探しに行かないと、こんな深夜に公園なんて来るかよ。俺は不良じゃないんだぞ、夜道だって割と怖かったんだからな！」

「あ、あんたが不良じゃないのは知ってるけど。でも、それって……」

　明日香は俯うつむいてゴニョゴニョと呟つぶやく。

　耳を傾けてみると、「私が公園に来たのは別にあんたを頼ろうとする意図があったんじゃなく」「それって私がずっと勇紀を待ってたみたいになってない？　ちょっとだけ困るんですけど」「もしかしてあんた、あの約束覚えて──」と中々咀そし嚼やくするにはカロリーの高い言葉が呟かれている。

　〝約束〟。




　──辛つらかったら池いけ上がみ公園で待ち合わせな。お互い支え合うのが夫婦なんだって！　母さんも言ってた！




　……こんなもの、ランドセルを背負う前の約束だ。

　覚えていたのかとまた頭を抱えそうになったが、何とか踏みとどまる。

　僅かに逡しゆん巡じゆんした末、先程のカロリーの高い言葉たちに反応するより、明日香の問題を解決することが先だと判断した。

　俺は思考を振り払うためにかぶりを振って、言葉を紡ぐ。

「何言ってんのか分かんないけど。俺がお前を探しに来たのは、うちの母さんに頼まれたからってのもあるぞ」

　明あ日す香かは目を瞬まばたかせた。

「……え、お母さん？　あんたのママに？」

「うん。心配してたぞ？　母さんに、お前のお母さんから連絡あったんだよ」

　そう告げると、明日香の表情からサッと色が消えた。

　そしてゆっくり俯うつむいた彼女からは、汚い言葉が聞こえてくる。

「……あんのクソババア……！　よりによって勇ゆう紀きのママに連絡するなんて。てか名簿使って他の人たちにも電話してるかもしれないってこと？　一体アイツどの面下げて──」

「おおう、どうどう!?　待て待て、それ以上はやめとけ！」

　取り返しのつかない言葉が出てくる前に何とか制止する。

　不完全燃焼になったせいか、明日香は不満げな顔で俺を見た。

「そんな顔すんなって。家に帰らなかったら、そりゃ親なら色々マズイこと想像する。こっちに連絡するのはめちゃくちゃ自然なことだろ」

「そう？　世間体を優先したら、他人様にそんな電話かけられないと思うけど？　しかもいつ電話掛けた？　絶対夜中でしょ？」

「明日香の母さんが世間体気にするのは知ってるよ。だからうちにしか掛けてないと思うぞ」

　平たい声色で言葉を返すと、明日香は口をつぐんだ。

　明日香の母親はかつて、うちの母さんに何か小言を言われたくらいだ。

　世間体という面では、唯一捨てるものはない相手だろう。

　明日香も同じ結論に至ったのか、自じち嘲よう気味な笑みを浮かべて「なるほど、そうかもね」と答えた。

　明日香の母親は若い。

　俺の母さんよりも更に若く、外見だけなら同年代の母親より一回り若く見える。

　だからかもしれない。

　当時小学生だった俺から見ても、明日香の母親は世間体をあからさまに気にしていたのが伝わってきた。

　遊びに行った際の言動だけではない。

　当時の明日香は、強制的な習い事の量が凄すさまじかったのだ。

　教育熱心といえば聞こえがいいが、ママ友への自慢材料であれこれ習い事をさせられていると明日香自身は言っていた。

　まだ当時小学生だった彼女の解釈だが、中学生になってもその解釈が間違ってるとは思えない。

　小学生の頃から習い事なんて毎日あり、特に自身のやっていたバレエやピアノは週四回。塾やスイミングスクールも含めたら、中学の部活より拘束時間は長くなるくらいだ。

「そういやお前、今部活とか入ってんのか」

「入ってないわよ。そんな時間もなかったし……まあ今となっては、習い事も全部辞めちゃったけどね」

　……母さんも電話で驚いてたけど、改めて聞くと少し寂しい気もするな。

　明あ日す香かの空手は全国でも有数の実力を誇っていたから。

「そんで空手まで辞めた結果、今喧けん嘩かしてるってことか。正気か？」

「喧嘩って……あー、それ聞いたの？」

　明日香は思い至ったように答えた。

「うちの母はほんと口軽いわね。一回だけだっつの」

　彼女は眉をひくつかせて、口角を上げる。

　相当お怒りのようだ。

「まあ、あんたのママにまで電話し始めたのなら帰るわ。……あんたの家に迷惑掛けるのは不本意だし。そこ予想できなかったわ、クソね」

　〝想像力の欠如〟という言葉を返すのは流石さすがにやめておいた。

　普段気付けることに気が付かない。

　今の明日香はそういう状態なのだから、冗談なんて言えない。

　今の明日香は頭が一杯なんだろう。

　俺は視線を横に逸そらし、また明日香に戻した。

　髪色や身体からだ付きが、記憶の中にある彼女のそれと明らかにかけ離れている。

　小学校時代によく遊んでいた頃の容姿は、もう殆ほとんど残っていない。

　成長して大人おとなの身体に近付いているのもあるけれど、それ以上に表情の機微や派手な金髪が要因になっている。

　唯一今までと変わらないであろう蒼あお色の瞳は、この暗がりでハッキリと視認できなかった。

　ここまで明日香が変化した理由は想像できる。

　そして、それこそが彼女の抱える問題だ。

　直接問題はどうにかしてやれるほど、俺に力はない。

　だけど。

「なあ」

「ん？　なによ」

「うちに泊まってけよ」

　……一緒にいることくらいはできる。

　それが今夜、俺が此こ処こに訪れた意味だ。

　明あ日す香かは目を見開いて、数秒静止する。

　優しい風が、また俺たちの頬ほおを撫なでる。

　俺の提案を理解した明日香は、やがてフイと顔を逸そらして小声で言った。

「……行く」





　◇◆






「相変わらずごちゃついてる部屋ね～」

　俺の部屋に入った明日香は、懐かしむような声色で言った。

「っせーな。文句あるなら帰れ！」

「今の私にそれ言うの結構鬼畜じゃない？　ごめんって」

　明日香は片手で謝ってから、本棚の前で膝をついた。

　部屋に入って早速本棚を物色するのは、小学生の頃から変わらないらしい。

　最後に明日香が俺の部屋を訪れたのは小学五年生の頃だったか。四畳半の部屋にベッド、学習机、本棚があることで寛くつろげるスペースは殆ほとんどない。

　それ故に二人の距離は必然的に近くなるのだが、明日香は気に留める様子もなく漫画の背表紙に視線を泳がせている。

「メンツもさすがに結構変わってんのね……あっ進撃あるじゃない!?　あんたも読んでたのね、よかった！　最新刊気になってたのよ、全部無くなっちゃって困ってた！」

「漫画全部無くすってどんな管理してんだよ……」

「うっさい、色々あんのよ大人おとなには」

「年齢変わんねえだろーが！」

　明日香は俺のツッコミをガン無視して漫画を読もうとするが、俺が上からぶん取った。

「ちょっと──」

「人の部屋に入ったんだから、まずは何かしら褒めてくれ。そうだな、お洒落しやれになったと言ってくれよ」

「お洒落の要素を明確に教えてくれたら考えてあげる。はい、どうぞ」

「自分の立場を忘れるな？　漫画を借りようとしてるばかりか、人の部屋に泊まろうとしてんだぞ」

「く、あんたが誘ってきたくせに卑ひき怯よう者もの……！」

　明日香は悔しそうに口ごもり、軽く咳せき払ばらいした。

「そうね。ちょっと大人っぽくなったんじゃない？　お洒落とは思わないけど、それはほんとに感じたわ」

　そう言って、明日香は頬を指で掻かく。

　俺は目をぱちくりさせて、部屋を軽く見回した。

　確かに以前は仮面ライダーのオモチャが床に散らばり、アニメのタペストリーが窓際に掛けられていた。

　最低限のお洒落しやれは部屋をシンプルにするところからと決断し片付けをして、そこから何も加えてないのが現状だ。

「……ちょっとそこ、なんか反応しなさいよ。今のところ完全に私の褒め損なんですけど」

「……あ、いや、そーだな。今日は最低限それで許してやろう。確かに俺は歳としをとった」

　一回、二回と頷うなずく。

「嬉うれしそうなところ悪いけど、中学生が何言ってんのって言っていい？」

「そりゃお前もだろ。同い年ってこと忘れんなよ？」

　明あ日す香かは「はいはい」と鼻を鳴らして、ベッドに近付く。

　そして、一瞬の間を置いた。

「……どした？」

「……いや」

　歯切れの悪い返事をした明日香は、ベッドの端へ慎重に腰を掛ける。

　彼女らしくない遠慮がちな挙動。

　それを見て、思わず俺は吹き出してしまった。

「あはは、普通に座れよ。前は止めても余裕でダイブかましてたくせに」

「はっ……は!?　いつの話してんのよ、ぶっ飛ばすわよ！」

「今の見た目で言われたらそれなりに怖いんですけど!?」

「上等、寝てる間にほんとにやってやるから！」

　金髪女がパキパキと指を鳴らす。

　体形に差が出る年齢とはいえ、腕うでっ節ぷしでもボコボコにされる自信のある俺は、あっさり両手を合わせて頭を下げた。

　プライドよりも身の安全が優先である。

「勘弁してください」

「そこまで全力で謝られても傷付くんですけど。寝てる間にボコる訳ないじゃない」

「起きてる時もやめてくれませんか!?」

　明日香は「そっちも冗談に決まってるでしょ」と言って、下ろしていた足をベッドの上に移動させる。

　ベッドに座り直した幼おさ馴なな染じみの姿は、かつての体勢と殆ほとんど同じになった。

　そして手の届く距離にある小窓を開けて、外の空気で部屋を換気し始める。

　あっさり遠慮を解けとまでは言ってないが、こうなってしまえばもう何を言っても無駄だろう。

　俺も諦めて、幼おさ馴なな染じみに問いを投げた。

「つーかそんまま寝るつもりか？　風呂は？」

「変態。覗のぞいて興奮するタイプ？」

「そうじゃねえ！」

　自分の身体からだを抱き寄せる仕草をした明あ日す香かに、俺は全力で抗議した。お風呂への提案には他意は断じて存在しない、誓って存在しない。

「本当の本当にそうじゃない。まじで絶対そうじゃない！」

「いや、私も冗談だったけど。なんかそこまで焦られると逆に勘繰っちゃうわよ」

　その一言に、俺は重ねようとしていた言葉をグッと飲み込む。

　今しがたの言動を客観的に考えると、確かに明日香の言う通りだった。

「うん、まあ母さんがいないうちに家に入れたのがバレれたらあれだし。風呂入らない方が都合いいよな」

「何よ、排水溝くらい掃除するわよ？　ていうかバレたらまずいワケ」

　口を尖とがらせる明日香に、俺は肩を竦すくめてみせた。

「そりゃマズイだろ。ほら、普通男女は色々あるだろ」

「へ？」

　明日香が大きく目を見開いた。

　時計の秒針の音が、一瞬やたら大きく聞こえた気がする。

　男女の色々。

　一年半振りに再会した俺たちにとって、話題に〝男女の色々〟が上がるのは初めてかもしれなかった。

　気まずい空気が数秒流れる。

　誤ご魔ま化かすどころか、もっとマズい発言をしてしまった。

　どんな言葉で弁解しようか思考を巡らせていると、明日香はプッと吹き出す。

　そして挑戦的な笑みを浮かべながら小首を傾かしげた。

「あはは、さっきからなに？　あんたも一丁前に意識するよーになったってことかしら。可愛かわいいとこあんじゃない」

「ちが──だからそんなんじゃない！　あくまで生理的な現象が起こりやすくなっただけだ！」

「それ全然オブラートに包めてないわよ……」

　明日香が若干引いたように口元をひくつかせたが、相手が俺であることを思い出したのか警戒した様子は見せなかった。

「まああんたは一緒にお風呂入った仲だし、大たい抵ていの発言は見逃してあげるけど。普段は言わないようにしなさいよ、その言動慣れてないの丸出しで絶対モテないから」

「お風呂の話とか絶対言うな！　てかいい加減ナメんなよ、最近モテる気がしてるんですからね。丁度良いい感じの女子と知り合ってだな？　聞くか？　聞くか？」

　明あ日す香かは「へーホントに」とどうでも良さそうな声を出し、目を細める。

　やがて話題を続ける上での最低限の興味も失ったのか、明日香はベッドへ仰あお向むけに倒れ込んだ。

　今の話題をよく流せるなと思ったが、何か言い出しそうだったので黙って耳を傾けた。

　俺も大人おとなになったものである。

「てかさー。今更だけど、ここが勇ゆう紀きの部屋ってことは、いつもお母さんリビングで寝てるってことよね。布団とか敷いてさ」

「まあな。申し訳ない気持ちもあるけど、正直今更部屋譲れないし」

「色々あるもんね。年頃の男の子は」

「え？　あ、そうだな。うん、男には色々あるんだよ」

「ほんときもい」

「じゃあ掘り下げないでくれます!?　さっき一回流れましたよね!?」

　明日香は肩を揺らして笑ってから、おもむろに上体を起こす。

　その瞳には、心なしか僅かに寂しさもあるような気がした。

　母さんは仕事に出掛けていて会えなかったが、明日香はとても懐いていたし、会いたい気持ちもあったのだろう。

　逆もまた然しかりで、きっと母さんはギリギリまで俺たちの帰宅を待っていたはずだ。

「……もう十分早く帰れてたら、母さんにもわんちゃん会えたんだけどな」

「わんちゃん？」

「ワンチャンスの略。少しでも可能性があるならって感じだ」

「最近の若者ねぇ」

「絶対にお前が言うな……」

　明日香はまた軽く笑ってから、俺の方に目をやる。

「お母さん、帰りは朝になるの？」

「ああ。知ってんだろ、母さんの仕事は」

　思わず俺は複雑な笑みを浮かべた。

　母さんが所いわ謂ゆる〝夜の仕事〟をしていることを知ったのは小学六年生の頃。

　お昼に寝ていることの多い母さんに夜は何をしているのか問い詰めたところ、渋々教えてくれたのだ。

　明日香は母さん本人から聞いたのか、それとも以前見た光景から理解が追い付いたのか、「そうよねえ」と驚いた様子はない。

　怪け訝げんに感じていると、明日香は「散歩してたら、たまたまスナック前で掃除してるところが目に入ったのよ」と弁解した。

「小学生の時はほんと悪いことしちゃった。お昼に睡眠中のお母さん叩たたき起おこして格ゲー付き合ってもらっちゃってたし。今考えたら絶対ヤバい子供だわ」

「あー、ゲームの相手いなくてよくうち来てたよな。確かに、俺と同じくらい母さんと対決してたわ」

　明あ日す香かは俺の発言に、項うな垂だれるように頷うなずいた。

「そうなの、夜の仕事でお昼は寝たいはずなのに毎度起こしちゃって……ほんと迷惑かけちゃった」

「まあ気にすんなよ、あの人絶対楽しんでたから大丈夫だぞ。お前が遊びに来なくなってから、暫しばらく母さんぼやいてたし。１対１じゃつまらないってよ」

　運の介入する余地が減り、俺に全く勝てなかったからかもしれないが。

　明日香はそれを察したのか、小さく笑みを溢こぼす。

「むしろ盛り上がりそうなものだけど。でもそっか、そう言ってもらえるとなんか嬉うれしいわね」

　明日香は頬ほおを緩めて、小窓を閉めた。

　勢い余ってガンッと音が鳴り、明日香はビクッと震える。

「そういえばゆっくり閉めなきゃだった。ゴメン」

「おいー、小学生の頃より力強くなってんだから気を付けろよ」

「誰がゴリラよ!?」

「全く言ってませんけど!?」

　昔のままのやり取り。

　特に遠慮なく言葉が口をついて出てくるし、そのどれもが心ここ地ちよい。

　仲の良いいどの友達よりも盛り上がるのに、落ち着く雰囲気も並行して有る。

　あの頃と唯一異なるのは本当に髪色くらいのものだ。

「なあ」

「ん？」

「なんで髪染めたんだ？」

　明日香の顔が少し曇った。

　できれば触れられてほしくなく、このまま取り留めのない雑談で夜を明かしたかったのだろう。

　卒業アルバムを片手に思い出話に花を咲かせながら、かつての情景に想おもいを馳はせたかったのだろう。

　俺だってそうだから、気持ちは分かる。

　だけど今日は──ただの再会じゃないのだ。

　明あ日す香かの抱える問題を、俺は解決してあげたい。

　幼おさ馴なな染じみとして再会した意味は、きっとそれに違いないから。

「……電気消して」

　電気消して。

「…………はい!?」

　一瞬ポカンと惚ほうけた俺に、明日香も目をパチパチさせる。

　そして違和感の正体を察したのか、慌てたように続けた。

「ちがっ、そーいう意味じゃない！　話してる時の顔見られたくないだけだから!?」

　明日香は勢いよくベッドから飛び降り、耳元に目にも留まらぬ速さで指先を突き出す。

「うお!?」

　訳もわからずぶん殴られるかと思いきや、後ろの電気スイッチを押しただけだった。

　唐突に薄暗くなった部屋で、明日香はベッドに再度腰を下ろして、今度はそのまま寝転がった。布団の擦こすれる音が耳じ朶だに響き、俺は思わず喉を鳴らす。

「……あれ、意外と勇ゆう紀きの顔よく見えるんですけど。というかなんでこの部屋カーテンないのよ」

「カーテンあったら全然起きれないんだよな。安心しろ、俺はよく見えないから」

　そう答えてから、俺も恐る恐る布団に潜り込む。

　すると、隣からほのかに明日香の匂いがした。

　記憶と違うのは外見だけだと思っていたが。

「……待って、余計なこと考えてないわよね？」

「うん、やたら匂いがするなあとしか」

「よし殺す」

「ごめんなさい嘘うそです！」

　本当に首元に伸びた手から逃れて、俺は明日香を見下ろした。

　この調子じゃ、いつまで経たっても本題に入れない。

　俺は無理やり話題を戻す。

「なあ、さっきのお前が髪染めた理由さ。当てててもいいか」

「え？　別にいいけど」

「向き合ってもらいたいんだろ。お前のお母さんに」

　明日香が口を閉じたような気がした。

　元々明日香は、母親との仲が悪い。

　馬が合わないといえばそれまでだが、互いに愛情が希薄なことは普段の言動から見てとれた。

　授業参観や運動会や音楽会、卒業式にさえ明日香の親の姿を見かけた記憶がない。

　いつも一人で寂しそうに佇たたずむ明あ日す香かを、うちの母さんが面倒を見ていたのだ。

　長い付き合いになる俺ですら、明日香の親は話に聞くだけで殆ほとんど会った経験がない。

　父親に至ってはただの一度も見たことがないくらいだ。

　明日香は俺の家によく遊びに来ていたけれど、俺が明日香の家に遊びに行ったのはたった一度だけ。

　そしてその日の別れ際に明日香の母親から発せられた言葉は、今でも耳に残っている。

　──勇ゆう紀き君。ちゃんと私は明日香と遊んでやってたって、ママに言っておいてね。

　後に明日香から、「私のママ、勇紀のお母さんから何か言われたみたい」と聞いた。

　改めて思い返せば、世間体を守るためだけに俺を家に招待したのだろう。

　娘と遊んであげる母親に、子であるはずの明日香当人が戸惑ったような笑みを浮かべていたのはそういう理由だ。

　そんな母親を持っていたからだろうか。

　幼おさ馴なな染じみといっても親絡みで仲睦むつまじい訳じゃなく、うちの母さんも湊みなと家の話題が出た際は明日香についてしか言及しなかった。

　何かを明言された訳ではないが、明日香の親について訊きくと言葉を濁す場面は今までに何度もあった。

　小学生の子供ですら色々と理解できてしまう関係性。

　それ自体は以前から変わらないものだったが──どうも最近になって拍車がかかったらしい。

　明日香があの時間帯まで出歩いていたのがその証拠。

　母親に向き合って欲しいのなら、その言動も理解できる。

「はは、よくある展開ね。全然違いますけど」

「へっ」

　続きの言葉を考えていた俺は、思わず素すっ頓とん狂きような声を出す。

　元々明るめの茶髪をわざわざ派手に染めるなんて、てっきりその理由だと思っていたのに。

「向き合ってほしいとかはないってことか？」

「ないわね。今更向き合ってもらったって、そこには何の得もないし」

　明日香の表情からは、その発言が嘘うそではないことが伝わってきた。

　やっぱり数年来の再会じゃ、予想するのが難しいらしい。

「ずっと続いてる状況に今更抵抗しないわよ。家出してみたのは、突発的に嫌なことがあったからね」

「てっきり反抗期なだけだと思ってたぜ……」

　天井に両手を掲げると、明日香はスパンと叩たたき落とした。

「んな訳ないでしょ！」

「いでえ！　今俺を叩たたく権利あるぅ……？」

「あ、そっか。ゴメン」

　明あ日す香かはバツの悪そうな声色で謝罪し、三秒ほど無言になった。

「全然冗談だけど。それより、何があったんだよ。突発的なら、直近でなんかあったんだろ」

　出会い頭なら、十中八九答えてくれなかったに違いない。

　だけどかつての空気を思い出した今だからか、それとも薄暗い中で同じベッドに寝ているからか。明日香は素直に応えてくれた。

「……大事にしてたもんを捨てられたの。今日はその抗議ってだけ。ここで大人おとなしくしてたら、また一線越えられそうだし」

　明日香の発言に、俺は目を見開いた。

　明日香の家はお隣さんだから、ごみの収集場所も同じ。毎朝確認しないので異変に気付かなかったが、そんなことがあったなんて。

　明日香は忌いま々いましげな口調で続ける。

「好きな漫画、人形、ポスター。ただの喧けん嘩かにしては、捨てすぎよね」

「……そんなことされたのか」

「……まあそれだけならここまで怒んないけど。特に、小四の社会科見学で一緒に作った陶器とかも捨てられちゃって」

　幼おさ馴なな染じみの声色に、初めて哀愁が宿る。

　小四の社会科見学といえば、確か俺と明日香は同じ班だった。二人の共同作業で、二つの陶器を制作したのだ。

　片方は俺の家で使われている。

　……明日香が怒る訳だ。

「あれは、元々使えないくらい出来悪かったけどさ。見た目は確かに、ゴミに間違えられてもって感じだし」

　明日香は唇を噛かみ締しめて、溜ため息いきを吐ついた。

「でもそれが、一番捨てられたくなかったわ」

「……手作りだしな。出来が悪いとは思わなかったけど」

　そう返事をすると、明日香は憂えた瞳でこちらを見据えた。

「覚えてんのね」

「当たり前だろ。俺が現役バリバリで使ってるよ」

「あんたのやつはほんとに使い物にならなさそうだったけど……？」

「母さんのお気に入りなんだよな。てことで、それ母さんに伝えとくわ」

「え!?　違う！　出来が悪いのは間違いないけど否定してる訳じゃなくて、むしろお母さんからみれば不器用加減が息子らしくて嬉うれしくなると思うし！」

　ガバッと起き上がりざまに放たれる焦りで捲まくし立たてるような弁解に、俺は天井に向かって声を出して笑った。

「あはは、相変わらず母さんには頭上がんねえのなっ」

　視線を横にズラすと、明あ日す香かは悔しそうな恥ずかしそうな顔で俺を睨にらみ付つけてきた。

　だけどヤンキーのそれではなく、あの頃の面影を残した幼おさ馴なな染じみの表情だ。

「あれだけお世話になっといて、恩を仇あだで返せないでしょ……！　週５くらいで家にお邪魔してたんだから……！」

「ほんとあの時は家に来すぎだけど。さっきも言っ──」

　そう返事をしようとした瞬間、電話が鳴った。

　深夜二時近くにもかかわらずだ。

「……この時間に？」

　明日香がピリついた声で反応する。

　愉たのしい雰囲気が萎しぼんでいくのを感じ取る。

　家出やお泊まりという非現実感によって生み出された幻想は、無機質な音によって妨げられた。

　明日香はおもむろに立ち上がり、電話に向かって歩を進める。

　相手が分かっている俺も、あえて止めることはしなかった。

　やがてリビングから話し声が聞こえて、明日香の口調から推測が正しかったことが伝わってきた。

　静かな足音とともに俺の部屋を覗のぞき込こんだ明日香が、小声で言葉を紡いだ。

「めっちゃ怒られてやっぱりお呼び出し。……帰るわ。今日はありがと」

「おい、めっちゃあっさりしてんな？　大丈夫なのかよ」

　起き上がりざまに答えて、玄関先に向かう明日香を追いかける。

「大丈夫よ別に。また電話鳴らされるとしたら、どっちにしろ寝れないし。帰った方が場は丸く収まるわ。これ以上はあんたに迷惑かけるだけよ」

　明日香はそう言葉を並べながら、運動靴を履いた。

　解ほどけていた紐ひもをゆっくり結びながら、明日香は言葉を続ける。

「……私はまだ、自分じゃ何もできないから。最低限は従わないとね。あんたが公園に来てくれたってことは、今日これがその最低限から逸脱してるってことだし」

「いつだつ？」

「……ずれちゃってるってこと」

「こんな時に難しい言葉使うなよ」

「相変わらず漫画しか読んでないことは分かったわ……」

「漫画は人生だろーが！」

「小説だって人生よ！　漫画も好きだけど！　てかなんの話よ、私帰るから！」

　そう言って外の廊下へ出てしまった明あ日す香かに、俺は迷わずついて行く。

　明日香はこちらを振り返ると〝なんで当たり前のようについて来てんのよ〟と言いたげに溜ため息いきを吐ついたが、深夜の外ということもあり何も言わずに螺ら旋せん階段を下りていく。

　明日香の家はすぐ隣なので、母親が迎えに出てくる可能性もある。そうなるともう話せそうにない。

　俺は後ろから明日香の手を取り、彼女の家と逆方向へ力一杯促した。

「うわっ!?　ちょっ、なに──」

「行くぞ」

　明日香の家とは逆方向に駆ける。

　静寂に包まれた住宅街。

　街灯の光が俺たちを照らし、二人の並走を見守っている。

　この瞬間──この瞬間、俺たちは世界に二人だけのような錯覚を覚えた。

　お互いがお互いのみを認識するこの瞬間だけは、二人だけの世界が確立されるといっていい。

　だとすれば、強あながち大おお袈げ裟さな感覚でもないのかもしれない。

　曲がり角の辺りでようやく止まる。

　力ずくで逃げられるのにそうしないのは、明日香も本心から帰りたくない表れだろう。

　夜風がささやく。

　それとともに、明日香は静かに言葉を紡いだ。

「あのね、勇ゆう紀き。私、帰らなきゃなの。勇紀にも迷惑かかるんだったら、私が意地張る意義も薄れる。そこんとこ察してよね」

　静かだが強い口調。そして優しい声色だった。

　……明日香らしいな。

「んな難しく考えるなよ。楽しく生きようぜ」

「楽しく、ね。親がそうさせてくれないんだけど」

　そう言った直後、明日香はしまったと言わんばかりに唇を噛かみ締しめた。

　夜道を走ったことから、先程までひた隠しにしようとしていた本音が不意に漏もれ出してしまったようだ。

　明日香は俺の思考に気付いたのか恨めしげな目をしたが、やがて諦めたように息を吐ついた。

「私は堅実に生きたいの。それが楽しさに結びつく気がして」

「へえ、ケンジツ」

「呆あきれた。堅実っていうのは──」

「さすがに分かってるっての。その髪色に堅実って言葉が似合わないだけだ」

「あ、そーいうこと？　……あれ待って、中々酷ひどい事言われた気がしたんだけど」

　危うく納得しかけたのを否定しながら、明あ日す香かはツンとした声を出す。

「堅実って素晴らしいわよ？　あんたには分からないかもしれないけど、堅実は普通を従順にこなすってことなの。堅実に生きたら部活にだって入れたし、友達と遊ぶ時間だってもっととれた」

　堅実への解釈に関して口を挟みたくなったが、今は明日香に吐き出させるのが優先だ。

　俺は一度小さく頷うなずいて、続きを促す。

「うちの両親は、口酸っぱく私に夢を求めてくるの。そこに行く道程の険しさなんて、あの人たちには分かってない」

　明日香は「私を盲信しすぎなのよね」と自じち嘲よう気味な笑みを浮かべる。

「私、親の夢なのよ。あの人……私に芸能人になってもらいたいんだって。そのためには何かの才能発掘しなきゃって……小さい頃に習い事がやたら多かったのはそういう理由」

　……てっきりママ友に自慢するためかと思っていた。

　やっぱり小学生の頃の解釈はそれ程あてにならない。

　それに、もっと酷いじゃないか。

「進学する高校だって、あの人の中じゃもう決まってる」

「……どこなんだ？」

　そう訊きくと、明日香は少し迷った後に答えてくれた。

「遊ゆう崎ざき高こう校こう」

「……なるほどな。有名だよなあそこ。偏差値高いけど、お前の頭が鈍なまってなきゃ進学できるんじゃないか」

「私も普通科なら行きたいんだけどね。芸能科に行ってほしいのよ、あの人たちは」

　ある意味予想通りだった言葉に、俺は口を閉じる。

　この地域のみならず、全国にもそこそこの知名度がある。特にモデルに強いらしい。

「芸能科ってことはモデルか。なんか、あんまお前のイメージじゃないな」

「あはは、それ。自分でもそう思う。モデルなんてぶっちゃけ、全然やりたくない」

　明日香は肩を竦すくめて、傍そばにあった塀に身を預けた。

「でも、習い事とかいざ全部投げ出しちゃったらさ。思ってたより自分に何も残らなくて……堅実とか言っておきながら、今はしっかり流されそう。私、自分のことなのに、自分で決められるだけの判断力がない」

　俯うつむいた声からは自身への失望が聞き取れた。

「上う手まくいかない鬱うつ憤ぷんで夜は家に帰りづらくて、親との喧けん嘩かも増えて、そこに理由つけて飛び出して。親のせいじゃなくて、自分で招いたことなのに……あんたにもこれを全部言わずに帰ろうとしてた。あんたに失望されるのが怖かったから」

　明あ日す香かは苦笑いした。

「卑ひき怯ようよね」

「卑怯じゃねえだろ」

　俺が即答すると、明日香は目を丸くした。

「あー……物もね、捨てられてもおかしくない場所に放置しちゃってたのよ？　何回か忠告されたんだけど、上手く身体からだが動かなくてね。これもさっきは伏せてたでしょ」

　珍しく明日香はマイナス思考だ。

　夜の街がそうさせるのか。

　違う。

　きっとこの幼おさ馴なな染じみは最近ずっとこうだったのだ。

　俺が今日、明日香と再会した意味。

　そこに大きな意味を与えられる瞬間は、きっと今しかないだろう。

　何か使える引き出しはないか。

　夜空を見上げて、俺は思考を巡らせる。

　今の明日香には、余裕がない。

　心がうまく動かない状態だ。

　心を軽くさせてあげられたら、明日香が自身の行動を省みる心の余裕が生まれる。

　思考を巡らせる余裕を確保できたら、きっと言動にも現れる。

　母さんがよく言っている。

　心の余裕は、言動に直結するって。

　心の余裕を与えるきっかけくらいなら、俺にだって作れるはずだ。

　暗い空を見上げる。

「うし、決めた」

「え？　何を」

「俺も遊ゆう崎ざき高こう校こうに進学する！」

　明日香は目をパチパチさせた。

　そして動きの一切を静止させた後、ガバッと勢いよく振り返った。

「はぁ!?　あんたの頭で足りる訳ないでしょ！」

「おおう、何気にめっちゃ酷ひどいな!?」

　幼馴染じゃなきゃ失礼に値するレベルだ。

　いや幼馴染でも全然失礼だけど。

　明あ日す香かがびっくりしたように凝視してくるが、俺はあえてこともなげに答えた。

「可能性はあるだろ！　別に俺はやりたいこととか何にもないし、そういう人種はとりあえず偏差値高い高校に進学するに越したことないって」

「……なんで？　別にやりたいことなかったらどこでもいいはずじゃん」

「偏差値高くしといた方が、とりあえず選択肢の幅は広がるだろ。そういう意味じゃ、芸能科があるような高校が一番適してんじゃね？」

「……私のためかと思ったのに」

「別にお前のためだけじゃないっての」

　自分のためでもあるから、明日香のためだけじゃない。

　ただ、明日香のためだという気持ちも沢山入っている。

　そこまで明言するのは、どうしても気恥ずかしいけれど。

　それらの感情は、今度は正しく明日香に伝わったようだった。

　明日香は髪を梳すきながら夜空を見上げ、初めて和やかな笑みを浮かべる。

「ふふ。そっか」

　つきものが落ちたような微笑ほほえみは、俺の記憶にはないものだ。

　それ程、どこか大人おとなびた表情だった。

「……ありがとね。結構助かっちゃったかも」

「……何も解決できてねえだろ」

　そう言うと、横で明日香がくつくつ笑った。

　俺は口を尖とがらせて、「なんだよ」と訊きく。

「いや、ごめん。ほんとに解決しようとしてくれてたんだって、嬉うれしくなっちゃって。あんたとの高校生活は、結構面白そう」

「これでハリが出たらいいんだけどな」

「出る出る、出ちゃう。ったく、私にこんなこと思わせられるなんて凄すごいわ。あー、頑張ろ頑張ろ！」

　明日香は今度こそハツラツとした表情で、両手を夜空に掲げてみせた。それから小さく笑う。

　耳に心ここ地ちのよい声。

　かつては毎日何度も聞いた笑い声。

　それを再会してから初めて聞いたことに気が付いた。

　正直この時間帯だから心配ではある。

　だけど、もう少し。

　もう少しだけ、この声色を聞かせてほしい。

「俺ら、中学から学校離れたけどさ」

　明あ日す香かが振り返る。

「……別に、すぐに頼れないほど距離が遠くなった訳じゃないだろ？　こんなに家が近いんだからよ」

　家が近くても、心の距離がいつしか遠くなってしまったのが今までの俺たちだった。

「……それはこっちのセリフでもあるわよ。勇ゆう紀き、全然声掛けてくれないし」

「そうだな。でも、これからはお前の家の前で待機してやる」

「はあ？　めちゃくちゃね」

　明日香は吹き出すように笑った。

　多少強引な方が、真まっ直すぐな明日香にはよく刺さる。

　俺は明日香を追いかけて再び隣に立つと、幼おさ馴なな染じみは暫しばらく無言で空を眺めた。

　黒々しい空の隙間から、僅かに月光が漏もれている。

「じゃあ、約束して」

「なにを」

「なんかあったら……あんたも私を頼るのよ」

「……まあ、約束すっか」

「私の性分覚えてるわよね？　約束破ったら半年は根に持つから」

「あー。小四の時、遊びの約束忘れてただけでほんとに半年口利かなかったもんな」

　言葉の響きで感じるところがあったのか、明日香は苦笑いをする。

「めんどくさいのは分かってるけど」

「めんどくさくないよ」

　俺が即答すると、明日香は目を瞬まばたかせた。

　夜風が吹く。

　風に乗って、言葉が届く。

「ね。私たち、付き合わない？」

　それが何を意味するのかを、俺たちはもう知っていた。

　かつて夢見た日常が、今目の前に迫っていることを。

　きっかけなんて何でもいい。

　心の内を曝さらけ出し、受け入れ合う。

　そんな存在はきっと、これからそうそう現れるものじゃない。

　その存在は、目の前の人であってほしい。

「明日香」

「ん？」

「その髪、似合ってるぞ。これ言うの忘れてたわ」

　明日香は目をパチパチさせる。

　無言の彼女に、俺は言葉を続けた。

「……プリンさえ治せばな？　色ももうちょっと明るかったら、まじ美少女じゃね。えっと、うん」

　言葉に詰まる俺に、ついに明あ日す香かは吹き出した。

　乾いた笑い声は暫しばらく辺りに木霊こだまして、やがて小さな声を紡ぎ出す。

「……ありがと。金髪好みなんだ？」

「え？」

「髪色よ」

　明日香は自身の髪をバサリと靡なびかせる。

　金色の髪が、月光に照らされ幻想的な色を瞳に映す。

「あんたのためなら、それに合わせるって言ってんの」

　少し頬ほおを赤らめた明日香は、気恥ずかしそうにそっぽを向いた。

　捜していた当初、こんなことになるとは思いもしなかったけれど。

　──こんな誤算なら、大歓迎だ。

「ライトゴールド。どうせなら、もっと綺き麗れいな金に染めてやれよ。開き直りも、それが続けば自信になるし」

　雲が晴れる。

　月明かりが強くなる。

「告白への答えは、こんな感じでいいか？」

　月光が照らし出した彼女の顔は、見たことのないものだった。

　即すなわち──

「……いいか、じゃないわよ。纏まとまってたの？　ハッキリしない答え、あんたじゃなかったらぶっ飛ばすところだけど」

「俺じゃなかったら告白してないだろ」

　俺の率直な言葉に、明日香は「そういうことになるのが癪しやくなのよね」と苦笑いする。

「じゃ、これからよろしく」

　彼女の表情が光に包まれ、視界の外へと消えていく。

　霧散した光景を掴つかもうと掌てのひらを伸ばすと、彼女の身体からだに届かなかった。

　代わりに、温かい感覚があった。





　◇◆◇◆






　……そうか。

　この気持ちが、俺の記憶か。

　やっぱり俺は、明あ日す香かのことを。

　全てを取り戻した時に、今の人格がどうなるのかは分からない。

　だけどこの気持ちを想起することが、悪なはずはない。

　暗闇の中で頬ほおを緩め、俺は後ろに倒れ込む。

　地面に吸い込まれるように身体からだは無くなり、別の世界へ放出される。

　瞼まぶたを開けると、視界には廊下が広がっていた。

　先程まで無機質だった廊下には、僅かに温かい空気が流れている。

　暖房でもついたのだろうか。換気扇でも回ったのだろうか。

　違う。

　先程までの景観と、数秒前の景観と、此こ処こは何も変わっていない。

　俺が変わった。

　人格が入れ替わった訳ではない。

　だけど──明日香を大切に想おもう認識は、間違いなく過去から生まれたものだと自覚した。

　きっかけを思い出した今、俺が出す答えは一つしかない。












十二話　流れ星にキスを









　夜空を埋めつくすような満天の星。

　山の中からは、それが明瞭に視認できる。

　街まち中なかで見ている夜空と同じはずなのに、場所を変えるだけでこうも見え方は変化する。

　普段見る夜空にも同じくらいの星々があるはずなのだ。街灯の有無などで視認できなくなっているのが、よく解わかる。

　もし全ての街灯を消し去ることができれば──きっとどこでも星は一望できる。

　空そのものは、その姿を変えていないから。

　多分、それと同じだ。

　器自体は変わっていない。

　故に余計な雑念を消せば、前の俺はいつか表に出てくる。

　真さな田だ勇ゆう紀きという受け皿そのものは、記憶を失っても変わらない。

　今の俺という存在は、真田勇紀から生まれたものに他ならない。

　だとすれば、〝前の俺〟を別人として扱うことは間違っている。少なくとも、俺が率先してそう思うのは誤りだ。

　記憶はなくても、俺は俺。

　それは記憶を失った瞬間は自覚していても、日にちが経たつにつれて薄れていた感覚だった。

　前の俺は、今の俺と同一人物。

　そんな当たり前のことを無意識のうちに拒否し始めるのは、前の──いや、俺が望んだことなのかもしれない。

　多分俺は、真さな田だ勇ゆう紀きを辞めたかったのだ。

　何が要因かは分からない。

　だがそう思って記憶を失くしたことが、この二ヶか月げつの在り方に多大な影響を及ぼしたに違いない。

　俺の思い通りに、俺は真田勇紀から離れようとした。

　更に月日が経てば、頭の奥底に眠る記憶は薄れていき、戻るのが不可能になっていた可能性もある。

　だけど許容できないものが、それを阻止した。

　幼おさ馴なな染じみの明あ日す香か。

　彼女から離れたいという感情は、俺にとってむしろ正反対のものだったのだ。

　……夜の公園で再会した、中学二年生の青い春。

　あの時間を思い出した、今だからこそ分かる。

　記憶を失った俺がすぐに明日香へ情を抱いたのも、一緒にいたいという気持ちが漠然と湧いてきたのも、全てが俺である証あかしだといえるのだと。

　確かに科学的には、記憶喪失前の俺との差異は判断しづらいかもしれない。

　でも──俺が真田勇紀だと強く思えば、それは現実になる。

　人間の思う力は絶大だから。

　いつの間にか、口角が上がっていた。

　綺き麗れい事ごとだ。

　前の俺と今の俺を統合できるのは、きっと明日香について思考する間だけだろう。

　だけど医者から教えられた〝綺麗事〟は、たとえ僅かでも支えになりえるかもしれなかった。

　綺麗事を唱えるだけで現実が一ミリでも良くなるのなら、喜んで唱えてやろう。

　実際に明日香との関係を強く思った途端──幼馴染に関する記憶の一部が、俺に戻ってきてくれたのだし。

　もしかしたら、その先さえも。

　中学二年生以降の記憶を辿たどろうとするとすぐに光が消えてしまうから、まだ少しかかりそうだ。

　だから、〝自分が消える〟という漠然とした恐怖は残ったまま。

　だけど指針が決まると、いくらか気は楽になった。




　──今の自分のまま、全ての記憶を取り戻す。




　それが今の俺にとっても、前の俺にとっても、最高に都合の良い結末。

　……想おもいが強ければ、この願いさえも叶かなうだろうか。

　そんな上う手まい話があるかは分からない。

　記憶が回復しても、ずっと俺のままでいられるなんて。

　今まで俺がそれを願わなかったのは、そうすることで一パーセントでも消える可能性があるからだ。

　その事実は未いまだ何ら形を変えていない。

　だけど足りないピースを満たした先に素晴らしい本物が待っているのなら、一度諦めずに追ってみるのもいいだろう。

　まだ妥協した折せつち衷ゆう案を選ぶ時ではない。

　最高のエンドは、まだ訪れる可能性がある。

　そう思えたのは、行動材料に自分のみではなく──明あ日す香かや、周囲の人間の感情をも入れたからだ。

　今の自分のためだけではない。

　周りのためにも動けるのが、人が人である証あかし。

　俺が周りを巻き込んでハッピーエンドを迎えるには、きっと必要な判断だ。

　消える兆候があれば、その時にまた考えればいい。

　本当に消えてしまう時は──きっと何の痛みもないのだし。俺の頭一つで完結する問題なのだから。

　そう思えば、いくらか開き直れる。

　ハッキリ結論を出して、視線を地面に落とした。

　施設を離れた夜道。

　俺は有あり栖す川がわから離れるため、先程とは違う場所に彼女を呼び出していた。

　道端に設置されたベンチを中心に、花壇になっている場所だ。

　街まち中なかではお目にかかれない花が、月光に照らされ輝いている。

　その瞬間だった。

　足音が聞こえて、俺はすぐに顔を上げる。

　視線で捉えたのは、今しがたの花より何百倍も目を奪われる存在だった。

　月光を反射するだけではなく、それを取り込み、自身の魅力に置き換えてしまうような存在だった。

　そして何より──懐かしい存在だった。

　身体からだの芯が悦よろこびに震えるのを感じ取る。

「……今度はこんなとこに呼び出されるなんてね」

　湊みなと明あ日す香かが、よく響く声色で呟つぶやく。

　暫しばらくその声に浸る。

　俺はハッとしてから、口を開いた。

「……明日香。悪い、夜ご飯の時間なのに」

　謝りながら、ベンチに座る。

　隣の空席をポンポンと叩たたき、無言で着席を促す。

「いいわよ、どっちにしろ喉通らなかったし」

　明日香はそう言って、隣に腰を下ろした。

　座る際に全体重を尻に乗せるのは、当時の記憶から変わってない。

　微笑ほほえましくなっていると、幼おさ馴なな染じみは殊勝な面持ちで呟いた。

「ごめんなさい。昨日のこと」

「そんなことよりさ」

「うん……ごめんね。そんなことより──んなことより!?」

　明日香は仰天して、並べようとしていた言葉を宙そらの彼方かなたへ放り出し、俺をマジマジと凝視した。

　確かにあれだけ深刻な空気になった事態は、普通なら〝そんなことより〟じゃ済まされない。

　だけどそれは昨日の一件の後に何も起こらなかった場合。

　昨日よりも更に大きい事象に出で逢あった今では、〝そんなことより〟という単語の選定はあながち間違いとはいえないはずだ。

　俺は軽い調子で笑ってから、一回、二回と頷うなずいた。

「ああ、そんなことよりだよ。……明日香、その髪色って中学の時に俺が言ったからか？　改めてだけど、似合ってんじゃん」

　明日香は大きく目を見開いた。

　懐かしい蒼あお色の瞳。

　懐かしいと感じられることへの喜びと、懐かしいと感じてしまうことへの不安。

　だけど今だけは喜びに浸ってもいいはずだ。

　目の前にいる幼馴染が、こんなにも感情を表に出してくれているのだから。

「あ、あんた──勇ゆう紀き？　もしかして、勇紀なの？」

　薄いピンクの唇から、俺の名前が紡がれる。

　声色、息遣い。

　その全てが耳じ朶だに響き、木々のさざめきはかつての日々を想起させる。

　俺は少しだけ照れながら口元を緩めて、幼おさ馴なな染じみに言葉を返す。

「なんだよ、ずっと俺なことには変わりないだろ？」

　明あ日す香かは動かない。

　俺を凝視する幼馴染は、まだ信じられていないらしい。

「……って言うのが烏お滸こがましいくらい、別人みたいな言動してたかもしれないけどさ。その節は悪かったよ」

　俺が続けると、明日香は驚きよ愕うがくしたように目を見開いて喉を鳴らす。

　驚くだけで何も言わない幼馴染に、俺は笑いながら付言した。

「つーか、〝ほんとに別人みたい〟って言われたんだったわ。それは取り消してもらわないとな？　別人じゃなかったみたいだし」

「……っ、勇紀なの？　私、今でもちょっと──」

「信じられないか？」

　俺は幼馴染に向き直り、小首を傾かしげた。

「池いけ上がみ公園の東あず屋まやまで、家出中の誰かを迎えに行ったことを言っても？」

　明日香は口をぱくぱくさせて、またもや声を発せられずに閉口する。

　俺はいい加減それが面白くて、くつくつ笑いを溢こぼした。

「明日香、ヤンキーの頃から随分変わったな。憑つき物ものが落ちたっつーか、なんつーか」

「そりゃ……それは、もう高二よ？　さすがに卒業っていうか、ていうか別に元々ヤンキーじゃないし……てか、あれ？　混乱してるんだけど、あんたなんで記憶戻ってんの？　全部？　元通り？」

　軽く錯乱状態の幼馴染に、俺はかぶりを振って否定する。

「ううん、違う全部じゃない。中二くらいまでだな、断片的に思い出したのは。でも明日香関連はそれ以前のものも戻ってるぜ？　一緒に風呂入ったのもさ」

「余計なことまで思い出してんじゃないわよ!?」

　ゲシッと足元を踏まれて、思わず「ギャッ」と声を上げる。

「いっっでえっ!?　バカ、またモノ忘れたらどうするんだよ!?　つーか余計なことではないですけどね!?」

「しっかり余計なことではありますけど!?　てか足の衝撃で記憶吹っ飛んでたまるか！　ほんとに記憶戻ってんなら私なりの気遣いに気付きなさいよ！」

　明日香は肩で息をしながら睨にらみ上げる。

　全力で抗議した結果息切れしている幼おさ馴なな染じみは、小学生の頃によく見た姿だ。

　だけど面持ちは中二の頃より更に大人おとなびており、そのチグハグさに俺はまた笑ってしまった。

「変だな。なんかタイムスリップしてきたみたいでテンション上がるわ」

「ほんとにほんと？　……中二以前の記憶って、またなんでそんな時期のこと……」

「しかも明あ日す香か関連しか思い出せません。でもまあ、すごい進歩だろ。この二ヶか月げつ、ほんとに何も思い出せなかったんだから」

　記憶が真っ二つにされるなんて、新しい自我が湧いても仕方ない。

　今でもまだ、高一の頃の俺は別人のような認識になっている。

　だけど明日香を目の前にするこの瞬間だけは、俺は真さな田だ勇ゆう紀きに戻ることができた。

「あんた、なんかまた戻ったわね」

「え？」

「記憶失くした当初は、〝戻ったみたい〟だったけど。今回はほんとにそっくりそのまま戻ってるわ。空気が丸切り、あの頃のまんま」

「ははは、そんな褒めるなよ」

「褒めてない……こともないけど。そう言われると複雑っていうか」

　明日香は頭を抱えて、何かを思い出したように唇を噛かんだ。

「あー……ていうか……ごめん。さっきあんたが言った通り、もっかいちゃんと謝らせて」

「え？」

「昨日のやつはこのまま何となく流していいような発言じゃない」

　明日香は真まっ直すぐこちらを見据えた後、ガバッと頭を下げる。

　ライトゴールドの髪が垂れ下がり、幼馴染の顔を覆い隠す。

「……本当にごめんなさい。勇紀の気持ち、確かに私は考えられてなかった。考えてるつもりでも、やっぱり……心のどこかで、あんたに対価を求めてた。無意識に勇紀の記憶が戻ることを対価にして、色々手伝いとかしちゃってた」

　髪の隙間から、明日香が唇を噛み締めたのが見えた。

「紗さ季きに言われたわ、それはエゴだって。……その通りだと思う。前のあんたは死んだんじゃないって思うがあまり──目の前にいるあんたを蔑ないがしろにしちゃってたのよ」

「……だからいいって。それが普通だろ」

　こともなげな口調に、明日香は戸惑いながら顔を上げた。

「え？」

「俺も明日香の気持ちを考えてなかった訳じゃない。お前の立場になったら、そう思うのが自然なことだって解わかってたよ」

　本音だった。

　より親しい人間を優先したい。明あ日す香かの性質は、ひなの事からもよく解わかっている。

　記憶喪失前の俺と、記憶喪失後の俺。

　今回は後者が選ばれなかっただけの話だ。

「それが解って……なら、ますます辛つらい想おもいさせたじゃない」

「それは……そうかもな。今の時間が全部無駄なんじゃないかとか、無駄なら消えても仕方ないんじゃないかとか、そういう思考回路に繋つながったのは否定しない。ウジウジしてたし、もし過去に戻っても俺は同じようにウジウジするだろうな」

　それくらい、完全な記憶喪失はどうにもならない事象だった。

　記憶を失った際の対処法なんて、本人はもちろん周囲も何ら分からないのだから。

「私──あんたが記憶を失くしたままでいたいのは、何となく伝わってた。だからこそ、あんたとの時間が偽物に思えた時もあって……それが無意識に、名前呼びにならないことに繋がってた。追い込むくらいなら、傍そばにいない方がマシだったのに」

「明日香の気持ち、今なら理解できるよ。というより、前も多分理解できてた。理解したくなかっただけだ」

「……そうよね」

　明日香はまた申し訳なさそうに俯うつむいた。

　……そんな顔をさせたい訳じゃない。

　だけど、訊きかなければいけないことがある。

　質問は一つじゃない。

　そしてどの質問も今後に大きな影響を与えかねない内容だ。

　明日香に訊く度に、重圧をかけることになるのはもう確定している。

　そのうちの一つを、俺は明日香に投げかける。

　恐らく明日香は、全て知っている。

　もしかしたら、俺が何な故ぜ記憶を失ったかすらも。

「……なあ。明日香、なんで三人の彼女とか嘘うそ吐ついてんだ」

「え？」

「お前の性格でそれを許す訳ないだろ。つーか俺が、明日香と付き合ってて三股なんかする訳ない。なめんなよ、幼おさ馴なな染じみを」

　あの日の夜。

　家出を終えたあの瞬間、俺と明日香は付き合った。

　そこから先の記憶はないが、あそこから三股が許容される未来は全く見えない。

「彼女に世話係とかいう役割作ってたよな。あれって俺が世話を受け入れやすいように、変な気遣いしてくれたんだろ。やりすぎなんだよ」

　明日香は何か言いたげに視線を上げた後、また伏せた。

「私に関することだけは、今すぐ答えられるから言うわね？」

「おー頼んだ。ちゃちゃっとな」

　答えは分かっている。俺は特に構えないまま、耳を傾けた。

「自分を押し殺してでも、私はあんたといたいってことよ」

「……つまり？」

「あんたはほんとに三股してるってこと。三股ヤローは記憶喪失してる勇ゆう紀きには可哀かわい想そうなあだ名だけど、当時のあんたにとってはちゃんと相応ふさわしいネーミングなの」

　どんな返事をしようかと考えていたが、浮かんできた案が全て吹き飛んだ。

　代わりに、腑ふ抜ぬけた声が口から漏もれる。

「……まじで？　え？　え!?」

「まじよ」

「ほんっとにまじか？　えっなんで!?」

「まじ中のまじだし、私が訊ききたいわよ。ったく、どうせならそこまで思い出してよね？　ちょっと期待しちゃうし」

　明あ日す香かは唇を尖とがらせて、すぐに緩めた。

「まあ、前にも言ったけど……それには私も納得してるから。まだ喋しやべれないってことは分かったわ」

「ちょっと待て、そこも詳細教えてくれよ！」

「勇紀には他に思い出さなきゃいけないことがある。それに、これは今じゃなくてもいいでしょ」

　明日香は冷静な口調で言うと、ベンチから腰を上げた。

「他に思い出すうちに、私たちのこともいずれ全て思い出す。タイミングを選べるのなら、私は今を選びたくないの」

　……他に思い出さないといけないこと。

　先程まで思い出せた情景が次々とフラッシュバックし、俺は目を見開いた。

「……母さん、死んでたんだな」

　遺影で笑みを浮かべる母さんは、記憶の中にいる母さんと同じ表情をしている。

「中二の時は、普通に生きてた。俺、母さんが死んだのは昔だと思ってたよ。記憶無い時は赤の他人に思えて、母さんについて一度も調べなかったから」

　調べたらすぐに判わかるのも相まって、優先度は限りなく低かった。

　母さんが知ったら怒るだろうな。

　そう思ったが、母さんはもうこの世にいない。

　怒りたくても、怒れない。

　自分の知らないところでいなくなられると、全く実感が湧かない。

「あと……俺には、父さんなんかいないはずだ」

　別居しているから顔を合わせないんじゃない。

　元々顔を合わせる仲でもなく、近年まで赤の他人だったということ。

　だけど明あ日す香かはそれを今日まで告げずにいた。

「なんで教えてくれなかったんだよ」

「……日常に戻ったら、教えてあげるわ」

「なんでだよ。今──」

「今は特別な夜でしょ？　お泊まりの夜で、星が綺き麗れいだし。今だけは、純粋にこの夜を愉たのしみましょうよ」

　明日香は夜空を見上げる。

　星を眺める機会がそうそうないのは確かだが、きっと理由はそれじゃない。

　明日香は全て知っている。もしかしたら、俺が忘れたかったことを。

　だとしたら、彼女にも覚悟を固める時間は必要か。

「……分かったよ。でも、帰ったらやることが山積みだな」

　明日香と同じように夜空を見上げる。

　もしかしたら、忘れたまま人生を送った方が幸せだったのかもしれない。

　逃げたくて記憶を失ったんだとしたら、今の俺は飛んで火に入る夏の虫。

　そして、記憶の回復が誰かを傷付けることに繋つながるのだとしたら。

「……忘れたままで良かったのかもしれないな」

　何もかも忘れたままの方が、滞りなく幸せになれた可能性。

　隣で、声がした。

「……そんな訳ない」

　俺は目を瞬まばたかせて、明日香に視線を移す。

　月光に照らされる明日香の表情は、少しの憂い。そして俺を想おもう慈愛の表情。

「……明日香」

「私は、あんたの彼女。前も今も、それだけは変わらない。だったら、どっちもあった方がいいに決まってる」

　明日香は手を差し出した。

「私が、勇ゆう紀きを支える」

　白い掌てのひらが、俺を呼んでいる。

「なんでそこまで……」

「好きだからよ」

　即答だった。

「これも忘れたなら、思い出すまで頭ぶん殴るけど」

「……せっかく思い出したのにやめて？」

　そう答えて、俺は手をピクリと動かす。

　そして僅かな逡しゆん巡じゆんの末、俺は明あ日す香かを抱き寄せた。

　明日香も応えてくれた。

　俺の腰に手を回し、明日香は身体からだを預けてくれる。

　掌てのひらが触れた。

　……温かい。

　この掌は、俺を想おもってくれている。

「……言ってなかったよな」

　思わず俺は話しかけた。

　特に思慮なく出てくる言葉は、きっと本心なのだろう。

「今の俺も──明日香を好きだ」

　明日香は抱擁を解ほどき、真正面から俺を見つめる。

　蒼あお色の瞳が揺らめいた。

　やがて明日香は小さく頷うなずき、俯うつむいた。

　風が吹く。

　長髪が靡なびき、夜空にライトゴールドの流線を煌きらめかせる。
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「……それって、情？」

「いや……」

　あえて言うなら、そう。

「──愛かな」

　明あ日す香かが目を瞬まばたかせた。

　数秒経たっても、明日香は返事をしない。

　俺は慌てて言葉を言い連ねる。

「ああ、いや。昔からの付き合いを思い出した訳だし」

　その時、明日香はふっと相そう好ごうを崩した。

「……くっさ」

「今茶ちや化かすのはやめて！」

　明日香と視線が交差する。

　また数秒沈黙が降りた後、今度は同時に吹き出すように笑う。

　この先何があるか分からない。

　やることも沢山あるし、まだ戻らない記憶もある。

　濃霧が漂う環境で、やっと僅かな光明を確保できただけに過ぎない。

　だけど、光がある。

　それも俺を知る人が傍そばで支えてくれる、温かな光。

　だから、きっと大丈夫だ。

　俺はおもむろに立ち上がる。

　明日香は隣に並んで、静かに言葉を紡ぎ出す。

「……おかえり、勇ゆう紀き」

「おう。……ただいま、明日香」

　手が触れ合う。

　指が絡み合う。

　明日香がまた正面に向く。

　互いの唇が近付いた。

　流れ星。

　視界の隅で、確かに星が煌きらめいた。












エピローグ









　灰色の煙が立ち昇る。

　井い桁げたに組まれた薪まきの中から、橙だいだ色いいろの炎が身体からだを揺らす。

　身を躍らせる炎は、三組の生徒たちの顔を明るく、時に朧おぼろげに映し出していた。

　時刻は二十一時。

　大半の生徒が待ち望んだであろうキャンプファイヤーの炎は闇夜を照らし、辺りを非日常な雰囲気で染め上げている。

　触発されたクラスメイトたちが、キャンプファイヤーの前でフォークダンスを踊り始める。

　音質の悪い曲が辺りに流れるのも、優勝賞品の一環なのだろうか。

　皆みんな即席のフォークダンスにもかかわらず、男女のペアが殆ほとんど。

　普段なら羞恥心によって憚はばかられる言動も、此こ処こなら許される空気もある。

　なんでも此処でフォークダンスを踊った後に成立したカップルは、幸せが約束されるらしい。

　正気かよ、と心の中で笑ってみせる。

　……だけど。

　素面しらふに戻れば恥ずかしくなるであろう光景でも、時が経たてば良いい思い出に変わるだろう。

　少なくとも、この光景を一人で眺める俺よりは。

　中学時代までの一部の記憶が戻っても、この学校生活自体が姿を変えた訳じゃない。

　三股ヤローと事実通りの情報を流され、周囲から敬遠されるこの現状は、記憶の一部を取り戻した今の俺にも代え難がたい。

　会場の隅っこで紙皿に盛られた最後の肉を頬ほお張ばりながら、俺はふと辺りを見回した。

　人が少ない。

　夢ゆめ咲さきの姿がいつの間にか消えたことから、もう帰ってもいい時間なのかもしれない。

「勇ゆう紀きくん」

　静かな声に顔を上げて、俺は有あり栖す川がわの姿を認めた。

　有栖川紗さ季き。

　元々芸能科が台頭していた遊ゆう崎ざき高こう校こうの三大派閥と称され、25万人ものフォロワーを抱える有名モデル。

　戻ってきた記憶には存在しない、二人目の彼女。

　有あり栖す川がわ紗さ季きの表情に、いつもと異なる色を感じた。

　有栖川は体操服にジャージを肩に羽織り、俺を焚たき火びの前に促した。

　キャンプファイヤーの焚き火が揺れる。

　歩を進めると、俺の身体からだに男子が接触しそうになる。

「どいて？」

　皆みんなが踊る中、有栖川はポツリと呟つぶやいた。

「あっ、ごめんっ」

　近くにいた生徒たちは彼女の呟きに反応して、一斉に立たち退のく。

　突とつ如じよポッカリ空いたスペースは、不気味なほど整然としている。

「一緒に踊ろ」

「え、いや──」

　差し出された掌てのひらは、かつてのそれと変わらない。

　右も左も分からない中、俺は何度も頼ってきた。

　ひなの時だけでなく、有栖川は隣にいるだけで助けになってくれる存在だった。

　しかし今は、白雪のような掌は何ど処こか不気味に思えてしまう。

　まるで何かが欠落しているような。

「そう。やっぱり、戻ったんだ」

　応じようとしない俺から察したらしく、有栖川はスッと掌を引いた。

　そして笑顔を貼り付けたまま背を向け、キャンプファイヤーの傍そばから立ち去る。

　黙って有栖川について行く。

　こんなことで怒る彼女じゃない。

　だけど、それ以上に。

　声が俺たち二人にしか届かない距離が確保される。

　何人かが俺たち二人を好奇の視線で捉えていたが、やがて飽きがきたように自分たちの踊りに意識を戻す。

　二人きり。

　俺がそう思った数秒後に、質問された。

「勇ゆう紀き君。君が私から離れるとしたら、どういう時？」

「え？」

　唐突に思える質問だった。

　しかし有栖川は俺の記憶が戻ったことを察している。

　その上での問いなのだから、恐らく深い意味がある。

「……そんなの分からないって」

　慎重に答える。

　有あり栖す川がわの笑みは、いつの間にか消えていた。

「記憶が戻らなくても、明あ日す香かさん。記憶が戻っても、明日香さん。結局そこは変わらないんだね」

　つまらなさそうに、そして唄うたうように言葉を紡ぐ。

「あーあ。嫌になっちゃう。結局こうなるんだね」

　意味深な言葉だった。

　思い返せば、有栖川の言動にはそういった一面が多々あった。

　そして、その一面は角度を変えたら異なる輝きを放ってくる。

　つまり。

「なあ。有栖川、大して憂えてないだろ」

「……あれ、分かった？」

　沈黙が降りる。

　そして──有栖川はニッコリ笑った。

「やっぱり……有栖川って、俺のこと好きなんかじゃないよな」

　元々、違和感は覚えていた。

　それが確信へと変わっていく。

「ええ？　好きだよ」

　有栖川は嘘うそを吐ついてない。

　だから違和感があるだけで、記憶のない俺にはその正体が判別つかなかった。

　だが今となってはハッキリ判わかる。

　有栖川の好きは、少なくとも恋愛のそれではない。

　好きの種類が、明らかに違う。

「なあ。一つ訊きいていいか」

　何度も訊いたことだ。

　だけどもう一度、訊かなくてはならない。

　今の俺だからこそ判別ついた意味と、隠そうともしない彼女の真意を。

「なんでお前、俺のことが好きなんだ」

　パチパチと火が躍る。

　雑踏のような足音、流は行やりの音楽が耳じ朶だに響く。

　次第に意識は目の前の彼女に集約されて、やがて何も聞こえなくなる。

　聞こえるのは一つだけ。

　流麗な声色で紡がれる言葉、一つだけ。

「君は、私と一緒だから」

「……え？」

「──私も記憶喪失なの。真さな田だ勇ゆう紀きくん」

　彼女の微笑ほほえみからは、何も読み取ることは叶かなわなかった。





あとがき




　この度は本作を手に取っていただき、誠にありがとうございます。御お宮みやゆうです。

　また読者の皆様と本作にてお会いできたこと、大変嬉うれしく思います。本作のあとがきは一ページしかないので、謝辞を述べさせてください！

　編集のＳ様、いつも打ち合わせにて数々の助言をくださり大変助かっております！　これからもよろしくお願い致します。

　イラストのたん旦たん先生、美麗なイラストの数々を本当にありがとうございます！　ヒロインたちの表情が素晴らしく、作中を大いに盛り上げてくれていると思います。

　そして最後に読者の皆様。皆様に一巻、二巻を手に取っていただけたお陰で、三巻も今のところ望みはありそうです。三巻からは物語をいつでも締められる状態になっているので、続刊叶かなえられるよう、本作の口コミを広めていただけると大変嬉しく思います！

　本作の制作エピソードなども書ければよかったのですが、どうやら尺が足りなさそう……！　一言でいえば〝頑張った〟です。皆様に気に入っていただけますように。

　最後まで読んでいただきありがとうございました。

　あとがきもっと書きたかったです！





電子書籍特典　書き下ろし短編

『ひなの合宿』





　有栖川から訓練合宿の話を聞いた次の日。

　俺は登校中、隣で歩く後輩に目を向ける。

「それでですね、〝ダウトファミリー〟では三人それぞれ異なる一面を隠しながら家族として振る舞うんですけど──」

　溌剌とした声とともに、茶髪のボブがぴょこぴょこ揺れた。

　後輩カノジョ、笛乃ひな。

　アニメオタクの彼女は、目を輝かせながらアニメを布教する最中だ。

　先日『ダウトファミリー』のガチャガチャをしてから更に熱が上がったみたいで、何としても俺にハマってもらいたいらしい。

　俺はそれを理解しながらも、ちょっぴり悪戯心が芽生えた。

　あえて遮って質問したら、ひなはどうツッコんでくるのだろう。

「なーひな。遊崎高校うちに訓練合宿あるのって知ってたか？」

「なんと言っても──え、合宿？　あっはい、もちろん知ってますよ」

　ひなは榛色の瞳をこちらに向けて、コクコクと頷く。

　そしてアニメの話題から転換したことに気付いたみたいで、ハッとしたように目を見開いた。

「あ……もしかして退屈でしたか!?　すみませんっ先輩がダウトファミリーに興味ないことは分かってたのに！　興味ない話題をずっと喋っちゃってたってことですよね、ほんとにすみません私先輩と一緒に楽しみたいがあまり全然気持ち考えられてなくて先輩と一緒に登校するのが楽しくてつい自分の話したいことばっかり！」

「ごめんごめんっ冗談！　冗談だから！」

　ツッコまれるのではなく、あまりにも純粋に悲しまれたので慌てて釈明する。ていうか息継ぎどこいった。

「じょ、冗談……？」

「冗談半分で遮っただけで退屈な訳じゃないんだ、楽しい証拠だって！」

「冗談半分……」

「そうだよ、ほらよくあるだろ？　小学生の男子が好きな子からかいたくなるみたいな現象だよっ」

　必死の弁解にはどうやら効果があったようだ。

　ひなの頬は少しずつ赤くなっていき、口をぱくぱくさせた。

「……せ、先輩っそれはその、私っ、あっ確かに彼女ですけど」

　しどろもどろになる後輩に、また悪戯をしかけたら許されるだろうか。

　だけどひなは危機を感じとったらしく、かぶりをブンブン振った。

「合宿！　合宿の話をしましょう！」

「そ、そうだな。ごめんな、ほんとに話逸らしちゃって」

　俺は頭を掻いてそう言った。

　とはいえ、合宿について訊きたかったのは本当だ。

　有栖川や明日香からは多少雰囲気を聞き及んでいるものの、まだ解像度は上げられていない。

　分かっているのは、合唱コンクールや集団行動がメインで二泊三日も取られる行事ということだけだ。

「合宿って毎年あるみたいだし、ひなも行ったことあるんだよな？　一年生から先に行くらしいし」

「はい、私たち一年は一ヶ月前くらいに行きましたよ」

「だよな。どんな雰囲気だった？　有栖川からは、なんか合唱コンクールとかあるって聞いてるんだけど」

　その質問に、ひなは「うーん」と唸ってから口を開けた。

「そ、そうですね……学年によると思いますけど、眩しかったです」

「眩しい？」

「はい。入学して早々の一大行事だったので、友達作りのきっかけとか殆ど合宿から生まれるんですよ。普段だと時間をかけてゆっくり積み上げていく人間関係が、三日で殆ど完成されちゃうんですよね……」

「ああ……なるほど。そういうこともあるか」

　確かに入学した途端に泊まり込みの行事があったら、否が応でも人間関係は進むだろう。

　それは良いことのように思えるが、ひなの表情は別の可能性を示唆していた。

「表裏一体な面もありそうだな」

　そう言うと、ひなは深く頷いた。

「ほんとにそうで……！　合宿明けの昼休みからグループがパキッと分かれてて恐ろしかったです。あの合宿で人間関係を築けなかったら……！」

「ひなはどうだった」

　一瞬、ひなが動きを止める。

　そして、ポケットからダウトファミリーのアクリルフィギュアを取り出した。

「私にはいつもこの子がついてきてくれるので！」

　キャラの表情に、どこか哀愁が漂っているのを感じる。

　俺は色々察して片手で空を切った。

「ゴメン」

「謝らないでください!?」

　涙目になるひなを見て、俺は口元を緩めて笑う。

　ひなの抗議したそうな表情から視線を逸らし、真っ青な空を見上げた。

　雲一つない空だ。

　手の届きそうな高さに燕が旋回するのを眺めながら、俺は一つ想いを馳せる。

　──今の俺が合宿を心から楽しめるとは思えない。

　しかし直感があった。

　この合宿には、行かなきゃいけない気がする。

　今の俺にとって、きっと必要な時間になる。

　もし俺が俺じゃなくなるとしても──

「先輩っ」

　ひなが俺の手を引いた。

　──この後輩は、今の俺を覚えてくれる。

　それだけで、いくらか勇気が湧いてくる。

　旋回した燕が青空へ舞い上がり、視界から消えた。
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